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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライトと、
　前記バックライトの光出射面に配置された液晶表示パネルとを備え、
　前記バックライトにあって、線状に発光領域を有する発光手段の数をｎ（本）とし、
　前記液晶表示パネルの有効表示領域の縦幅をＨ（ｃｍ）とした時、次式を満足し、
【数１】
　５（ｃｍ）≦Ｈ／ｎ≦２０（ｃｍ）
　前記ｎ（本）の発光手段のうち、少なくとも１（本）は非点灯状態に制御し、かつ他の
発光手段は点灯状態に制御し、
　前記液晶表示パネルの電圧を書きかえる画素行位置と、前記非点灯状態に制御する発光
手段位置とを同一方向に移動させ、
　前記電圧を書きかえる画素行位置に対応する前記発光手段は、非点灯状態に制御するこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　バックライトと、
　前記バックライトの光出射面に配置された液晶表示パネルとを備え、
　前記バックライトにあって、線状に発光領域を有する発光手段の数をｎ０（本）、前記
発光手段のうち、点灯状態の発光手段の数をｎ１（本）とした時、次式を満足し、
【数３】
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　（１／４）ｎ０≦ｎ１≦（３／４）ｎ０
　前記ｎ０（本）の発光手段のうち、少なくとも１（本）は非点灯状態に制御し、
　前記液晶表示パネルの電圧を書きかえる画素行位置と、前記非点灯状態に制御する発光
手段位置とを同一方向に移動させ、
　前記電圧を書きかえる画素行位置に対応する前記発光手段は、非点灯状態に制御するこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　環境照度に対応させて、前記ｎ１を変化させることを特徴とする請求項２記載の液晶表
示装置。
【請求項４】
　第１の導光部、及び第２の導光部を有するバックライトと、
　液晶表示パネルとを備え、
　前記第１の導光部は、前記液晶表示パネルの表示画面の上側を照明し、
　前記第２の導光部は、前記液晶表示パネルの表示画面の下側を照明し、
　前記第１の導光部は、前記液晶パネルを照明する光を放射する光出射面と、前記液晶表
示パネルの上部に位置する第１の側面と、前記液晶表示パネルの中央部に位置する第２の
側面を有し、
　前記第２の導光部は、前記液晶パネルを照明する光を放射する光出射面と、前記液晶表
示パネルの中央部に位置する第１の側面と、前記液晶表示パネルの下部に位置する第２の
側面を有し、
　前記第１の導光部の前記第１の側面に第１の発光手段が配置され、
　前記第２の導光部の前記第２の側面に第２の発光手段が配置され、
　前記第１の導光部の前記第２の側面と前記第２の導光部の前記第１の側面とがつなぎあ
わさった形状をしており、
　前記バックライトの前記第１の導光部の光出射面、および前記第２の導光部の光出射面
に、前記液晶表示パネルが配置され、
　前記バックライトの前記第１の導光部に、前記液晶表示パネルの前記上側が配置され、
　前記バックライトの前記第２の導光部に、前記液晶表示パネルの前記下側が配置され、
　前記液晶表示パネルの表示画面の上側に映像信号を書き込んでいる際は、前記第２の発
光手段が点灯し、前記第１の発光手段は消灯状態に制御され、
　前記液晶表示パネルの表示画面の下側に映像信号を書き込んでいる際は、前記第１の発
光手段が点灯し、前記第２の発光手段は消灯状態に制御されることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記第１の発光手段が発光した光は、前記第１の導光部と、前記第１の導光部と前記第
２の導光部とがつなぎあわさった近傍部分を照明し、
　前記第２の発光手段が発光した光は、前記第２の導光部と、前記第１の導光部と前記第
２の導光部とがつなぎあわさった近傍部分を照明することを特徴とする請求項４記載の液
晶表示装置。
【請求項６】
　前記液晶表示パネルに入力される映像信号の駆動周期をＦ（Ｈｚ）とした時、前記発光
手段が前記液晶表示パネルの表示画面を照明する走査周期Ｆｓ（Ｈｚ）は以下の条件を満
足することを特徴とする請求項１、２または４に記載の液晶表示装置。
【数５】
　１．２Ｆ≦Ｆｓ≦３Ｆ
【請求項７】
　第１のフィールドの画素の電圧データと、前記第１のフィールドの次の第２のフィール
ドの前記画素の電圧データを比較し、前記第２のフィールドの画素の電圧データを補正す
ることを特徴とする請求項１、２または４に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
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　前記液晶表示パネルは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）色の画素と、イエロー（Ｙ）及
び紫（Ｐ）色の画素のうち少なくとも一方の色の画素とを有していることを特徴とする請
求項１、２または４に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示パネルを用いた表示装置は、小型，軽量でかつ消費電力が少ないため、携帯用機
器等に多く採用されている。近年では、液晶表示モニターにも採用されその市場は拡大し
つつある。また、液晶表示パネルの画質改善が進み、静画では実用上問題ないレベルまで
同上してきている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
液晶表示パネルに動画を表示させると、画像の尾ひきがあらわれる。この尾ひきとは、た
とえば黒バック画面に白いボールが動くと、白いボールのうしろに灰色の影があらわれる
現象を言う。このように尾ひきが発生している状態を動画ボケと呼ぶ。
【０００４】
動画ボケが発生する原因は大きくわけて２つあると考えられる。第１番目の原因は液晶の
応答性である。ツイストネマティック（ＴＮ）液晶の場合、立ちあがり時間（透過率が０
％から最大を１００％として９０％になるのに要する時間）と立ちさがり時間（最大透過
率１００％から１０％の透過率になるのに要する時間）とを加えた時間（以後、この立ち
あがり時間＋立ちさがり時間を応答時間内と呼ぶ）は５０ｍｓｅｃである。垂直配向（Ｖ
Ａ）液晶の場合は同等である。
【０００５】
応答時間が早い液晶モードもある。強誘電液晶である。ただし、この液晶は階調表示がで
きない。その他、反強誘電液晶，ＯＣＢモードの液晶も高速である。これらの高速液晶を
用いれば第１番目の原因には対策を講ずることができる。
【０００６】
第２番目の原因は、各画素の透過率がフィールド同期で変化することである。
【０００７】
一般に、表示装置において、１フィールドの期間、つまり連続して画像が表示されている
ように見えるのは人間の眼の残光特性によるものである。ＣＲＴなどの表示装置は、蛍光
体面を電子銃で走査して画像を表示するようにしているが、この場合、１フィールドの期
間において、各画素はμｓｅｃオーダーの時間しか表示されない。つまり、ＣＲＴでは、
各画素はほとんどの時間が黒表示で、μｓｅｃのオーダーの時間にだけ点灯（表示）され
ている。したがって、ＣＲＴの表示状態は、ほとんどの時間が黒表示となるため、画像が
飛び飛びに見え、動画ボケは発生しない。
【０００８】
これに対し、液晶表示パネルにおいては、ある画素の透過率は第１のフィールドの間は固
定値である。つまり、フィールドごとに画素電極の電位は書きかえられる。そのため、人
間が液晶表示パネルの画像をみると眼の残光特性により、表示画像がゆっくりと変化して
いるように見え、動画ボケが発生してしまう。これは上記の強誘電液晶のような、応答時
間の早い液晶モードを用いても解消することはできない。
【０００９】
本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、動画ボケを解消した表示パネルおよ
びその製造方法を得ることを目的とする。また、本発明の表示パネルを用いた表示装置、
その製造方法、ビデオカメラ、投射型表示装置および画像処理方法を得ることを目的とす
る。
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【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を達成するために、第１の本発明は、バックライトと、
　前記バックライトの光出射面に配置された液晶表示パネルとを備え、
　前記バックライトにあって、線状に発光領域を有する発光手段の数をｎ（本）とし、
　前記液晶表示パネルの有効表示領域の縦幅をＨ（ｃｍ）とした時、次式を満足し、
【数１】
　５（ｃｍ）≦Ｈ／ｎ≦２０（ｃｍ）
　前記ｎ（本）の発光手段のうち、少なくとも１（本）は非点灯状態に制御し、かつ他の
発光手段は点灯状態に制御し、
　前記液晶表示パネルの電圧を書きかえる画素行位置と、前記非点灯状態に制御する発光
手段位置とを同一方向に移動させ、
　前記電圧を書きかえる画素行位置に対応する前記発光手段は、非点灯状態に制御するこ
とを特徴とする液晶表示装置である。
　また、第２の本発明は、バックライトと、
　前記バックライトの光出射面に配置された液晶表示パネルとを備え、
　前記バックライトにあって、線状に発光領域を有する発光手段の数をｎ０（本）、前記
発光手段のうち、点灯状態の発光手段の数をｎ１（本）とした時、次式を満足し、
【数３】
　（１／４）ｎ０≦ｎ１≦（３／４）ｎ０
　前記ｎ０（本）の発光手段のうち、少なくとも１（本）は非点灯状態に制御し、
　前記液晶表示パネルの電圧を書きかえる画素行位置と、前記非点灯状態に制御する発光
手段位置とを同一方向に移動させ、
　前記電圧を書きかえる画素行位置に対応する前記発光手段は、非点灯状態に制御するこ
とを特徴とする液晶表示装置である。
　また、第３の本発明は、環境照度に対応させて、前記ｎ１を変化させることを特徴とす
る第２の本発明の液晶表示装置である。
　また、第４の本発明は、第１の導光部、及び第２の導光部を有するバックライトと、
　液晶表示パネルとを備え、
　前記第１の導光部は、前記液晶表示パネルの表示画面の上側を照明し、
　前記第２の導光部は、前記液晶表示パネルの表示画面の下側を照明し、
　前記第１の導光部は、前記液晶パネルを照明する光を放射する光出射面と、前記液晶表
示パネルの上部に位置する第１の側面と、前記液晶表示パネルの中央部に位置する第２の
側面を有し、
　前記第２の導光部は、前記液晶パネルを照明する光を放射する光出射面と、前記液晶表
示パネルの中央部に位置する第１の側面と、前記液晶表示パネルの下部に位置する第２の
側面を有し、
　前記第１の導光部の前記第１の側面に第１の発光手段が配置され、
　前記第２の導光部の前記第２の側面に第２の発光手段が配置され、
　前記第１の導光部の前記第２の側面と前記第２の導光部の前記第１の側面とがつなぎあ
わさった形状をしており、
　前記バックライトの前記第１の導光部の光出射面、および前記第２の導光部の光出射面
に、前記液晶表示パネルが配置され、
　前記バックライトの前記第１の導光部に、前記液晶表示パネルの前記上側が配置され、
　前記バックライトの前記第２の導光部に、前記液晶表示パネルの前記下側が配置され、
　前記液晶表示パネルの表示画面の上側に映像信号を書き込んでいる際は、前記第２の発
光手段が点灯し、前記第１の発光手段は消灯状態に制御され、
　前記液晶表示パネルの表示画面の下側に映像信号を書き込んでいる際は、前記第１の発
光手段が点灯し、前記第２の発光手段は消灯状態に制御されることを特徴とする液晶表示
装置であるである。
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　また、第５の本発明は、前記第１の発光手段が発光した光は、前記第１の導光部と、前
記第１の導光部と前記第２の導光部とがつなぎあわさった近傍部分を照明し、
　前記第２の発光手段が発光した光は、前記第２の導光部と、前記第１の導光部と前記第
２の導光部とがつなぎあわさった近傍部分を照明することを特徴とする第４の本発明の液
晶表示装置である。
　また、第６の本発明は、前記液晶表示パネルに入力される映像信号の駆動周期をＦ（Ｈ
ｚ）とした時、前記発光手段が前記液晶表示パネルの表示画面を照明する走査周期Ｆｓ（
Ｈｚ）は以下の条件を満足することを特徴とする第１、２または４の本発明の液晶表示装
置である。
【数５】
　１．２Ｆ≦Ｆｓ≦３Ｆ
　また、第７の本発明は、第１のフィールドの画素の電圧データと、前記第１のフィール
ドの次の第２のフィールドの前記画素の電圧データを比較し、前記第２のフィールドの画
素の電圧データを補正することを特徴とする第１、２または４の本発明の液晶表示装置で
ある。
　また、第８の本発明は、前記液晶表示パネルは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）色の画
素と、イエロー（Ｙ）及び紫（Ｐ）色の画素のうち少なくとも一方の色の画素とを有して
いることを特徴とする第１、２または４の本発明の液晶表示装置である。
　なお、本発明に関連する技術に係る発明は以下の通りである。
　発明１は、複数の蛍光管と、
　前記複数の蛍光管を被覆する導光板と、前記導光板の光出射側に配置された表示パネル
と、前記蛍光管を順次点灯させる駆動手段とを具備することを特徴とする表示装置である
。（図１を参照）
　また、発明２は、複数の蛍光管と、前記複数の蛍光管を被覆する導光板と、前記導光板
の光出射側に配置された表示パネルと、前記複数の蛍光管を順次点灯させる第１の駆動手
段と、前記表示パネルを駆動する第２の駆動手段とを具備し、前記第１の駆動手段と第２
の駆動手段とは同期をとって動作することをすることを特徴とする表示装置である。（図
４を参照）
　また、発明３は、表示パネルに印加する映像信号をデジタル化して記憶するステップと
、前記記憶手段に記憶したデータから表示画像の全体平均輝度と最大輝度、最小輝度、輝
度分布を求めるステップと、前記求められたデータから画像の平均輝度レベルを算出する
ステップとを具備することを特徴とする画像処理方法である。（図６を参照）
　また、発明４は、導光板と、前記導光板の一端に配置された第１の白色光発生手段と、
前記導光板の他端に配置された第２の白色光発生手段と、前記導光板の光出射側に配置さ
れた表示パネルとを具備し、前記第１の白色光発生手段と第２の白色光発生手段とは、交
互に点灯することを特徴とする表示装置である。（図１０を参照）
　また、発明５は、前記白色光発生手段は、白色光を発生するＬＥＤであることを特徴と
する発明４記載の表示装置である。（図１３を参照）
　また、発明６は、導光板と、前記導光板のエッジ部に配置された複数の白色光発生手段
と、前記導光板の光出射側に配置された表示パネルとを具備し、前記複数の白色光発生手
段は、順次点灯することを特徴とする表示装置。（図１８を参照）
　また、発明７は、１画素に、赤フィルタと、緑フィルタと、青フィルタと、イエローフ
ィルタとを具備することを特徴とする表示パネルである。（図２０を参照）
　また、発明８は、白色光を発生する光発生手段と、前記光発生手段の光出射方向をワイ
プする駆動手段と、前記白色光を変調する表示パネルと、前記表示パネルと光発生手段と
の間に配置された、光の進行方向を変化させるための光制御手段とを具備することを特徴
とする表示装置である。（図２６を参照）
　また、発明９は、導光板と、前記導光板の光出射面に配置された偏光変換手段とを具備
し、前記偏光変換手段の光出射面に配置された表示パネルであって、前記偏光変換手段は
、微小な偏光プリズムがアレイ状に配置されて構成されており、前記偏光プリズムは微小
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な偏光分離面と、ミラーと、位相フィルムとを具備することを特徴とする表示パネルであ
る。（図３４を参照）
　また、発明１０は、導光板と、前記導光板の光出射面に形成または配置された誘電体多
層膜からなるカラーフィルタと、表示パネルとを具備し、前記カラーフィルタの形成ピッ
チは、前記表示パネルの画素形成ピットと略一致していることを特徴とする表示装置であ
る。（図３５を参照）
　また、発明１１は、反射型の表示パネルと、前記反射型の表示パネルの光入射側に配置
されたマイクロレンズアレイとを具備し、前記反射型の表示パネルの画素電極の一部に光
拡散領域が形成されていることを特徴とする表示装置である。（図３６を参照）
　また、発明１２は、少なくとも一方が光透過性を有する第１および第２の基板と、前記
第１の基板側に形成された画素電極と、前記第１の基板および第２の基板のうち少なくと
も一方に形成された樹脂からなる凸部または凹部と、前記凸部または凹部上に形成された
カラーフィルタと、前記カラーフィルタ側に形成された対向電極と、前記第１の基板と第
２の基板間に挟持された垂直配向モードの液晶とを具備することを特徴とする表示パネル
である。（図３８を参照）
　また、発明１３は、に記載の本発明は、ストライプ状画素電極と、ストライプ状対向電
極と、前記ストライプ状画素電極近傍およびストライプ状対向電極近傍のうち少なくとも
一方の近傍を遮光する樹脂からなる遮光膜とを具備することを特徴とする表示パネルであ
る。（図４１を参照）
　また、発明１４は、マトリックス状の画素電極が配置された第１の基板と、マトリック
ス状にカラーフィルタが形成された第２の基板と、前記第１の基板と第２の基板間に挟持
された光散乱状態の変化として光学像を形成する光変調層と、前記第１の基板および第２
の基板のうち少なくとも一方に配置された光吸収シートとを具備することを特徴とする表
示パネルである。（図４８を参照）
　また、発明１５は、表示パネルと、前記表示パネルの光入射面に配置された光透過性を
有し、かつ、微小な傾斜の繰り返し形状を有する傾斜手段とを具備することを特徴とする
表示装置である。（図４９を参照）
　また、発明１６は、周期的に微小な傾斜を有する反射膜と、前記反射膜上に形成された
平坦化膜と、前記平坦膜上に形成された光透過性を有する画素電極とを具備することを特
徴とする表示パネルである。（図６７を参照）
　また、発明１７は、基板上に絶縁膜を形成する第１の工程と、前記絶縁膜上にレジスト
を配置する第２の工程と、前記レジストを開口部の間隔が異なり、かつ間隔が周期的に繰
り返すように現像する第３の工程と、前記レジストを介して前記絶縁膜をエッチングする
ことにより、微小な傾斜を形成する第４の工程と、前記絶縁膜上に反射膜を形成する第５
の工程とを行うことを特徴とする表示パネルの製造方法である。（図６４を参照）
　また、発明１８は、マトリックス状に配置された誘電体多層膜からなるカラーフィルタ
を有する第１の基板と、前記カラーフィルタ上に形成された画素電極と、樹脂からなるカ
ラーフィルタが形成された第２の基板と、前記第１の基板と第２の基板間に挟持された液
晶層とを具備することを特徴とする表示パネルである。（図７１を参照）
　また、発明１９は、反射電極がマトリックス状に配置された第１の基板と、前記反射電
極に対応するようにマトリックスに配置されたマイクロレンズと、前記マイクロレンズに
入射した光が前記反射電極で反射し、結像する位置に形成された遮光膜とを具備すること
を特徴とする表示パネルである。（図７４を参照）
　また、発明２０は、反射電極がマトリックス状に配置された第１の基板と、前記反射電
極上に形成された透明材料からなる回折格子とを具備することを特徴とする表示パネルで
ある。（図８０を参照）
　また、発明２１は、反射電極がマトリックス状に配置された第１の基板と、前記反射電
極間に略焦点位置を有するマイクロレンズと、前記反射電極間に対面する位置に反射膜が
形成された第２の基板と、前記第１の基板と第２の基板間に挟持された光変調層とを具備
することを特徴とする表示パネルである。（図８３を参照）
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　また、発明２２は、マトリックス状に光透過性を有する画素が形成された第１の基板と
、前記画素と重なるように形成された反射電極とを具備することを特徴とする表示パネル
である。（図９４を参照）
　また、発明２３は、第１の薄膜トランジスタと、第２の薄膜トランジスタと、第１の画
素電極と、第２の画素電極とを具備し、前記第１の薄膜トランジスタのドレイン端子は前
記第２の薄膜トランジスタのソース端子に接続され、前記第１の薄膜トランジスタのソー
ス端子はソース信号線に接続され、前記第１の薄膜トランジスタのドレイン端子は前記第
１の画素電極に接続され、前記第２の薄膜トランジスタのドレイン端子は前記第２の画素
電極に接続されていることを特徴とする表示パネルである。（図９７を参照）
　また、発明２４は、ポリシリコン技術で形成された第１の薄膜トランジスタおよび第２
の薄膜トランジスタと、第１の画素電極と、第２の画素電極とを具備し、前記第１の薄膜
トランジスタは前記第２の薄膜トランジスタよりも大きく、前記第１の薄膜トランジスタ
のドレイン端子は前記第１の画素電極に接続され、前記第２の薄膜トランジスタのドレイ
ン端子は前記第２の画素電極に接続されていることを特徴とする表示パネルである。（図
９８を参照）
　また、発明２５は、光透過性を有する画素電極がマトリックス状に配置された第１の基
板と、光透過性を有する対向電極が形成された第２の基板と、前記画素電極に形成された
第１の反射膜と、前記対向電極に形成された第２の反射膜と、前記第１の基板と第２の基
板間に挟持された光変調層とを具備し、少なくとも前記第１の反射膜に対向する位置には
前記第２の反射膜が形成されておらず、少なくとも前記第２の反射膜に対向する位置には
前記第１の反射膜が形成されていないことを特徴とする表示パネルである。（図１０１を
参照）
　また、発明２６は、光透過性を有する画素電極がマトリックス状に配置された第１の基
板と、光透過性を有する対向電極が形成された第２の基板と、前記画素電極に形成された
第１の反射膜と、前記対向電極に形成された第２の反射膜と、前記第１の基板と第２の基
板間に挟持された光変調層と、前記第１の反射膜に入射光を入射させる第１のマイクロレ
ンズと、前記第２の反射膜に入射光を入射させる第２のマイクロレンズとを具備し、少な
くとも前記第１の反射膜に対向する位置には前記第２の反射膜が形成されておらず、少な
くとも前記第２の反射膜に対向する位置には前記第１の反射膜が形成されていないことを
特徴とする表示パネルである。（図１０３（ｂ）を参照）
　また、発明２７は、一画素行とばしに表示パネルに画像を書き込む第１の書き込みステ
ップと、２画素行ごとに表示パネルに画像を書き込む第２の書き込みステップと、前記第
１の書き込みステップと第２の書き込みステップとを切り替える切り替えステップとを具
備することを特徴とする画像の表示方法である。（図１０６および図１０７を参照）
　また、発明２８は、第１のソースドライブ回路と、第２のソースドライブ回路と、複数
のソース信号線とを具備し、前記ソース信号線は３本ごとに前記第１のソースドライブ回
路と前記第２のソースドライブ回路とに交互に接続されていることを特徴とする表示パネ
ルである。（図１１８を参照）
　また、発明２９は、表示パネルと、前記表示パネルを照明するバックライトと、前記バ
ックライトを取り付ける取り付け台と、前記前記バックライトと前記表示パネル間を接着
するゲルとを具備することを特徴とする表示装置である。（図１２０を参照）
　また、発明３０は、表示パネルと、前記表示パネルの前面に配置された透明板と、前記
透明板の表面に形成されたＵＶコート膜と、前記透明板の裏面に形成または配置された位
相差フィルムとを具備することを特徴とする表示装置である。（図１２１を参照）
　また、発明３１は、表示パネルと、バックライトと、前記表示パネルとバックライト間
に配置された光制御手段とを具備し、前記光制御手段は、機械的に光進行方向を変更でき
ることを特徴とする表示装置である。
【００１１】
　また、発明３２は、表示領域と、前記表示領域の周辺部にポリシリコン技術で形成され
た第１および第２のソースドライプ回路とを具備し、
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　前記第１のソースドライプ回路と第１のドライプ回路間は信号処理回路が非連続である
ことを特徴とする表示パネルである。
【００１２】
　また、発明３３は、表示領域のスイッチング素子用の半導体膜を形成する第１の工程と
、前記スイッチング素子を駆動する半導体膜を形成する第２の工程を行うことを特徴とす
る表示パネルの製造方法である。（図１２８を参照）
　また、発明３４は、第１から第５の表示パネルと、光発光手段とを具備し、前記表示パ
ネルが立方体状に配置され、中央部に前記光発生手段が配置されていることを特徴とする
表示装置である。（図１３６を参照）
　また、発明３５は、表示パネルと、前記表示パネルの表面に形成または配置された透明
電極と、前記透明電極に電流を流し、前記表示パネルの前面を加熱する電流印加手段と、
前記透明電極の表面に配置されたエンボス加工されたシートまたは樹脂膜とを具備するこ
とを特徴とする表示装置である。（図１４３を参照）
　また、発明３６は、撮像手段と、表示パネルと、文字入力手段と、覆いとを具備するこ
とを特徴とするデジタルカメラである。（図１４５を参照）
　また、発明３７は、固体の光変調層と、前記光変調層の表面に形成された第１のストラ
イプ状電極と、透明シートに形成された第２のストライプ状電極と、前記第１のストライ
プ状電極と第２のストライプ状電極間を所定の距離離して保持する隔離手段とを具備する
ことを特徴とする表示装置である。（図１４７を参照）
　また、発明３８は、反射型の表示パネルと、前記表示パネルの光入射面に配置された凸
レンズと、前記凸レンズの側面に配置された光発生手段と、前記表示パネルに表示された
画像を拡大して観察者に見えるようにする拡大手段とを具備することを特徴とするビュー
ファインダである。（図１５２を参照）
　また、発明３９は、反射型の表示パネルと、前記表示パネルの光入射面に配置された凸
レンズと、前記凸レンズと前記表示パネルとを接着する光結合層と、前記凸レンズの前面
から前記表示パネルを照明する光発生手段と、　前記表示パネルに表示された画像を拡大
して観察者に見えるようにする拡大手段とを具備することを特徴とするビューファインダ
である。（図１５４を参照）
　また、発明４０は、電源ピンとデータを入力および出力のうち少なくとも一方をおこな
うデータ手段とが一体化していることを特徴とする表示装置である。（図１７１を参照）
　また、発明４１は、バックライトと、前記バックライトからの光を斜め方向に出射する
光制御プレートと、前記光制御プレートの光出射面に配置された表示パネルとを具備する
ことを特徴とする表示装置である。（図１７６および図１７７を参照）
　また、発明４２は、のこぎり状に形成された反射膜を有する表示パネルと、前記表示パ
ネルの裏面に配置されたバックライトとを具備することを特徴とする表示装置である。（
図６１、図６６および図６８を参照）
　また、発明４３は、隣接したのこぎり状に形成された反射膜間からバックライトからの
光が出射されることを特徴とする発明４２記載の表示装置である。（図６１および図６６
を参照）
　また、発明４４は、映像を表示する表示パネルと、
　前記表示パネルの背後に配置され、前記表示パネル上に表示される映像の変化に対応し
て前記表示パネルに光を投射する投光手段とを備えたことを特徴とする表示装置である。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。
（実施の形態１）
本発明の表示装置は、液晶表示パネルの動画ボケを解決するため、液晶表示パネルの各画
素に印加する駆動回路と、バックライトを駆動する駆動回路とを同期をとって画像表示を
行う。バックライトユニットにはたとえば１０本の蛍光管を並列にならべて配置する。こ
の蛍光管は３～４本を組みとして順次点灯させ、また、その点灯位置を移動させる。一方
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、液晶表示パネルの各画素行に印加する（画素電極の電圧を書きかえる）位置も走査する
。この走査と蛍光管の点灯とは同期をとる。また蛍光管は、画素に電圧を印加され書きか
えられた画素上の液晶層の液晶が十分変化した後に、その画素行に対応する蛍光管を点灯
するようにする。
【００１４】
　このように蛍光管の点灯タイミングと液晶表示パネルへ印加する電圧のタイミングとを
同期を取る。つまり、液晶の変化が十分変化した領域にのみバックライトから光を照射し
、画素を表示するのである。一方で、画素が表示されない時間が生じる。このためＣＲＴ
の表示状態と同様の表示状態が実現し動画ボケが改善されるのである。
【００１５】
第１図は本発明の表示装置の断面図を示したものである。導光板１５はアクリル樹脂，ポ
リカーボネート樹脂あるいはガラス基板もしくはプリズムシート等から構成される。この
導光板１５にはスリット状に穴１３が複数形成されてあり、これらの穴１３にはそれぞれ
蛍光管１４が挿入されている。蛍光管の太さは２～３（ｍｍ）のものを採用し、導光板１
５は蛍光管の直径（太さ）よりも２～３（ｍｍ）厚いものを用いる。
【００１６】
蛍光管の本数は表示パネル１１の大きさに左右されるが、一般的に表示領域を少なくとも
３等分、好ましくは８等分以上に分割して表示する必要性があるから３本以上好ましくは
８本以上の蛍光管を用いる。また、蛍光管の本数をｎ（本）とし、表示パネルの有効表示
領域の縦幅をＨ（ｃｍ）とすると次式を満足するようにする。
【００１７】
【数１】
５（ｃｍ）≦Ｈ／ｎ≦２０（ｃｍ）
さらに好ましくは
【００１８】
【数２】
８（ｃｍ）≦Ｈ／ｎ≦１５（ｃｍ）
の関係を満足するようにする。
【００１９】
Ｈ／ｎが小さすぎると蛍光管本数が多くなり高コストになる。一方、Ｈ／ｎが大きすぎる
と表示領域が暗くなり、また動画ボケが改善されにくくなる。
【００２０】
導光板１５の背面には反射シート１６を配置する。反射シートはフィルム状のもの、ある
いは板状のものを用いる。これらはシート等の上にアルミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、
チタン（Ｔｉ）、金（Ａｕ）などの金属薄膜を蒸着したものであり、また金属薄膜の酸化
を防止するため、金属薄膜の表面にＳｉＯ２などの無機材料からなる蒸着膜が形成されて
いる。また、光沢性のある塗料を用いてもよい。その他、誘電体多層膜からなる誘電体ミ
ラーを用いてもよい。
【００２１】
ただし、この反射シート１６は光を反射するものに限定するものではなく、表面を光拡散
する性質のものを用いてもよい。たとえばオパールガラス等の微粉末を塗布したもの、酸
化Ｔｉ（チタン）の微粉末を塗布したシートあるいは、板が例示される。
【００２２】
表示パネル１１はＯＣＢモード（Optically Compensated Bend Mode）の液晶表示パネル
を用いている。他のＴＮモード等の液晶表示パネルも用いることができるが説明を容易に
するため高速応答のＯＣＢモードまたは、メルク社の高速ＴＮ液晶を用いている。ただし
、その他、反強誘電液晶を用いてもよい。
【００２３】
なお、表示パネル１１へは対向基板３５１側をバックライト１２側に向けて配置しても、
あるいはアレイ基板３５２側をバックライト１２側に向けて配置してもよい。
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【００２４】
　（図１）において、蛍光管１４は図中矢印の方向に順次走査をして点灯させる。さらに
この点灯状態の説明を（図４）に示す。（図４）では蛍光管の点灯状態を白色で、また非
点灯状態を斜線で示している。図中Ｓ矢印で示す位置は液晶表示パネルにおいて画素行の
電圧を書きかえている位置を示している。なお、（図４）において紙面上を表示パネルの
画面上部と、紙面下を表示パネルの画面下部として、表示パネルの走査は上から下方向と
する。もちろん、実際には上下方向と下上方向とを交互に繰り返してもよい。
【００２５】
　（図４）においては説明を容易にするため、蛍光管１４の本数を８本とし、内４本を点
灯状態、残りの４本を非点灯状態であるとして説明するが、これに限定するものではなく
、２本が点灯状態で、６本が消灯状態でもよく、逆に６本が点灯状態で２本が消灯状態で
もよい。また蛍光管の本数は８本以上でもよい。この点灯の本数は表示領域の明るさと動
画ボケの改善度合いを考慮して決定すればよい。
【００２６】
　点灯状態の蛍光管の本数をｎ１、蛍光管の本数をｎ０としたとき、実験および評価の結
果、以下の条件を満足させることが好ましい。
【００２７】
【数３】
（１／４）ｎ０≦ｎ１≦（３／４）ｎ０
さらには、以下の条件を満足させることが好ましい。
【００２８】
【数４】
（１／３）ｎ０≦ｎ１≦（２／３）ｎ０
なお、本発明の実施例では発光管１４を蛍光管としたがこれに限定するものではなく、Ｅ
Ｌ表示管あるいは、線状の白色ＬＥＤあるいはエッジに配置した白色電球、白色ＬＥＤを
線状の導光板（ファイバー）等で線状に発光領域を有するように構成したものでもよい。
つまり、線状に発光領域を有するものであればいずれのものでもよい。
【００２９】
また、Ｓ矢印位置と蛍光管の点灯位置とは同期をとって駆動を行うが、駆動周期は一般的
な表示状態よりも速くすることが好ましい。速くするとは、たとえば一般的に表示パネル
は６０（Ｈｚ）周期で画素の電圧が書き換えられるが、これを６０（Ｈｚ）以上（たとえ
ば、１００Ｈｚ）にすることをいう。
【００３０】
その理由はフリッカが発生するためである。これはバックライトの点灯状態と液晶の画素
の書き換えタイミングにより、微小な偏差が生じるためである。実験および評価の結果、
フリッカの発生をなくすためには通常の周期（たとえば、６０（Ｈｚ））を１Ｆとした場
合、走査周期Ｆｓは以下の条件を満足させるようにすることが好ましい。
【００３１】
【数５】
１．２Ｆ≦Ｆｓ≦３Ｆ
さらには、以下の条件を満足させることが好ましい。
【００３２】
【数６】
１．５Ｆ≦Ｆｓ≦２Ｆ
一般的には駆動回路の簡単さ、構成の容易さから、
【００３３】
【数７】
Ｆｓ＝２Ｆ
とすることが好ましい。もちろん、Ｆｓ≧２Ｆとすることが好ましいのであるが、駆動周
波数が高くなると回路部品が高くなってしまう。また、１．５Ｆなどの駆動周期は、一時
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的に映像信号データをデジタル化してメモリに記憶する必要がでるため同様にコストが高
くなる。
【００３４】
（図４（ａ））で示すようにＳ矢印の位置（画面の中央部）の画素行に電圧を印加してい
る。Ｓ矢印の位置より画面上部の蛍光管１４（１４ａ，１４ｂ，１４ｃ，１４ｄ）は非点
灯状態である。Ｓ矢印の位置より画面下部の蛍光管１４（１４ｅ，１４ｆ，１４ｇ，１４
ｈ）は点灯状態である。このことから（図４）では任意の画素行には電圧を印加してから
Ｆｓ／２の時間経過後、バックライトの蛍光管が点灯して画像が表示されることになる。
【００３５】
各画素に印加された電圧により、液晶層の液晶は電気光学（Ｖ－Ｔ）特性に対応するよう
に透過率を変化させる。この変化はＦｓ／２時間内に終了する。終了後、バックライトの
蛍光管が点灯し観察者に画像として見えるようになる。したがって、液晶が変化している
間は画像が表示されず、かつ、この期間は黒表示であるため動画ボケは解消される。
【００３６】
この状態をさらに理解を容易にするため、（図２）に説明図を記載する。（図２）におい
て実線が任意の画素液晶の透過率の変化を示している。この場合は任意の画素とは表示領
域の上部と考えればよい。理想的には点線のように矩形に変化することが好ましい。しか
し、液晶には一定の立ちあがり時間および、立ち下がり時間が必要であるには実線のよう
な透過率曲線となる。
【００３７】
　透過率曲線において斜線で示した位置（時間）が、バックライトで点灯していることを
示している。つまり、液晶の変化が終了した時点で、この画素を照明する位置の蛍光管が
点灯する。したがって、斜線部の面積が実効値として観察者に認識される。認識はＣＲＴ
の表示状態と同様に飛び飛びとなる。
【００３８】
なお、このように高速に点滅する蛍光管（灯）はヒューネット（株）、（株）ブライト研
究所，市光工業（株）等が開発している。また、蛍光管の発光色は白色光に限定するもの
ではなく、赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）等でもよい。これらの発光色の蛍光管をフィー
ルドシーケンシャルに駆動することによりカラー表示を行うことができるからである。発
光素子がＬＥＤの場合も同様である。
【００３９】
（図４（ａ））→（図４（ｂ））→（図４（ｃ））→（図４（ｄ））→（図４（ａ））に
示すように点灯する蛍光管の位置は走査され、かつ、表示パネル１１を書きかえると画素
行位置も走査される。つまり画素に電圧が印加されてから（１／２）Ｆｓ後に表示される
。もちろんのことながら、点灯する蛍光管の本数により電圧が印加されてから（１／３）
Ｆｓ後に変更した（２／３）Ｆｓ後に変更したりすることができる。
【００４０】
一般的に表示パネルを見る環境（室内）が明るいと表示領域を明るくする必要がある。そ
の際は蛍光管の点灯本数を増加させる。表示領域が明るく、かつ室内が明るい場合、動画
ボケは見えにくい。一方、環境（室内）が暗いと表示領域の輝度を低下させないと観察者
の眼がつかれる。その際は蛍光管の点灯本数を減少させる。表示領域が暗くかつ室内が暗
い場合、動画ボケが見えやすい。点灯本数を減少させることにより表示領域が黒表示され
る期間が長くなるため、動画ボケが改善される。
【００４１】
このように蛍光管の点灯本数を変更するには、リモートコントローラあるいは、切り換え
スイッチ等を用いて手動で行う他に、（図７）に示すようにホトセンサ７１で環境の明る
さを自動検出して自動で行ってもよい。ホトセンサとしてはＰＩＮホトダイオード、ホト
トランジスタ、ＣｄＳが例示される。
【００４２】
ＰＩＮホトダイオードあるいは、ホトトランジスタ等のホトセンサ７１の出力は、オペア
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ンプ７３で増幅される。この際、外光の変化に対して一定の遅延時間を持たせるため、コ
ンデンサＣ，抵抗Ｒからなる回路で一定の時定数をもたせる。オペアンプ７３の出力は、
その出力の大きさに応じて発振回路７４で図中丸囲み数字１に示すように、ほとんどで、
電圧Ｅが出力されていない状態から相当の期間電圧Ｅが出力されている状態の出力に変化
する。さらに発振回路７４の出力は増幅器７５により増幅され蛍光管１４のアノード７６
に印加される。一方、蛍光管１４のフィラメント（カソード）７７にも電圧Ｅｎが印加さ
れており、紫外線光を発生し、蛍光管１４は印加電圧Ｅの実効値に応じて発光する。なお
、（図７）は蛍光管は熱陰極方式の場合であるが、冷陰極方式の蛍光管を用いてもよいこ
とは言うまでもない。
【００４３】
外光の明るさにより表示領域の輝度を決定するには、（図７）のように単純に外光の明る
さだけで決定してもよいが、（図６）に示すように画像の状態（全体的あるいは部分的に
明るい映像か、暗い映像か等）に応じて、表示領域の輝度を決定することが好ましい。も
しくは外光と画像の状態の両方を考慮して決定する。
【００４４】
（図６）において、６１は輝度信号（Ｙ信号）によりマッピングされる仮想的な表示領域
とする。表示領域６１は多数個の表示画素の組にマトリックス状に分離され、各表示画素
の組内で演算を行う。その結果をメモリ６２に蓄積する。この蓄積結果から輝度分布、所
定レベル以上の明るさをもつ画素の個数（明領域個数）あるいは所定レベル以下の明るさ
の画素の個数等を求め、各求められた結果は乗算器６４で重みづけされる。この演算結果
は演算処理回路６３に送られる。
【００４５】
また、表示領域６１のデータから画面の全体平均輝度、最大輝度（明るさ）、最小輝度（
最も暗い画素）等が算出され、結果は先と同様に乗算器６４で重みづけ処理されて、演算
処理回路６３に送られる。
【００４６】
演算処理回路６３はこれらの結果を総合的に判断して表示パネル１１への転送データを求
める。演算処理回路６３は時系列的にデータを処理していくとともに、所定の時間内の表
示領域のデータから判断して表示パネル１１への出力を決定する。たとえば、明るい画素
が続き、その間にわずかな期間だけ暗い画面が表示される場合は、表示パネル１１への出
力データは従前の状態から変化させない（画面の明暗を変化させない）。一方で徐々に暗
い画面に変化している場合は、表示パネル１１の輝度レベルを徐々に変化させる。また、
星空のように暗い画面（たとえば夜空）に少しの輝点（たとえば星）がある場合は、画面
全体を暗くするが、画面の１／４以上に領域に白い帯状の画像が表示される場合は画面を
明るくする。このような制御は経験的にあるいは画像評価により求めて作製した判断ＲＯ
Ｍデータを参照して行う。
【００４７】
また、判断ＲＯＭデータを用いて（図６）に示すような抽出各データへの重みづけ係数を
求める。このようにバックライトの輝度制御を行うことにより、奥ゆき感のある映像を表
示することができる。
【００４８】
また、有機ＥＬ，表示パネルＦＥＤなどの自己発光型の場合にも、（図６）（図７）の駆
動方式を適用することができる。この場合はまた、ガンマカーブを変化させればよい。動
画ボケ対策はＣＲＴ以外のディスプレイ、たとえば、ＰＤＰ，ＤＭＤ（ＤＬＰ），ＥＬな
どドットマトリックス型の表示パネルに共通に発生するため、以下の事項、方法、装置は
ドットマトリックス型の表示パネルに共通して適用される。
【００４９】
以上のように動画ボケを改善する１つの方法として、画像が見える時間（以後、画像開口
時間と呼ぶ）を短くすることである。たとえば、表示パネル等を見える周期を“画像表示
－黒表示－画像表示－黒表示……”とすればよい。画像表示をおこなっている時間をＴ１
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（ｓｅｃ）とし、黒表示の時間をＴ２（ｓｅｃ）とした時以下の条件を満足させることが
好ましい。
【００５０】
【数８】
０．３　≦　（Ｔ１／（Ｔ１＋Ｔ２））≦　０．８
さらに好ましくは、以下の条件を満足させる。
【００５１】
【数９】
０．４　≦　（Ｔ１／（Ｔ１＋Ｔ２））≦　０．６
（Ｔ１／（Ｔ１＋Ｔ２））の値が小さくなると、画像が暗くなりすぎる。一方、大きくな
ると、動画ボケは改善されない。
【００５２】
（図５）は、赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）発光の蛍光管をフィールドシーケンシャルに
点灯させることにより、カラー表示を行う場合の説明図である。表示パネル１１はモノク
ロ表示パネルを用いる。（図５（ａ））は従来のフィールドシーケンシャルの場合である
。バックライトは常時点灯状態である。（図５（ｂ））は本発明の点滅型のバックライト
を使用した実施例である。斜線部が点灯状態である。１フィールド期間内にＲ，Ｇ，Ｂの
３つの表示が行われ、それぞれ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の一部の期間の間にバックライトが点灯す
る。もちろん、蛍光管の点灯位置は走査する。
【００５３】
なお（図１）において、導光板１５の穴１３に蛍光管１４を挿入するとしたが、これに限
定するものではなく、（図３）に示すように導光板１５と蛍光管１４とを一体として形成
してもよく、また、板状の蛍光管を形成し、板状の各部が線状に発光するように構成して
もよい。その他（図１）の穴１３に蛍光管１４を挿入し、穴を樹脂もしくはゲル等の光結
合剤１２２で充填してもよい。充填を行うことにより光利用効率の向上を行うことができ
る。
【００５４】
また、（図３）に示すように導光板１５の光出射面にプリズムシート３２および、前記プ
リズムシート３２の出射面にプリズムのレンチをめだちにくくする拡散シート３１を配置
してもよい。プリズムシートは住友３Ｍ社が販売しており、また拡散シートは（株）キモ
トが販売しているライトアップシリーズを用いればよい。
（実施の形態２）
以上はバックライトの点灯状態を改良することにより動画ボケを改善する方法であった。
この方法に加えて液晶の応答性を改善する駆動方法を採用することが好ましい。以下、そ
の駆動方法について（図８）および（図９）を用いて説明をする。
【００５５】
（図８）は従来の液晶表示パネルの駆動方法の説明図である。（図８）において、Ｆｘ（
ただし、ｘは整数）はフィールド番号、Ｄｘ（ただし、ｘは整数）はソース信号線に印加
する電圧に相当するデータ（以後、電圧データと呼ぶ），Ｖｘ（ただし、ｘは整数）は前
記電圧データにより作られ、ソースドライブ回路からソース信号線に出力される電圧、Ｔ
ｘ（ただし、ｘは整数）は画素２０１に前記電圧が印加されることにより液晶の透過率が
変化し、前記電圧に対応する状態になったときの光の透過量である。
【００５６】
本明細書では説明を容易にするために添え字ｘが大きいなどフィールドＦｘは光のフィー
ルドであること、電圧データＤｘは値が大きいこと、印加電圧Ｖｘは電圧が高いこと、透
過量Ｔｘは透過量が大きいことつまり液晶の透過率が高いことを示すものとする。ただし
液晶への印加電圧と透過量との関係は非線形特性を示すため透過量Ｔｘの添え字の大きさ
と実際の透過量とは比例しない。
【００５７】
なお、（図８（ａ））では印加電圧Ｖｘは、理解を容易にするために絶対とであらわした
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が、液晶は交流駆動する必要があるため、（図８（ｂ））で示すように１フィールドごと
に対向電圧を中心に正および負極性の電圧を印加している。以上のことは以下の図面に対
しても同様である。
【００５８】
以下、１つの画素に注目して説明する。ソースドライブ回路は入力されるアナログ信号を
サンプルホールドして電圧データＤｘを作成する。また前記ＩＣは前記電圧データＤｘを
一走査線線分保存し、ゲートドライブ回路と同期をとりソース信号線に印加する電圧Ｖｘ
を出力する。今、フィールドで注目している画素（以後、単に画素と呼ぶ）への電圧デー
タＤ１からＤ５に変化したとする。するとソースドライブＩＣは電圧Ｖ５をソース信号線
に出力し、前記電圧はゲートドライブＩＣと同期がとられ画素に入力される。
【００５９】
しかしながら、フィールドＦ４では、前記電圧Ｖ５が印加されても前記電圧Ｖ５に相当す
る所望値の透過量Ｔ５にならず、通常２～３フィールド以上遅れて所望値のＴ５になる。
これは液晶の立ちあがり速度つまり電圧を印加してから所望値の透過量になるまでの応答
時間が遅いためである。
【００６０】
（図９）は液晶の応答時間を改善する駆動方法の説明図である。（図９）では（図８）と
同様に補正前の電圧データがフレーム番号Ｆ４でＤ１からＤ５に変化している場合を示し
ている。
【００６１】
（図９）ではフィールド番号Ｆ３のフィールドメモリの電圧データとフィールド番号Ｆ４
のフィールドメモリの電圧データを順次比較し、たとえば、（図８）で示すように立ちあ
がり時間が遅いと、演算器が判定した場合はデータ補正器に信号を送る。データ補正器は
前記信号にもとづきフィールド番号Ｆ４のフィールドメモリの前記画素の電圧データを補
正する。この場合、フィールド番号Ｆ４の電圧データは前記電圧データＤ５よりも大きい
データ、つまりＤ７補正される。なお前記補正データはあらかじめ実験などにより定めら
れている。
【００６２】
以上の処理によって、電圧データは（図９）の補正電圧データ欄のようになる。前記デー
タは順次Ｄ／Ａ変換され、ソースドライブ回路に送られ、前記回路により（図９）の印加
電圧が画素に印加される。フィールド番号Ｆ４で電圧Ｖ７が印加され、液晶は急激に立ち
あがり、１フィールド時間内で定常透過量Ｔ５になる。以上のように電圧データを補正す
ることにより、液晶の立ちあがり時間つまり応答速度は改善され、画像の尾ひきのない映
像が得られる。
（実施の形態３）
（図１）は３本以上の蛍光管を用いる方法であったが、（図１０）に示すように２本の蛍
光管１４を用いても動画ボケを改善する表示装置を構成できる。（図１０）は断面図であ
る。
【００６３】
（図１０）は導光板１５に特徴がある。導光板１５は、中央部Ａを中心としてくさび型あ
るいは、円弧状あるいはプリズム形をした二つの導光板１５ａおよび１５ｂがつなぎあわ
さった形状をしている。導光板１５ａの部分の一端には蛍光管１４ａが配置され、蛍光管
１４ａは主として導光板１５ａの部分を照明する。一方、導光板１５ｂの部分の一端には
蛍光管１４ｂが配置され、蛍光管１４ｂは主として導光板１５ｂの部分を照明する。なお
、図中にて２つの導光板１５ａと１５ｂとが重なる部分Ｋは、滑らかに円弧状あるいは平
面状に形成され、導光板１５ａと１５ｂとの継ぎ目が目だたないように構成されている。
【００６４】
蛍光管１４ａおよび１４ｂの周囲はそれぞれ反射シート１０１ａおよび１０１ｂで取りか
こまれ、蛍光管１４ａおよび１４ｂのから放射された光が効率よく導光板１５に入力され
るように構成されている。反射シート１０１ａおよび１０１ｂとして商品名シルバーラッ
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クスなどがある。
【００６５】
導光板１５の表面にはプリズムシート３２を配置するか、もしくは、直接導光板１５をプ
レス加工を行うことにより、プリズム形状を形成する。この方がコストが安くなる。
【００６６】
（図１１）はバックライトの駆動方法の説明図である。図中Ｓ字にて指示する矢印は、（
図４）の場合と同様に、映像信号を画素行に書き込んでいる位置を示している。（図１１
（ａ））は蛍光管１４ｂが点灯状態であり、（図１１（ｂ））は蛍光管１４ａが点灯状態
である。蛍光管１４ａと１４ｂとは交互に、つまり、駆動周期Ｆｓの１／２の期間点灯す
る。
【００６７】
（図１１（ａ））に示すように蛍光管１４ｂが点灯している。つまり導光板１５ｂが照明
されている。その時には導光板１５ａ上の表示パネル１１の表示領域に画像が書き込まれ
ている。
【００６８】
（図１１（ｂ））では蛍光管１４ａが点灯している。つまり、導光板１５ａが照明されて
いる。その時には導光板１５ｂ上の表示パネル１１の表示領域６１上に画像が書き込まれ
ている。この状態をさらに詳しくすれば（図１２）のようになる。（図１２（ａ））には
（図１１（ａ））が対応し、（図１２（ｂ））には（図１１（ｂ））が対応する。照明領
域は導光板１５ａまたは１５ｂの領域よりも広くなる。そのため導光板の境目が目だたな
くなる。
【００６９】
以上のように蛍光管１４ａと１４ｂを交互に点灯させる構成にすることにより、蛍光管を
駆動するインバータ回路が小型化になり、かつ、低コスト化を実現できる。
【００７０】
以上は、蛍光管１４を用いる方式であったが、蛍光管１４等の発光部は（図１３）に示す
ように白色ＬＥＤ（light emitting diode）１２１を用いても構成することができる。白
色ＬＥＤは日亜化学（株）がＧａＮ系青色ＬＥＤのチップ表面にＹＡＧ（イットリウム・
アルミニウム・ガーネット）系の蛍光体を塗布したものを販売している。その他、住友電
気工学（株）が、ＺｎＳｅ材料を使って製造した青色ＬＥＤの素子内に黄色に発光する層
を設けた白色ＬＥＤを開発している。なお、発光素子として白色ＬＥＤに限定するもので
はなく、たとえばフィールドシーケンシャルに画像を表示する場合は、Ｒ，Ｇ，Ｂ発光の
ＬＥＤを１つまたは複数のＬＥＤを用いればよい。
【００７１】
（図１３）は白色ＬＥＤ等を発光素子１４として用いた表示装置の断面図である。また、
（図１４）はバックライト１２の表面図である。導光板１５ａのエッジ部にＬＥＤアレイ
１４１ａ，１４１ｂを光結合層１２２で取り付けたものである。光結合層１２２としては
、サルチル酸メチル，エチレングリコール、アルコール，水等の液体，フェノール樹脂，
アクリル樹脂，エポキシ樹脂，シリコン樹脂，低融点ガラス等の固体が例示される。光結
合層１２２はＬＥＤ１２１等が発生する光をよりよく導光板１５ａに導入するためのもの
である。光結合層１２２の透明材料は、屈折率が１．３８以上１．５５以下のものであれ
ば、ほとんどのものを用いることができる。
【００７２】
白色ＬＥＤ１２１には色むらが発生しやすい。その対策として光結合層１２２に光拡散剤
を添加することは、色むら発生の抑制に効率がある。拡散剤によってＬＥＤから発生する
光が散乱するからである。拡散剤の添加とはＴｉあるいは、酸化Ｔｉの微粉末を添加する
こと、あるいは、光結合層１２２の屈折率を異なる物質（あるいは液体）を混入させるこ
とにより白濁させることを言う。
【００７３】
（図１４）に示すようにＬＥＤ１２２はアレイ状に形成される。またＬＥＤアレイ１４１
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の裏面等には、金属板からなる放熱板（図示せず）が取りつけられている。ＬＥＤは比較
的発熱量が大きいためである。
【００７４】
導光板１５ａは（図１５）に示すように、多数のファイバー１５１が密集されて板状に形
成されたものである。ファイバー１５１はガラスファイバーあるいは樹脂ファイバーが用
いられる。ファイバー１５１は接着剤１５２でかためて板状にすることが好ましい。
【００７５】
このように、ファイバー１５１で形成された導光板１５ａを用いることにより、ＬＥＤ１
２１から発生した光はファイバー１５１に伝達されて線状の発光光源となる。なお、（図
１４）ではＬＥＤアレイ１４１ａと１４１ｂの２つを用いると図示したが、これに限定す
るものではなく、１つでも、また３つ以上でもよい。
【００７６】
ＬＥＤアレイ１４１のＬＥＤ１２１は（図４）に示す実施の形態と同様に、一部のＬＥＤ
が点灯するとともに点灯位置は走査される。そのため、（図１）の表示装置と同一の表示
状態（駆動状態）を実現できる。したがって（図１）のように棒状の蛍光管を用いずとも
ドット状のＬＥＤを用いても動画ボケを改善できる。
【００７７】
ドット状のＬＥＤ１２１を用いる場合、ＬＥＤ１２１の近傍は発光輝度が高く、この発光
輝度のムラが表示パネル１１を介して見えることがある。つまり、照明光のムラが発生す
るのである。この対策を（図１６）に示す。導光板１５の表面あるいは表示パネル１１と
導光板１５間に配置したシート上に、光拡散部１６１を形成または配置する。光拡散部と
は本来の光を拡散して表示パネル１１に到達する光を減少させる機能を有するものの他、
金属膜などで直接光を遮光して表示パネル１１に到達する光を減少させるものが含まれる
。
【００７８】
光拡散部１６１は、（図１６）に示すようにＬＥＤ１２１の近傍にあるものは円弧状に大
きく形成し、ＬＥＤ１２１から離れた位置にあるものは小さく形成する。また、光拡散部
はスモークガラスのように全体にわたり光透過、あるいは光直進率を低下させる構成でも
よいが、（図１７）のように光拡散ドット１７１を形成する構成の方が好ましい。光拡散
ドット１７１は、その大きさをＬＥＤ１２１に近いところは大きく、遠いところは小さく
なるように形成する。このように光拡散部１６１を形成することにより、バックライト１
２の照明光は全領域にわたり均一となる。
【００７９】
なお、（図１６）の構成は発光素子１４としてＬＥＤ１２１を用いる場合を例にあげて説
明したが、これに限定するものではなく、（図１１），（図１）のように蛍光管等の他の
発光素子１４を用いる場合にも適用できることは言うまでもない。つまり、発光素子１４
の近傍に光拡散部を形成または配置するという技術的思想は他の構成でも適用できる。た
とえば、蛍光管であり、オプトニクス（株）が製造しているルナシリーズ等の蛍光球であ
る。その他、東北電子（株）も同様の蛍光球を販売している。
【００８０】
（図１８）はＬＥＤ１２１のかわりに、バックライト１２の側面に棒状の蛍光管あるいは
、ＥＬ素子を用いる場合である。（図１８（ａ））は表示領域６１ａを照明する蛍光管１
４ａをバックライト１２の左上端に配置し、表示領域６１ｂを照明する蛍光管１４ｂをバ
ックライト１２の右下端に配置した例である。蛍光管１４ａと１４ｂとは交互に点灯する
。なお、交互とは完全に蛍光管１４ａが点灯している期間は蛍光管１４ｂが消灯している
ことを意味するものではなく、蛍光管１４ａと１４ｂの両方が点灯している期間あるいは
、蛍光管１４ａと１４ｂの両方が消灯している期間があってもよい。
【００８１】
（図１８（ｂ））は４本の蛍光管を交互にバックライト１２のエッジ部に配置する構成で
ある。蛍光管１４ａは表示領域６１ａを照明し、蛍光管１４ｂは表示領域６１ｂを照明し
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、蛍光管１４ｃは表示領域６１ｃを、蛍光管１４ｂは表示領域６１ｄを照明する。蛍光管
１４は１４ａ→１４ｂ→１４ｃ→１４ｄ→１４ａ→と点灯させる。あるいは１４ａ，１４
ｂ→１４ｃ，１４ｄ→１４ｄ，１４ａ→１４ｂ，１４ｃ→と２本ずつの組で順次点灯させ
る。
【００８２】
　なお、蛍光管１４あるいはＬＥＤ１２１の点灯は順次走査することに限定するものでは
なく、（図１９）に示すように同時に複数（図１９では２つ）の領域を点灯し、この点灯
状態（図１９（ａ））と（図１９（ｂ））の状態を交互に切り換えてもよい。
（実施の形態４）従来の透過型の表示パネルの１画素はＲ，Ｇ，Ｂの３色のカラーフィル
タで形成されている。本発明の表示パネル、表示装置の１画素は（図２０）に示すように
Ｒ，Ｇ，ＢとＹ（イエロー）のカラーフィルタを有する。Ｙのカラーフィルタを用いるの
は表示画像の階調性を向上させるためである。たとえば、赤（Ｒ）いバラの花を人間が見
ると、日光があたっている部分の赤は黄色がかかって見え、影になっている部分は青みが
かかって見える。この状態を良好に再現しようとするとＲ，Ｇ，Ｂの３原色では良好に再
現することができない。微妙なＹ（イエロー）の表示ができないからである。（図２０）
の一画素はＲ，Ｇ，Ｂ，Ｙの４つの色のカラーフィルタを具備する。（図６）に示す映像
信号処理方法を用いてＹ表示をする箇所を求めてＹ表示を行う。
【００８３】
（図２０（ａ））は光の分光分布を長波長側からＲ→Ｙ→Ｇ→Ｇと順に配置した実施例で
あり、（図２０（ｂ））は正方格子で構成した例である。また（図２０（ｃ））は高輝度
表示に寄与するＧのフィルタの面積を大きくした例である。また、（図２０（ｄ））はＹ
のフィルタをＲ，Ｇ，Ｂのフィルタに比較して小さく構成した実施例である。その他（図
２１（ａ））に示すように同心円状に形成してもよく、また（図２１（ｂ））のように構
成してもよい。
【００８４】
（図２２）はＲ，Ｇ，Ｂ，Ｙの４色を有する表示パネルに画像を表示するための駆動回路
のブロック図である。
【００８５】
映像信号はＲＧＢ信号変換ブロック２２１に入力される。同時に水平同期信号（ＨＳ），
垂直同期信号（ＶＳ）が入力される。ＲＧＢ信号変換ブロック２２１はマトリック変換し
、赤（Ｒ），緑（Ｇ）および青（Ｂ）の８ｂｉｔデジタルデータを出力する。このＲ，Ｇ
，Ｂデータは次段のガンマ処理ブロック２２３に入力される。
【００８６】
本発明の表示パネルはＲ，Ｇ，Ｂの画素の他にＹ（イエロー）の画素（カラーフィルタ）
を有するため、Ｙデータ作成ブロック２２２でＹデータを作成する。ＹデータはＲデータ
８ｂｉｔとＧデータ８ｂｉｔから作成する。具体的にはＲ，Ｇデータを加えて平均もしく
はＲもしくは、Ｇデータを重みづけ平均し求める。求めたＹデータは８ｂｉｔデータとし
て次段のガンマ処理ブロック２２３に入力される。
【００８７】
ガンマ処理ブロック２２３に入力された、Ｒ，Ｇ，ＢおよびＹデータはＲＯＭテーブル（
図示せず）で液晶の電気－光学的特性に適し、かつ、リニアに階調特性が変化するように
データ変換される。出力データは９ｂｉｔデータとなる。
【００８８】
また、ガンマ処理ブロック２２３からデータはオフセット処理ブロック２２４に入力され
る。オフセット処理ブロックは液晶の立ちあがり電圧を加算する。通常立ちあがり電圧は
１．２（Ｖ）～１．８（Ｖ）である。
【００８９】
オフセット処理ブロック２２４を出力した９ｂｉｔデータは反転処理ブロック２２５に入
力される。入力データは反転処理ブロック２２５に入力され、１フレーム（１Ｆ）もしく
は、１水平走査期間（１Ｈ）毎に反映する映像データとなる。映像データは反転するとし
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てもＭＳＢを“０”に、反転しない場合はＭＳＢを“１”として処理され、１０ｂｉｔデ
ータとして出力される。
【００９０】
反転のタイミング信号はＶＤ，ＨＤパルスと、ユーザが行う駆動方式選択スイッチ（図示
せず）で行う。駆動方式としては、フィールドごとに画素に印加する映像信号の極性を反
転させる１Ｆ反転駆動，１水平走査期間ごとに映像信号の極性を反転させる。１Ｈ反転駆
動，水平の１ドットごとに映像信号の極性を反転させる１カラム（Ｃ）反転駆動，上下左
右の１ドットごとに画素に印加する映像信号の極性を反転させる１ドット（１Ｄ）反転駆
動がある。本発明では、フリッカおよび輝度傾斜の発生を防止するため１Ｄ反転駆動を採
用している。
【００９１】
反転処理ブロック２２５から出力された映像データはＤ／Ａ回路でＤ変換されてアナログ
データとなり、表示パネル１１に印加される。
【００９２】
ここで重要なのは観察者が自由にＮＢとＮＷモードとを切り換えられる点である。表示パ
ネル１１への光入射状態，表示パネル１１の観察方向により最適に表示画像が見えるよう
にＮＢとＮＷモードとを切り換える。当然のことながら、観察者の眼の位置、入射光の方
向をホトセンサ等で自動検出し、自動的にＮＷモードとＮＢモードとを切り換えてもよい
。このことは表示パネルが反射であろうと透過であろうとどちらでも適用できる。以上の
制御は制御ブロック２２６で行う。
【００９３】
ガンマ処理ブロック２２３についてさらに詳しく説明しておく。（図２３）はノーマリホ
ワイト（ＮＷ）モードでのガンマカーブを示している。実線が通常状態でのガンマカーブ
である自然な映像表示とするには、実際の自然色（本来の色）ではなく、記憶色あるいは
人間の眼の特性（プレキンエ現象，対比現象等）を考慮して色再現を行う必要がある。一
般的に明るい赤は朱色（黄みの赤）に表示することが好ましい。また黒は青紫ぎみに表示
することが好ましい。
【００９４】
これを実現するため、ガンマカーブを変化させる必要がある。（図６）の回路を用いて、
まず映像の特徴を抽出する。明るい赤の箇所が存在すると、この箇所の色を黄みにする必
要がある。そのためＹ（イエロー）色の画素を点灯させるために画像データ（図２２）の
回路で作成する。もしくは、Ｇ色のガンマカーブを（図２３）の点線のように変化させて
赤に緑を加える。もしくは、赤色のガンマカーブを（図２３）の一点鎖線のように変化さ
せる。暗い黒の箇所が存在すると、この箇所の色を青みにする必要がある。そのため、青
のガンマカーブを（図２３）の点線のように変化させる。これらのガンマカーブの変化は
各画素あるいはエリアごとに行い処理する。
【００９５】
より良好な色再現を行うためには、（図２４）に示すようにＲ，Ｇ，Ｂ，Ｙ画素に加えて
Ｐ（紫）色の画素を形成すればよい。もしくは、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色に加えて、Ｐ（紫）
の画素を形成あるいは配置すればよい。Ｒ，Ｇ，ＢとＰの配置は（図２４（ａ））のよう
にストライプ状に配置する構成が例示される。また（図２４（ｂ））のように配置しても
よい。（図２４（ｂ））はＲとＧ、ＧとＰ、ＢとＹの組が心理補色の関係になっている。
そのため色再現を良好にできる。
【００９６】
Ｐ（紫）のデータを作成するのは容易であって、（図２５）のようにＲデータとＢデータ
からＰデータを作成するＰデータ作成ブロック２２７を付加すればよい。その他の構成は
（図２２）と同様であるので説明を省略する。
【００９７】
なお、（図２０）（図２１）あるいは（図２４）で説明したＲ，Ｇ，Ｂの３原色意外のカ
ラーフィルタ（色）を有する構成は液晶表示パネルに限定されるものではなく、ＰＤＰ（
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プラズマディスプレイパネル），ＥＬパネル，ＦＰＤなどの自己発光型表示パネルにも適
用できる。発光色がＲ，Ｇ，Ｂ，Ｙ等とすれば実現できるからである。
【００９８】
また、（図２２），（図２５）に示す駆動回路および駆動方法も同様に自己発光型表示パ
ネルにも適用できることは言うまでもない。ただし、各表示パネルにはオフセット処理ブ
ロック、反転処理ブロックが必要ない場合もある。したがって本発明の技術的思想はＹデ
ータ作成ブロック２２２等を具備することである。（実施の形態５）
（図１）等の表示パネルは複数の発光素子１４を用い、かつ、これらを順次点灯するとい
う走査を行うことにより画像を表示するものであった。（図２６）は１つの発光素子１４
（発光管等）を用いて表示装置の一部を点灯状態にし、画像を表示するものである。
【００９９】
発光素子１４は反射鏡２６２により一方向にのみ照明されるようにされている。またこの
反射鏡は点０を中心として角度θの範囲を回転するように構成されている。この回転はパ
ルスモータを用いることによって容易に実現できる。その他、レーザプリンタ等に用いら
れているガルバノミラーを用いても、これらが容易に実現できるであろう。ここでは説明
を容易にするには反射鏡を回転するとして説明をする。
【０１００】
（図２６）において、２６１はミラーであり、表示パネル１１の中央部を水平にされ、こ
のミラーを中心として上、下方向のミラーは一定の角度をもって配置されている。ミラー
は発光素子１４から放射された光線２６３ａを反射して光線２６３ｂとし、この光線２６
３ｂを表示パネル１１に垂直にもしくは、所定の角度をなすように入射するようにする。
ミラー２６１の角度は２６３ｂの入射角度を一定にするように設定されている。
【０１０１】
反射鏡２６３が回転することにより、入射光２６３ａはミラー２６１ａに入射する。この
入射光２６３ａによりＡの部分が照明される。拡散板３２は入射光２６３ａのムラを均一
にして表示パネル１１に入射する。次に入射光２６３ａはミラー２６１ｂに入射しＢの領
域を照明する。次に入射光２６１ｃに入射し、Ｃの領域を照明する。以上のように反射鏡
が回転するにつれて、表示パネル１１の照明領域が変化する。つまり、この表示状態は（
図１）の蛍光管１４が順次点灯している状態と相似する。ミラー２６１ｋに入射した後は
ブランキング時間であり、このブランキング時間の間に反射鏡２６２は高速に回転し、ミ
ラー２６１ａの位置までもどり、再びミラー２６１ａから順次入射光２６３ａを入射させ
るようにする。このような動作を行うことにより表示パネル１１の上面から順次画像が表
示されるように構成できる。なお、画素行を書きかえるＳ点については（図４）で説明し
た事項と同様であるので説明を省略する。
【０１０２】
（図２６）の実施例は主として直視タイプの表示装置の実施例である。この技術的思想は
、投射型表示装置にも適用することができる。（図２７）は投射型表示装置の構成図であ
る。（図２７）においてＭは（図２６）に示した表示装置に相当するものである。しかし
、投射型表示装置の場合は拡散板３２は必要性がない。また発光素子１４としてはメタル
ハライドランプ，超高圧水銀灯，ハロゲンランプ，キセノンランプ等の放電灯を用いる。
表示パネル１１からの光はフィールドレンズ２７２で集光され、投射レンズ２７１でスク
リーン（図示せず）に拡大投影される。この（図２７）の構成を採用することにより動画
ボケの発生はなくなり、良好な画像表示を実現できる。
【０１０３】
その他、直視表示パネル、携帯情報端末，パーソナルコンピュータ，電子カメラのモニタ
ー，ビデオカメラのモニター、投射型表示装置等の表示装置にも（図２６）の技術的思想
は適用できる。（図２８）はその実施例の斜視図である。また（図３０）は断面図である
。発光素子１４は棒状の蛍光管を用いる。（図３０）に示すように反射鏡２６２を回転す
ることにより、光２６３ａが発生し、前記入射光２６３ａは反射フレネルレンズ２８２に
入射する。反射フレネルレンズ２８２により入射光は平行光に変換され、表示パネル１１
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を照明する。
【０１０４】
表示パネル１１は反射型の画素を有する反射型表示パネルである。また、反射フレネルレ
ンズ２８２は反射面鏡をフレネルレンズ状に形成したものである。金属板を切削加工する
ことにより、また、プレス加工したアクリル等の樹脂板に金属薄膜を蒸着したものが例示
される。もちろんフレネルレンズでなくても放物面鏡でもよい。また、放物面鏡でなくと
もたとえば、だ円面鏡でもよい。
【０１０５】
表示パネル１１と反射フレネルレンズ（放物面鏡）との位置関係は（図２９）のようにな
る。放物面鏡の焦点位置Ｐに発光素子１４が配置されている。またフレネルレンズは３次
元状のものでも２次元状のものでもよい。発光素子１４が点光源の場合は、３次元状のも
のを採用する。発光素子１４から放射された光２６３ａは放物面鏡２９１で平行光２６３
ｂに変換される。変換された光２６３ｂは表示パネル１１に角度θで入射する。この角度
θは設計の問題であり、反射光２６３ｃが最も観察者に見やすいように（あるいは最も観
察者の目に到達しないように）される。
【０１０６】
反射フレネルレンズ２８２は、ふた２８５に取りつけられており、表示パネル１１は本体
２８１に取りつけられている。ふた２８５は回転部２８６で自動に傾きを変更できる。ふ
た２８５をおりたたむことにより突起２８３と留め部２８４とが結合し、ふた２８３は表
示パネル１１および反射フレネルレンズ２８２を保護する。また留め部２８４にスイッチ
が構成されており、ふた２８２をあけると自動的に発光素子１４が点灯し、また表示パネ
ル１１が動作するように構成されている。
【０１０７】
本体２８１には切り換えスイッチ（ターボスイッチ）が取りつけられているターボスイッ
チ２８１はノーマリブラックモード表示（ＮＢ表示）とノーマリホワイトモード表示（Ｎ
Ｗ表示）とを切り換える。これは表示パネルとして反射型の高分子分散液晶表示パネルを
用いる場合に特に有効になる。
【０１０８】
通常の明るさの外光の場合はＮＷモードで画像を表示する。ＮＷモードは広視野角表示を
実現できる。非常に外光に弱い場合に用いる。液晶層が透明状態のとき画素電極に反射し
た光を直接観察者が見ることになるため、表示画像を明るく見ることができる。視野角は
極端に狭い。しかし、外光が微弱な場合でも表示画像を良好に見ることができるのでパー
ソナルユースで使用し、かつ短時間の使用であれば実用上支障がない。一般的にＮＢモー
ド表示は使用することが少ないため、通常はＮＷ表示とし、ターボスイッチ２８７を押さ
えつづけているときにのみＮＢモード表示となるように構成する。
【０１０９】
（図２８）の表示装置の特徴として、ガンマ切り換えスイッチ２８８を装備している点が
ある。ガンマ切り換えスイッチ２８８はガンマカーブを１タッチで切り換えできるように
したものである。これは白熱電球の照明下では表示パネルに入射する入射光の色温度は４
８００Ｋ程度の赤みの白となり、昼光色の蛍光灯で７０００ｋ程度の青み白となり、また
屋外では６５００ｋ程度の白となる。したがって、（図２８）の表示装置を用いる場所に
よって表示パネルの表示画像の色が異なる。特にこの違和感は蛍光灯の照明下から白熱電
球の照明下に移動した時に大きい。この時にガマン切り換えスイッチ２８８を選択するこ
とにより正常に表示画像を見えるようにできる。
【０１１０】
ガンマ切り換えスイッチ２８８ａは、白熱電球の光で良好な白表示となるように赤のガン
マカーブを液晶の透過率（変調率）が小さくなるようにしている。２８８ｂは昼光色の蛍
光灯に適用するように青の透過率（変調率）を小さくなるようにしている。２８８ｃは太
陽光の下で最も良好な日表示となるようにしている。したがってユーザはガンマ切り換え
スイッチ２８８ａ，２８８ｂ，２８８ｃを選択することによりどんな照明光のもとでも良
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好な表示画像を見られる。
【０１１１】
発光素子１４から放射される光２６３ａは反射型フレネルレンズ２８２の一部を帯状に照
明し、この照明された光は平行光に変換されて表示パネル１１を帯状に照明する。したが
って、この場合も（図２６）あるいは（図４）の表示方法を実現できることになる。
【０１１２】
発光素子１４が点光源の場合は、（図３１（ａ））のように配置すればよい。点光源１４
が複数の場合は（図３１（ｂ））のように配置すればよい。なお、（図３１（ｃ））のよ
うに反射フレネルレンズ２８２は２８２ａと２８２ｂのように複数の部分にしてもよい。
【０１１３】
（図３２）は（図２８）のように表示パネル１１の表示領域を帯状に照明するものではな
く、１つの発光素子を固定し、この発光素子１４からの光を凸レンズで平行光に変換して
表示パネル１１を照明するものである。
【０１１４】
凸レンズとしてフレネルレンズ３２１を用い、フレネルレンズ３２１の平面側を発光素子
１４側に向けている。これは正弦条件を良好なものとするためである。フレネルレンズ３
２１は表示パネル１１上に直接あるいは間接的に配置している。また、フレネルレンズ３
２１の中心の中心Ｐはふた２８３側によせている。この状態を（図３３）に示す。観察者
の眼３２２は表示パネル１１の表示画像を斜め方向から見る。
【０１１５】
表示パネル１１への光線の入射角度は、ふた２８３を回転中心２８６を中心として回転さ
せて調整する。この構成により表示パネル３２１に良好な狭指向性の光が入射させること
ができる。
【０１１６】
また、（図３４）は本発明の他の実施例における表示装置の構成図である。表示パネル１
１としては、ＴＮ液晶表示パネル等の偏光方式の表示パネル１１を用いる。表示パネル１
１は入射側および出射側に偏光フィルム３４９を配置する。
【０１１７】
（図３４）の導光板は中部が空調となっている。空調３４１はアクリル樹脂等の樹脂成型
した箱３４２（バックライトケース）あるいは、ガラス基板を用いて構成する。バックラ
イトケース３４２の中部を空調３４１（空間）にしているため軽量化することができる。
バックライトケース３４２の裏面には反射シート１６が取り付けられ、表面にはストライ
プ状の反射膜３４３が形成されている。
【０１１８】
発光素子１４からの光はバックライトケース３４２内で乱反射をくりかえし、伝達される
。バックライトケース３４２で乱反射した光は開口部４６２から出射する。つまり開口部
４６２もストライプ状である。
【０１１９】
偏光変換板３４５は入射光２６３ａを偏光変換して出射する。偏光変換３４５は入射光２
６３ａをＰ偏光またはＳ偏光に分離する誘電体多層膜からなる偏光分離層３４７と、分離
された偏光を反射するミラー３４８および偏光の位相角を回転し、Ｐ偏光をＳ偏光に変換
する位相フィルム３４６を有する。
【０１２０】
ここでは説明を容易にするため偏光分離膜はＳ偏光を透過し、Ｐ偏光を反射するとし、位
相フィルム３４６はＰ偏光をＳ偏光に変換するとして説明する。
【０１２１】
バックライトケース３４２は表面にストライプ状の反射膜３４３、裏面に反射シート（も
しくは光拡散シート）１６が配置もしくは直接蒸着などの製造方法を用いて形成されてい
る。そのため開口部４６２からのみ光を出射する。バックライトケース３４２から出射し
た光２６３ａは、偏光変換板３４５に入射し、偏光分離膜３４７でＰ偏光が反射し、光２
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６３ｃとなる。この光２６３ｃは位相フィルム３４６で位相が９０度（ＤＥＧ．）回転さ
せられ、光２６３ｄつまりＳ偏光となる。一方、偏光分離膜３４７を透過したＳ偏光２６
３ｂはそのままプリズム板３２ａに入射する。同様にＳ偏光２６３ｄもプリズム板３２ａ
に入射する。
【０１２２】
以上のようにバックライトケース３４２から出射された光２６３ａはすべてＳ偏光となる
ため光利用効率が従来に比較して倍になる。なお、プリズム３２ｂは表示パネル１１に入
射する光の指向性を高めるために用いるものであり必須なものではない。また、拡散シー
トはＳ偏光２６３ｂと２６３ｄとの境目を目だちにくくするものである。
【０１２３】
次に、（図３５）に示す表示装置はバックライト１２に特徴がある。バックライトを構成
する導光板１５の裏面には反射シートが配置され、表面にはストライプ状に形成された誘
電体多層膜からなるカラーフィルタ（以後、誘電体カラーフィルタと呼ぶ）を、形成した
ものである。誘電体カラーフィルタは別途他の透明基板上に形成し、この基板を導光板１
５に取り付けてもよい。
【０１２４】
誘電体カラーフィルタ３５７は、画素ピッチに同一あるいは相似する幅に形成されストラ
イプ状である。誘電体カラーフィルタ３５７は誘電体膜を多層に形成することにより、赤
（Ｒ），緑（Ｇ）あるいは青（Ｂ）の光を透過もしくは、反射するようにしたものである
。その他；Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色の他にＹ（イエロー），シアン，マゼンダ等の誘電体カラ
ーフィルタでもよく、また、これらとＲ，Ｇ，Ｂの誘電体カラーフィルタとの両方もしく
は任意の１つを用いてもよい。
【０１２５】
誘電体カラーフィルタ１２２と表示パネル１１の基板間は光結合層１２２を用いて接着す
ることにより、位置ずれが発生せず、また不要なハレーションの発生を防止できる。
【０１２６】
誘電体カラーフィルタ３４７Ｒ，３４７Ｂは３４７ＧはＧ光のみを透過する。３４７Ｂは
Ｂ光のみを透過するとして説明をする。ここでは３４７ＲはＲ光のみを透過する。
【０１２７】
誘電体カラーフィルタ３４７は、特定の光（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を選択して透過し、他の光を導
光板１５内に反射する。したがって、樹脂からなるカラーフィルタのように光吸収が発生
しないから、光利用効率が高い。つまり、発光素子１４が発生する白色光をほとんどロス
なしに、Ｒ，Ｇ，Ｂ等の光に分離して利用することができる。
（実施の形態６）
ここで、液晶表示パネルについて説明をしておく。（図３５）において３５２は画素電極
３５４等がマトリックス状に形成された基板（以後、アレイ基板と呼ぶ）、３５１は対向
電極３５５が形成された基板（以後、対向基板と呼ぶ）である。なお、対向基板とはスイ
ッチング素子等が形成された基板の対向に位置する基板の意味であり、対向電極３５５の
形成の有無に左右されない。また、対向電極３５５もしくは、画素電極３５４にはカラー
フィルタ３５６が形成される。通常このカラーフィルタはゼラチン樹脂，アクリル系樹脂
に染料あるいは、顔料を添加することにより形成される。
【０１２８】
対向基板３５１とアレイ基板３５２間に液晶層を挟持させる。液晶層３５３として、ＴＮ
液晶，ＳＴＮ液晶，強誘電液晶，反強誘電液晶，ゲストホスト液晶，コレステリック液晶
、スメクティック液晶、または高分子分散液晶（以後、ＰＤ液晶と呼ぶ）が用いられる。
特に光利用効率の観点からＰＤ液晶を用いることが好ましい。
【０１２９】
ＰＤ液晶材料としてはネマティック液晶が好ましく、単一もしくは２種類以上の液晶性化
合物や液晶性化合物以外の物質も含んだ混合物であってもよい。
【０１３０】
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なお、先に述べた液晶材料のうち、異常光屈折率ｎｅと常光屈折率ｎｏの差の比較的大き
いシアノビフェニル系のネマティック液晶、または、経時変化に安定なトラン系、クロル
系のネマティック液晶が好ましく、中でもトラン系のネマティック液晶が散乱特性も良好
でかつ、経時変化も生じ難く最も好ましい。
【０１３１】
樹脂材料としては透明なポリマーが好ましく、ポリマーとしては、製造工程の容易さ、液
晶相との分離等の点より光硬化タイプの樹脂を用いる。具体的な例として紫外線硬化性ア
クリル系樹脂が例示され、特に紫外線照射によって重合硬化するアクリルモノマー、アク
リルオリゴマーを含有するものが好ましい。中でもフッ素基を有する光硬化性アクリル樹
脂は散乱特性が良好なＰＤ液晶層３５３を作製でき、経時変化も生じ難く好ましい。
【０１３２】
また、前記液晶材料は、常光屈折率ｎ０が１．４９から１．５４のものを用いることがこ
のましく、中でも、常光屈折率ｎ０が１．５０から１．５３のものを用いることがこのま
しい。また、屈折率差△ｎが０．２０以上０．３０以下のものとを用いることが好ましい
。ｎ０，△ｎが大きくなると耐熱、耐光性が悪くなる。ｎ０，△ｎが小さければ耐熱、耐
光性はよくなるが、散乱特性が低くなり、表示コントラストが十分でなくなる。
【０１３３】
以上のことおよび検討の結果から、ＰＤ液晶の液晶材料の構成材料として、常光屈折率ｎ
０が１．５０から１．５３、かつ、△ｎが０．２０以上０．３０以下のトラン系のネマテ
ィック液晶を用い、樹脂材料としてフッ素基を有する光硬化性アクリル樹脂を採用するこ
とが好ましい。
【０１３４】
このような高分子形成モノマーとしては、２－エチルヘキシルアクリレート、２－ヒドロ
キシエチルアクリレート、ネオペンチルグリコールドアクリレート、ヘキサンジオールジ
アクリート、ジエチレングリコールジアクリレート、トリプロピレングリコールジアクリ
レート、ポリエチレングリコールジアクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート、ペンタエリスリトールアクリレート等々である。
【０１３５】
オリゴマーもしくはプレポリマーとしては、ポリエステルアクリレート、エポキシアクリ
レート、ポリウレタンアクリレート等が挙げられる。
【０１３６】
また、重合を速やかに行う為に重合開始剤を用いても良く、この例として、２－ヒドロキ
シ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン（メルク社製「ダロキュア１１７３」
）、１－（４－イソプロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オ
ン（メルク社製「ダロキュア１１１６」）、１－ビドロキシシクロヘキシルフェニルケト
ン（チバガイキー社製「イルガキュア１８４」）、ベンジルメチルケタール（チバガイギ
ー社製「イルガキュア６５１」）等が掲げられる。その他に任意成分として連鎖移動剤、
光増感剤、染料、架橋剤等を適宜併用することができる。
【０１３７】
なお、樹脂材料が硬化した時の屈折率ｎｐと、液晶材料の常光屈折率ｎｏとは略一致する
ようにする。液晶層３５３に電界が印加された時に液晶分子（図示せず）が一方向に配向
し、液晶層３５３の屈折率がｎｏとなる。したがって、樹脂の屈折率ｎｐと一致し、液晶
層３５３は光透過状態となる。屈折率ｎｐとｎｏとの差異が大きいと液晶層３５３に電圧
を印加しても完全に液晶層３５３が透明状態とならず、表示輝度は低下する。屈折率ｎｐ
とｎｏとの屈折率差は０．１以内が好ましく、さらには０．０５以内が好ましい。
【０１３８】
ＰＤ液晶層３５３中の液晶材料の割合はここで規定していないが、一般には４０重量％～
９５重量％程度がよく、好ましくは６０重量％～９０重量％程度がよい。４０重量％以下
であると液晶滴の量が少なく、散乱の効果が乏しい。また９５重量％以上となると高分子
と液晶が上下２層に相分離する傾向が強まり、界面の割合は小さくなり散乱特性は低下す
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る。
【０１３９】
ＰＤ液晶の水滴状液晶（図示せず）の平均粒子径または、ポリマーネットワーク（図示せ
ず）の平均孔径は、０．５μｍ以上３．０μｍ以下にすることが好ましい。中でも、０．
８μｍ以上１．６μｍ以下が好ましい。ＰＤ液晶表示パネル１１が変調する光が短波長（
たとえば、Ｂ光）の場合は小さく、長波長（たとえば、Ｒ光）の場合は大きくする。水滴
状液晶の平均粒子径もしくはポリマー・ネットワークの平均孔径が大きいと、透過状態に
する電圧は低くなるが散乱特性は低下する。小さいと、散乱特性は向上するが、透過状態
にする電圧は高くなる。
【０１４０】
本発明にいう高分子分散液晶（ＰＤ液晶）とは、液晶が水滴状に樹脂、ゴム、金属粒子も
しくはセラミック（チタン酸バリウム等）中に分散されたもの、樹脂等がスポンジ状（ポ
リマーネットワーク）となり、そのスポンジ状間に液晶が充填されたもの等が該当する。
他に樹脂が層状となっているもの（特開平６－２０８１２６号公報、特開平６－２０２０
８５号公報、特開平６－３４７８１８号公報、特開平６－２５０６００号公報、特開平５
－２８４５４２号公報、特開平８－１７９３２０号公報を参照）を包含する。また、液晶
部とポリマー部とが周期的に形成され、かつ完全に分離させた光変調層を有するもの（特
願平４ー５４３９０号公報を参照）や、液晶成分がカプセル状の収容媒体に封入されてい
るもの（ＮＣＡＰ）（特公平３－５２８４３号公報を参照）も含む。さらには、液晶また
は樹脂等中に二色性、多色性色素を含有されたものも含む。また、類似の構成として、樹
脂壁に沿って液晶分子が配向する構造（特開平６ー３４７７６５号公報を参照）もある。
これらもＰＤ液晶を呼ぶ。また、液晶分子を配向させ、液晶中３５３に樹脂粒子等を含有
させたものもＰＤ液晶である。また、樹脂層と液晶層を交互に形成し、誘電体ミラー効果
を有するものもＰＤ液晶である。さらに、液晶層は一層ではなく二層以上に多層に構成さ
れたものも含む。
【０１４１】
つまり、ＰＤ液晶とは光変調層が液晶成分と他の材料成分とで構成されたもの全般をいう
。光変調方式は主として散乱－透過で光学像を形成するが、他に偏光状態、旋光状態もし
くは複屈折状態を変化させるものであってもよい。
【０１４２】
ＰＤ液晶において、各画素には液晶滴の平均粒子径あるいはポリマーネットワークの平均
孔径が異なる部分（領域）を形成することが望ましい。異なる領域は２種類以上にする。
平均粒子径などを変化させることによりＴ－Ｖ（散乱状態－印加電圧）特性が異なる。つ
まり、画素電極に電圧を印加すると、第１の平均粒子径の領域がまず、透過状態となり、
次に第２の平均粒子径の領域が透過状態となる。したがって、視野角が広がる。
【０１４３】
画素電極上の平均粒子径などを異ならせるのには、周期的に紫外線の透過率が異なるパタ
ーンが形成されたマスクを介して、混合溶液に紫外線を照射することにより行う。
【０１４４】
マスクを用いてパネルに紫外線を照射することにより、画素の部分ごとにあるいはパネル
の部分ごとに紫外線の照射強度を異ならせることができる。時間あたりの紫外線照射量が
少ないと水滴状液晶の平均粒子径は大きくなり、多いと小さくなる。水滴状液晶の径と光
の波長には相関があり、径が小さすぎても大きすぎても散乱特性は低下する。可視光では
平均粒子径１．０～２．０μｍの範囲がよい。
【０１４５】
画素の部分ごとあるいはパネルの部分ごとの平均粒子径はそれぞれ０．１～０．３μｍ異
なるように形成している。なお、照射する紫外線強度は紫外線の波長、液晶溶液の材質、
組成あるいはパネル構造により大きく異なるので、実験的に求める。
【０１４６】
ＰＤ液晶層の形成方法としては、２枚の基板の周囲を封止樹脂で封止した後、注入穴から
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混合溶液を加圧注入もしくは真空注入し、紫外線の照射または加熱により樹脂を硬化させ
、液晶成分と樹脂成分を相分離する方法がある。その他、基板の上に混合溶液を滴下した
後、他の一方の基板で挟持させた後、圧延し、前記混合溶液を均一は膜厚にした後、紫外
線の照射または加熱により樹脂を硬化させ、液晶成分と樹脂成分を相分離する方法がある
。
【０１４７】
また、基板の上に混合溶液をロールクオータもしくはスピンナーで塗布した後、他の一方
の基板で挟持させ、紫外線の照射または加熱により樹脂を硬化させ、液晶成分と樹脂成分
を相分離する方法がある。また、基板の上に混合溶液をロールクオータもしくはスピンナ
ーで塗布した後、一度、液晶成分を洗浄し、新たな液晶成分をポリマーネットワークに注
入する方法もある。また、基板に混合溶液を塗布し、紫外線などにより相分離させた後、
他の基板と液晶層を接着剤ではりつける方法もある。
【０１４８】
その他、本発明の液晶表示パネルの光変調層は１種類の光変調層に限定されるものではな
く、ＰＤ液晶層とＴＮ液晶層あるいは強誘電液晶層などの複数の層で光変調層が構成され
るものでもよい。また、第１の液晶層と第２の液晶層間にガラス基板あるいはフィルムが
配置されたものでも良い。光変調層は３層以上で構成されるものでもよい。
【０１４９】
なお、本明細書では液晶層１２６はＰＤ液晶としたが、表示パネルの構成、機能および使
用目的によってはかならずしもこれに限定するものではなく、ＴＮ液晶層あるいはゲスト
ホスト液晶層、ホメオトロピック液晶層、強誘電液晶層、反強誘電液晶層、コレステリッ
ク液晶層であってもよい。
【０１５０】
液晶層３５３の膜厚は３～１０μｍの範囲が好ましく、さらには４～７μｍの範囲が好ま
しい。膜厚が薄いと散乱特性が悪くコントラストがとれず、逆に厚いと高電圧駆動を行わ
なければならなくなり、ＴＦＴをオンオフさせる信号を発生するＸドライバ回路（図示せ
ず）、ソース信号線に映像信号を印加するＹドライバ回路（図示せず）の設計などが困難
となる。
【０１５１】
液晶層３５３の膜厚制御としては、黒色のガラスビーズまたは黒色のガラスファイバー、
もしくは、黒色の樹脂ビーズまたは黒色の樹脂ファイバーを用いる。特に、黒色のガラス
ビーズまたは黒色のガラスファイバーは、非常に光吸収性が高く、かつ、硬質のため液晶
層３５３に散布する個数が少なくてすむので好ましい。
【０１５２】
画素電極３５４と液晶層３５３間および液晶層３５３と対向電極３５５間には（図１３）
に示すように絶縁膜（１３１）を形成することは有効である。絶縁膜１３１としてはＴＮ
液晶表示パネル等に用いられるポリイミド等の配向膜、ポリビニールアルコール（ＰＶＡ
）等の有機物、ＳｉＯ2、ＳｉＮx、Ｔａ2Ｏ3等の無機物が例示される。好ましくは、密着
性等の観点からポリイミド等の有機物がよい。絶縁膜を電極上に形成することにより電荷
の保持率を向上できる。そのため、高輝度表示および高コントラスト表示を実現できる。
【０１５３】
絶縁膜は液晶層３５３と電極３５４とが剥離するのを防止する効果もある。前記絶縁膜１
３１が接着層および緩衝層としての役割をはたす。
【０１５４】
また、絶縁膜を形成すれば、液晶層３５３のポリマーネットワークの孔径（穴径）あるい
は水滴状液晶の粒子径がほぼ均一になるという効果もある。これは対向電極３５５、画素
電極３５４上に有機残留物がのこっていても絶縁膜で被覆するためと考えられる。被覆の
効果はポリイミドよりもＰＶＡの方が良好である。これはポリイミドよりもＰＶＡの方が
ぬれ性が高いためと考えられる。しかし、パネルに各種の絶縁膜を作製して実施した信頼
性（耐光性、耐熱性など）試験の結果では、ＴＮ液晶の配向膜等に用いるポリイミドを形
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成した表示パネルは経時変化がほとんど発生せず良好である。ＰＶＡの方は保持率等が低
下する傾向にある。
【０１５５】
なお、有機物で絶縁膜を形成する際、その膜厚は０．０２μｍ以上の０．１μｍの範囲が
好ましく、さらには０．０３μｍ以上０．０８μｍ以下が好ましい。
【０１５６】
以後、特に断らなければ液晶層３５３はＰＤ液晶層として説明をする。
【０１５７】
基板３５２，３５１としてはソーダガラス，石英ガラス基板を用いる。他に金属基板，セ
ラミック基板，シリコン単結晶，シリコン多結晶基板も用いることができる。またポリエ
ステルフィルム，ＰＶＡフィルム等の樹脂フィルムをも用いることができる。つまり、本
発明で基板とは、板状のものだけではなくシートなどのフィルム状のものでもよい。
【０１５８】
カラーフィルタ３５６はゼラチン，アクリル等の樹脂を染色したもの（樹脂カラーフィル
ター）が例示される。その他低屈折率の誘電体薄膜と高屈折率の誘電体薄膜とを交互に積
層して光学的効果をもたせた誘電体カラーフィルタで形成してもよい（誘電体カラーフィ
ルタと呼ぶ）。特に現在の樹脂カラーフィルタは赤色の純度が悪いため赤色のカラーフィ
ルタを誘電体ミラーで形成することが好ましい。つまり、１または２色を誘電体多層膜か
らなるカラーフィルタで形成し、他の色を樹脂カラーフィルタで形成すればよい。
【０１５９】
（図３６）の表示パネルは、液晶層３５３の光入射面にマイクロレンズを配置したもので
ある。マイクロレンズは基板上にスタンパ技術を用いて樹脂を用いて微細な凸レンズを形
成し、この凸レンズと基板間に凸部なり屈折率の低い樹脂を注ししたもの、基板に周期的
な凹形状を形成し、この凹部に屈折率の低い樹脂または低融点ガラスを充填したもの、基
板にイオン交換法により周期的な屈折率分布を形成したものが例示される。なお、マイク
ロレンズ３６１がマトリックス状に形成された基板等をマイクロレンズアレイ３６２と呼
ぶ。
【０１６０】
表示パネルが空気と接する面には反射防止膜４８１（ＡＩＲコート）が施される。ＡＩＲ
コートは３層の構成あるいは２層構成がある。なお、３層の場合は広い可視光の波長帯域
での反射を防止するために用いられ、これをマルチコートと呼ぶ。２層の場合は特定の可
視光の波長帯域での反射を防止するために用いられ、これをＶコートと呼ぶ。マルチコー
トとＶコートは液晶表示パネルの用途に応じて使い分ける。
【０１６１】
マルチコートの場合は酸化アルミニウム（Ａｌ2Ｏ3）を光学的膜厚がｎｄ＝λ／４、ジル
コニウム（ＺｒＯ2）をｎｄ１＝λ／２、フッ化マグネシウム（ＭｇＦ2）をｎｄ１＝λ／
４積層して形成する。通常、λとして５２０ｎｍもしくはその近傍の値として薄膜は形成
される。Ｖコートの場合は一酸化シリコン（ＳｉＯ）を光学的膜厚ｎｄ１＝λ／４とフッ
化マグネシウム（ＭｇＦ2）をｎｄ１＝λ／４、もしくは酸化イットリウム（Ｙ2Ｏ3）と
フッ化マグネシウム（ＭｇＦ2）をｎｄ１＝λ／４積層して形成する。ＳｉＯは青色側に
吸収帯域があるため青色光を変調する場合はＹ2Ｏ3を用いた方がよい。また、物質の安定
性からもＹ2Ｏ3の方が安定しているため好ましい。
【０１６２】
画素電極３５４は金属薄膜からなる反射電極で表面をアルミニウム（Ａｌ）であるいは銀
（Ａｇ）で形成する。また、プロセス上の課題からＴｉ等を中介させてＡｇなどの反射膜
を形成する。なお、反射電極３５４は、誘電体多層膜からなる反射膜としてもよい。この
場合は電極ではないので、電極とするため誘電体多層膜の表面にＩＴＯからなる電極もし
くは、誘電体多層膜の下層に金属あるいはＩＴＯからなる電極を形成する。
【０１６３】
本発明の表示パネルの反射電極３５４あるいは反射膜６４３には微小な凹凸を形成しても
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よい。凹凸を形成することにより視野角が広くなる。ＴＮ液晶表示パネルの場合は微小凹
凸の高さは０．３μｍ以上１．５μｍ以下にする。この範囲外だと偏光特性が悪くなる。
また微小凹凸は形状をなめらかに形成する。たとえば円弧状、あるいはサインカーブ状で
ある。
【０１６４】
形成の方法としては、画素となる領域に金属薄膜または絶縁膜により微小な凸部を形成す
る。または、前記膜をエッチングすることにより微小な凹部を形成する。この凹または凸
部に反射電極３５４もしくは反射膜６４３となる金属薄膜を蒸着により形成し、反射電極
３５４もしくは反射膜６４３とする。もしくは前記凹凸部上に絶縁膜などを一層または複
数層形成し、その上に反射電極３５４などを形成する。以上のように凹または凸部に金属
薄膜を形成することにより、凹または凸部の段差が適度に勾配がつき、なめらかに変化す
る凹凸部を形成できる。
【０１６５】
また、画素電極３５４が透過型の場合であっても、ＩＴＯ膜を重ねて形成し、段差を形成
することは効果がある。この段差で入射光が回折し、表示コントラストまたは視野角が向
上するからである。
【０１６６】
反射電極３５４の下層にはスイッチング素子としての薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）等が形
成されている。このスイッチング素子により反射電極３５４に電圧が印加される。スイッ
チング素子は薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）の他、薄膜ダイオード（ＴＦＤ）、リングダイ
オード、ＭＩＭ等の２端子素子、あるいはバリキャップ、サイリスタ、ＭＯＳトランジス
タ、ＦＥＴ等であってもよい。なお、これらはすべてスイッチング素子または薄膜トラン
ジスタと呼ぶ。さらに、スイッチング素子とはソニー、シャープ等が試作したプラズマに
より液晶層に印加する電圧を制御するプラズマアドレッシング液晶（ＰＡＬＣ）のような
ものおよび光書き込み方式、熱書き込み方式も含まれる。つまり、スイッチング素子を具
備するとはスイッチング可能な構造を示す。
【０１６７】
また、主として本発明の表示パネル１１はドライバ回路と画素のスイッチング素子を同時
に形成したものであるので、低温ポリシリコン技術で形成したものの他、高温ポリシリコ
ン技術あるいはシリコンウエハなどの単結晶を用いて形成したものも技術的範囲にはいる
。もちろん、アモルファスシリコン表示パネルも技術的範囲である。
【０１６８】
アレイ基板３５２の裏面には光吸収シート（光吸収板）３６４が光結合層１２２ｂで光学
的に結合されている。光吸収シートとしては、シートの表面にカーボンを塗布したもの、
黒色塗料を塗布したものが例示される。その他光結合層１２２ｂに直接カーボン等を添加
してもよい。
【０１６９】
他に吸収材料としては、黒色の色素あるいは顔料を樹脂中に分散したものを用いても良い
し、カラーフィルター３５６の様に、ゼラチンやカゼインを黒色の酸性染料で染色しても
よい。黒色色素の例としては、単一で黒色となるフルオラン系色素を発色させて用いるこ
ともでき、緑色系色素と赤色系色素とを混合した配色ブラックを用いることもできる。
【０１７０】
以上の材料はすべて黒色の材料であるが、本発明の液晶表示パネルを投射型表示装置のラ
イトバルブ等として用いる場合はこれに限定されるものではなく、Ｒ光を変調する液晶表
示パネルの吸収材料はＲ光を吸収させれば良い。したがって、色素を用いて天然樹脂を染
色したり、色素を合成樹脂中に分散した材料を用いることができる。たとえば、アゾ染料
、アントラキノン染料、フタロシアニン染料、トリフェニルメタン染料などから適切な１
種、もしくはそれらのうち２種類以上を組み合わせればよい。特に補色の関係にあるもの
を用いることが好ましい。たとえば、入射光が青色のとき、吸収材料を黄色に着色させる
。



(28) JP 4386989 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

【０１７１】
このように裏面に光吸収シート３６４を配置もしくは光吸収膜を形成するのは、反射電極
３５４間から基板３５２内に入力される光が反射して反射電極下のスイッチング素子に入
射し、スイッチング素子がホトコンダクタ現象をひきおこすからである。光吸収シート３
６４等を形成することによりスイッチング素子に入射する光はなくなる。
【０１７２】
液晶層３５３としてはＰＤ液晶を用いる。反射電極３５４の周辺部Ｂには（図３７）に示
すように光吸収膜３６３が形成されている光吸収膜３６３としては先に説明した光吸収シ
ート３６４の構成材料として同一のものを使用できる。
【０１７３】
光吸収膜３６３はＰＤ液晶層３５３で散乱した光を吸収し、不要なハレーションの発生を
防止するためである。不要なハレーションを抑制することにより、表示コントラストが高
くなる。液晶層３５４が透過状態のときは入射光２６３ａは、マイクロレンズ３６１で集
光され（図３７）に示す反射電極３６３のＡの箇所で反射される。この際も、入射光２６
３ａが斜め方向から画素電極３６４に進入した場合は、光吸収膜３６３に照射され、前記
光吸収膜３６３は吸収する。したがって、入射光の角度が異常な場合または観察者が表示
パネルを見る方向が悪い場合は表示画像が見えなくなり、そのため観察者は良好に表示画
像を見える位置に調整をする。
【０１７４】
表示パネルの視野角を広くするには（図３８）に示すように、垂直配向モード（ＶＡ（Ve
rtical Alignment）モード）の液晶を用いるとよい。画素電極３５４に対面する位置に、
透明樹脂からなる凸部（もしくは凹部）を形成する。凸部は三角すい状，四角すい状，円
すい状等が例示される。凸部はアクリル樹脂，ウレタン樹脂，ポリイミド樹脂の透明樹脂
等、あるいは基板３５１をプレス加工すること形成される。また凸部間でかつ画素電極３
５４間に対面する位置には、樹脂またはクロム（Ｃｒ）からなるブラックマトリックス（
ＢＭ）３８２を形成する。垂直配向の液晶としては4'-methoxy-benzilidene-4-n-buthyl-
aniline等が例示される。
【０１７５】
凸部３８１上にはカラーフィルタ３５６が形成され、そのカラーフィルタ３５６上に対向
電極３５５が形成されている。なお、対向電極３５５上に凸部（凹部）３８１を形成して
もよい。このように凸部３８１を形成することにより（図３９（ａ））に示すように、Ｐ
点を中心としてＳ１の領域の液晶分子３９１ａは右に傾いて配向し、Ｓ２の領域の液晶分
子３９１ｂは左に傾いて配向する。したがって視野角は広くなる。また、（図３９（ｂ）
）に示すように液晶３５３において、Ａの領域はＢの領域よりも相対的に液晶層の膜厚が
薄くなる。そのため電圧印加によるＡの領域の液晶層の液晶分子３９１の変化はＢ領域の
液晶分子３９１よりも変化がはやくおこる。液晶層３５３内で２つの変化が同時におこる
こととなり視野角は広くなる。
【０１７６】
（図３９）の液晶表示パネルはＰ点を点中心あるいは線中心として液晶分子３９１の配向
状態が変化する。凸部３８１の形状としては多くの変形が考えられる。（図４０（ａ））
は四角すいの頂点もしくは底点をＰとするものである。また、（図４０（ｂ））はＰを線
中心として画素上の凸部（凹部）を形成し、かつ隣接した画素２０１の凸部（凹部）の方
向を変化させたものである。いずれも視野角の拡大効果は大きい。
【０１７７】
（図４１）も視野角を拡大させる表示パネルの構成である。ＴＦＴ等のスイッチング素子
４１６はゲート信号線４１５およびソース信号線４１４の交点近傍に配置されている。Ｔ
ＦＴ４１６のドレイン端子にはストライプ状の画素電極（以後、ストライプ状画素電極４
１１と呼ぶ）４１１が形成されている。
【０１７８】
ソース信号線４１４およびゲート信号線４１５は、液晶層３５３の比誘電率よりも低い誘
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電体膜４１３（以後、低誘電体膜と呼ぶ）で被覆されている。この低誘電体膜４１３によ
りストライプ状画素電極４１１とソース信号線４１４等が電磁的結合をひきおこすことを
防止または制御している。低誘電体膜４１３としては、窒化シリコン（ＳiＮX）、酸化シ
リコン（ＳiＯ2）、ポリイミド、ポリビニィールアルコール（ＰＶＡ）、ゼラチン、アク
リルが例示される。
【０１７９】
低誘電体膜４１３にはカーボン等の光吸収材が添加され、樹脂ブラックマトリックスとす
ることが好ましい。構成材料としては（図３６）で説明した光吸収膜３６３と同じものを
使用すればよい。ここでは説明を容易にするため、４１３は光吸収機能を有する樹脂ブラ
ックマトリックス（以後、樹脂ＢＭと呼ぶ）であるとして説明をする。
【０１８０】
一方、対向基板３５１にストライプ状の対向電極４１２（以後、ストライプ状対向電極と
呼ぶ）およびカラーフィルタ３５６が形成されている。
【０１８１】
ストライプ状対向電極４１２はＡｌ，Ｔｉ，Ｃｒの金属三層構成で形成される。ストライ
プ状対向電極４１２はブラックマトリックスとしても機能する。特に基板３５１と接する
箇所は反射を防止するため６価クロム等で形成することが好ましい。その他対向基板３５
１上に樹脂ブラックマトリックスからなるパターンを形成し、その上にＩＴＯ等からなる
ストライプ状対向電極を形成してもよい。また、アクリル樹脂にカーボンなどを添加した
有機導電体材料で形成してもよい。画素電極４１１も同様である。また、ストライプ状対
向電極４１２の形成個所はソース信号線上あるいは近傍にのみ限定するものではなく、ゲ
ート信号線上あるいは近傍に形成してもよい。
【０１８２】
なお、４１２はストライプ状対向電極としたが、ストライプ状に限定するものではなく、
円弧状、円形状、三角錐状、円錐状、柱状など他の形状でもよい。つまり、画素電極４１
１に対して対向電極として機能するものであればなんでもよい。画素電極４１１も同様で
ある。
【０１８３】
液晶材料としてはΔｎが大きいシアノビフェニール系を用いることが好ましい。また、ス
トライプ状画素電極４１１はＩＴＯで形成してもよい。ＩＴＯで形成すれば画素の開口率
は向上する。
【０１８４】
（図４１（ｂ））で示すように、隣接したゲート信号線４１５上に絶縁膜（図示せず）を
形成し、その上に電極４１８を形成することにより付加容量４１７（蓄積容量４１７）を
形成している。また、電極４１８とストライプ状画素電極４１１とを接続している。なお
、電極４１８はＩＴＯで形成してもよいし、Ｃｒなどの金属薄膜で形成してもよい。
【０１８５】
このようにストライプ状電極４１１と付加容量４１７とを接続することにより、ストライ
プ状画素電極４１１の電位を安定化する効果がある。そのためストライプ状画素電極４１
１とストライプ状対向電極４１２間に発生する電気力線が安定して発生するようになる。
【０１８６】
（図４２（ａ））は樹脂ＢＭ４１３がない場合の説明図である。ストライプ状画素電極４
１１とストライプ状画素電極４１２間に電気力線４１７ａ、ストライプ状画素電極４１１
とソース信号線４１４間に電気力線４１７ｂが発生する。液晶層３５３領域Ｂは、基板３
５２に平行に電気力線４１７が発生しているため良好な光変調を行うことができる。液晶
層３５３の領域Ａの電気力線４１７ａ，４１７ｂは基板３５２に対して平行でない、ベク
トル成分がある。したがって光変調に支障をきたし、ストライプ状対向電極４１２の周辺
部から光漏れが発生する。
【０１８７】
（図４２（ｂ））は本発明の実施例の場合であり、かつソース信号線４１４上に樹脂ＢＭ
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４１３が形成されている場合である。なお、樹脂ＢＭ４１３は０．５μｍ以上２μｍ以下
の膜厚に形成されている。樹脂ＢＭ４１３は比率電率が２以上１０以下、さらに好ましく
は２以上６以下の材料で形成されている。そのため、電気力線４１７ｂはほとんど発生し
ない。しかし、Ａ領域で電気力線４１７ａは発生する。そのため（図４２（ａ））と同様
に低いレベルではあるが、ストライプ状対向電極４１２の近傍で光ぬけが発生しようとす
る。本発明では４１３の低誘電体膜は光吸収膜材料で形成された樹脂ＢＭであるのでＡ領
域の光ぬけは遮光する。そのため光ぬけは発生せず、良好な光変調を行うことができる。
【０１８８】
本発明の実施例ではストライプ状画素電極４１１の近傍にも（図４３）に示すように樹脂
ＢＭ４１３ｂを形成している。ストライプ状画素電極４１１の近傍のＡ領域でも電気力線
は基板３５２と平行でない成分が出現する。したし、樹脂ＢＭ４１３ｂを形成しているた
め、光ぬけの発生を防止することができる。
【０１８９】
なお、ストライプ状対向電極４１２、ストライプ状画素電極４１のエッジから樹脂ＢＭの
エッジまでの距離をＬとし、液晶層の膜厚をｔとしたとき、以下の関係を満足させること
が好ましい。
【０１９０】
【数１０】
０．５≦Ｌ／ｔ≦３．０
さらには、以下の関係を満足させることが好ましい。
【０１９１】
【数１１】
１．０≦Ｌ／ｔ≦２．０
Ｌ／ｔが小さすぎると光もれが発生しやすく、Ｌ／ｔが大きいと画素開口率を低下させ表
示パネルの輝度を低下させる。
【０１９２】
なお、（図４１）においてストライプ状対向電極４１２は対向基板３５１上に形成すると
したが、（図４４）に示すように樹脂ＢＭ４１３上に直接形成してもよい。
【０１９３】
（図４１）は１つのストライプ状画素電極４１１を有し、かつ、ストライプ状対向電極４
１２を対向基板３５１上に形成した実施例であったが、（図４５）に示すように、ストラ
イプ状画素電極４１１を４１１ａ，４１１ｂと複数本形成し、ストライプ状対向電極４１
２を４１２ａ，４１２ｂ，４１２ｃというように複数本形成してもよい。ストライプ状対
向電極４１２は絶縁膜４５１でソース信号線４１４と絶縁し、隣接画素と共通になるよう
に形成されている。またストライプ状対向電極４１２とストライプ状画素電極４１１とは
“く”の字状に形成している“く”の字状に形成することにより画素が青みがかかった色
に、あるいは黄みがかかった色になる現象を抑制できる。“く”の字のθの角度はゲート
信号線の垂直線を基準にして、５°≦θ≦３０°とすることが好ましく、さらには１０°
≦θ≦２０°とすることが好ましい。
【０１９４】
（図４１）の表示パネルは、ストライプ状画素電極４１１で入射光を遮光する領域が発生
するには画素開口率が低くなる欠点がある。（図４６）の構成はこの欠点を対策する構成
である。ただし、この構成は画素電極がストライプ状に限定されるものではない。
【０１９５】
マイクロレンズ基板３６２は、対向基板３５１に光結合層３５１で接着する。または、対
向基板３５１内にマイクロレンズ３６１を配置または形成する。もしくはアレイ基板３５
２に接着またはアレイ基板３５２内に形成または配置する。ここでは説明を容易にするた
めに日本板硝子（株）が製造などしているイオン交換法で形成したマイクロレンズアレイ
３６２を、対向基板３５１に接着した構成を例にあげて説明する。その他、（株）リコー
、（株）オムロンが開発しているスタンパ技術で形成したマイクロレンズアレイを用いて
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もよい。また、レンズのカマボコレンズでもよく、フレネルレンズでもよく、回折効果に
より光を屈曲または進行方向を変化させるものでもよい。
【０１９６】
液晶層３５３がＰＤ液晶（散乱型の光変調層）のとき、マイクロレンズ３６１の焦点距離
ｔ（μｍ）は、レンズの最大径をｄ（μｍ）としたとき、５ｄ≦ｔ≦２０ｄ以下となるよ
うにする。されに好ましくは１０ｄ≦ｔ≦１８ｄとなるようにする。この範囲で最も表示
輝度を高くでき、かつ、表示コントラスト向上効果が高い。
【０１９７】
本発明の表示パネルを投射型表示装置のライトバルブとして用いる場合は、以下の条件を
満足させることが好ましい。投射レンズのＦナンバーをＦとし、このＦからもとまる角度
θ１（ｓｉｎθ１＝１／（２Ｆ））と、マイクロレンズのθ２（ｔａｎθ２＝ｄ／（２ｔ
））との関係は、θ１／３≦θ２≦θ１の関係を満足させるとよい。この範囲で高輝度表
示と高コントラスト表示を両立できる。
【０１９８】
アレイ基板３５２には黒色塗料あるいはクロムなどの金属薄膜、誘電体ミラーで形成した
膜あるいは遮光シート、板を配置する。もしくは（図３６）の光吸収膜３６３と同様の光
吸収膜４６１を形成する。ここでは説明を容易にするため、光吸収膜とする。また、マイ
クロレンズ３６１の焦点Ｐ位置に穴４６２（開口部）を形成または配置する。一例として
、穴４６２はマイクロレンズ３６１の焦点に対応する位置に形成する。光吸収膜４６１は
広義には遮光膜である。光吸収膜４６１はゼラチンなどからなるカラーフィルタを重ねて
形成してもよい。また、光吸収膜４６１を形成した基板（図示せず）をアレイ基板３５２
の表面などに配置または接着してもよい。また、光吸収膜４６１として偏光板、偏光シー
トなどを用いてもよい。また、回折格子などを形成してもよい。その他、アレイ基板３５
２の光吸収膜を形成する箇所を研磨して白濁させたり、凹凸を形成してもよい。
【０１９９】
光吸収膜４６１の光吸収率は１００％に近いことが好ましいことはいうまでもない。吸収
率が５０％以上で好ましい効果が大きく発揮される。また、吸収膜４６１を空気と接する
面に形成または配置することにより冷却が容易となる。
【０２００】
光吸収膜４６１は空冷の他、純水などで直接水冷してもよい。その他、１気圧以上好まし
くは３気圧以上の水素で直接冷却することも効果がある。
【０２０１】
開口部４６２に点線で図示したようにカラーフィルタ３５６を形成または配置すれば１枚
の表示パネルでカラー表示を実現できる。
【０２０２】
対向基板３５１およびアレイ基板３５２の厚みは、画素の開口率と焦点距離から決定する
。（図４６）のようにアレイ基板３５２と対向基板３５１の厚みが等しい（ｔ１＝ｔ２）
ときは、理想的にはマイクロレンズ３６１は、画素位置では画素サイズの１／４の領域を
照明する。つまり、画素の開口率２５％に対応することになる。画素開口率が１／４より
大きい時は対向基板３５１の厚みを薄くする。逆の場合は光結合層１２２の厚みを厚くす
るなどして設計する。
【０２０３】
（図４７）に示すように、マイクロレンズ３６１から液晶層３５３までの距離ｔとすると
、焦点Ｐとの位置関係は以下のようにすることが好ましい。焦点Ｐ１は光吸収膜４６１の
形成位置から＋方向に距離ｔの位置であり、焦点Ｐ２は光吸収膜４６１から一方的に距離
ｔ離れた位置である。マイクロレンズ３６１の焦点位置ＰはこのＰ１からＰ２の範囲とな
るようにする。これは、画素開口率を関係があり、開口部４６２の面積を開口面積よりも
小さくし、かつ、良好に画素開口部に光を入射できる範囲だからである。
【０２０４】
ＰＤ液晶層３５３が透明状態の時、入射光２６３は散乱されず、すべての入射光２６３は
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焦点Ｐに到達する。そのため、効率よく光が出射され、投射レンズの到達する。液晶層３
５３が散乱状態のときは散乱した光は光吸収膜４６１で吸収または遮光される。そのため
、アレイ基板３５２から出射されない。また、散乱光の出射割合は穴４６２径で決定され
る。穴４６２の面積が小さいほど穴４６２から出射する光が低下する。また、穴４６２か
ら出射する光の割合は液晶層３５３に印加された電圧または散乱状態により変化する。
【０２０５】
（図４６）の構成では、液晶層３５３が透過のときは効率よく穴４６２から出射し、散乱
状態のときはほとんどの光は光吸収膜４６１で吸収される。したがって、ＰＤ液晶表示パ
ネルの表示コントラストを大幅に向上できる。これは散乱モードの液晶に特有の効果であ
り、特に、投射型表示装置などのように表示パネルに入射する光の指向性が狭い装置に特
有の現象である。理想的には穴４６２の面積を画素面積の１／２にすれば表示コントラス
トは２倍に、１／３にすれば３倍にすることができる。
【０２０６】
（図３６）の表示パネルの構成において、反射電極３５４間から漏れる光を防止するため
には、反射電極３５４間に樹脂ブラックマトリックスを形成すればよい。また、色純度を
向上させるため、また隣接した画素で変調した光が画素に入射して不要な画像表示が発生
することを防止するため、画素電極３４５上および対向電極３５５側にカラーフィルタ３
５６を形成すればよい。たとえば対向電極３５５側にカラーフィルタ３５６Ｒ１が形成さ
れ、画素電極３５６Ｒ上にカラーフィルタ３５６Ｒ２が形成されているとする。液晶層３
５３がＰＤ液晶の場合、画素電極３５４Ｇで変調された光の一部は散乱光となり、画素電
極３５４Ｒにも入射するが、この散乱光はカラーフィルタ３５６Ｒ１，３５６Ｒ２で吸収
される。そのため、不要なハレーションが発生せず、画質が向上する。また反射電極３５
４間には樹脂ＢＭ４１３が形成されているためアレイ基板３５２内へ光がほとんど侵入し
ない。さらに侵入した光は光吸収シート３６４で吸収される。したがってスイッチング素
子（図示せず）に光が入射せずホトコンダクタ現象は全く発生しない。
（実施の形態７）
反射表示パネルの課題に、特に液晶層としてＰＤ液晶を用いた反射型表示パネルの課題に
反射電極で反射した光が直接、観察者の眼に入射し、表示画像の白黒が反転するというこ
とがある。
【０２０７】
ＰＤ液晶表示パネルは液晶層３５３が白濁状態（散乱状態）の部分が白表示であり、光透
過状態（透過状態：非散乱状態）が黒表示である。たとえば（図５０（ａ））において、
液晶層３５３が透明状態の場合、入射光２６３ａは反射電極３５４で反射して対向基板３
５１を出射する。この状態で観察者の眼が眼３２２ａの位置であれば、ＮＷモードの時、
表示画像の表示は“白”、黒表示は“黒”と正しく表示される。しかし、観察者の眼が眼
３２２ｂの位置であれば、眼３２２ｂに直接反射光２６３ｂが入射し、表示画像の白表示
は“黒”、黒表示は“白”と反転して表示される（反転して見える）。この白黒反転現象
をなくすためには、反射光２６３ｃのように極力反射光の角度θを大きくする必要がある
。
【０２０８】
この課題に対応するため、本発明の表示パネルは（図５０（ｂ））に示すように表示パネ
ル１１の光入射面にノコギリ歯状の透過プリズム板（シート）４９１を配置している。プ
リズム板４９１はアレイ基板等の光入射側基板に光結合層１２２ａで接着しても、また単
に積載しても、あるいはアレイ基板上に直接樹脂等を用いて構成（形成しても）、アレイ
基板等をプレス加工して構成（形成）してもよい。また、傾斜は（図５１）に示すように
背を向けるように配置する。
【０２０９】
傾斜の角度θ１は（図５０（ｂ））の基板３５２の垂直Ｔ０に対して以下の条件を満足す
るようにする。
【０２１０】
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【数１２】
４０°≦θ１≦８５°
好ましくは以下の条件を満足するようにする。
【０２１１】
【数１３】
６０°≦θ１≦８０°
また、ピッチＰは画素の対角長をｄとするとき、以下の条件を満足させるようにする。
【０２１２】
【数１４】
０．８≦Ｐ／ｄ≦１０
さらに好ましくは、以下の条件を満足させるようにする。
【０２１３】
【数１５】
１．５≦Ｐ／ｄ≦６
プリズム板４９１は、アクリル，ポリカーボネート，ポリエチレン，プロポリピレン樹脂
を加工して形成することにより容易に形成できる。またガラス基板を切削あるいは、プレ
ス加工することによっても形成することができる。
【０２１４】
（図４９）に示すように、プリズム板４９１の表面には反射防止膜４８１を形成し、また
、基板３５２の裏面に光吸収シート（膜）３６４を配置する。反射電極３５４の表面はＡ
ｇで被覆している。また、反射電極３５４は誘電体ミラーとしてもよい。また、必要に応
じて反射電極３５４の表面にマイクロオーダーの凹凸を形成してもよい。
【０２１５】
（図５０（ｂ））に示すようにθ２の角度で入射した入射光２６３ａはプリズム板４９１
によりθの角度の反射光２６３ｂとなる。つまり、θ２＜θとなるため観察者の眼に反射
光が直接入射することはほとんどなくなり、表示画像が白黒することはなくなる。
【０２１６】
プリズム板４９１において、画像表示に有効な入射光、出射光が通過しない領域には（図
５２（ａ））に示すように光吸収部５２１を形成する。光吸収部５２１は光吸収膜と３６
３と同一材料を用いればよい。また光吸収部は遮光機能を有するものとしても実効的に用
途として十分である。このように光吸収部５２１を形成（配置）することにより、プリズ
ム板４９１内で不要なハレーションの発生を防止でき、表示コントラストの向上が望める
。
【０２１７】
また（図５２（ｂ））に示すようにプリズム板４９１と透明のはりあわせ板５２２とをは
りあわせる。もしくは一体として形成し、板状としてもよい。またはりあわせ板５２２を
ゲルもしくは樹脂を充填することにより代用してもよい。プリズム板４９１とはりあわせ
板５２２との屈折率とは異ならせる。プリズム板４９１の屈折率ｎ１は、はりあわせ板５
２２の屈折率ｎ２とはｎ１＞ｎ２とし、かつ、屈折率差Δｎ＝ｎ１－ｎ２は以下の関係を
満足させるようにする。
【０２１８】
【数１６】
０．０５≦Δｎ≦０．２
好ましくは、以下の関係を満足させるようにする。
【０２１９】
【数１７】
０．１≦Δｎ≦０．１５
また（図５２（ｃ））に図示したように、プリズム板４９１と平滑な平面板５２４間に樹
脂，液体，ゲル等の充填材５２３を充填した構造でもよい。この場合も充填材５２３の屈
折率をｎ２とし、前述の式に適合するようにすればよい。また、カラーフィルタ３５６は
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（図５２（ｃ））に示すように対向基板３５１もしくは、アレイ基板３５２間に配置もし
くは形成してもよい。この場合は、液晶層３５３とプリズム板４９１間に位置する基板の
厚みｔは、画素サイズをｄとしたとき（画素サイズが長方形の場合，ｄ＝（長辺＋短辺）
／２）、以下の関係を満足するようにする。
【０２２０】
【数１８】
０．５≦ｔ／ｄ≦３
好ましくは、さらに以下の関係を満足するようにする。
【０２２１】
【数１９】
０．８≦ｔ／ｄ≦２
また、プリズム板４９１はノコギリ歯状としたが、これに限定するものではなく、たとえ
ば（図５３（ａ））に示すように２つの斜面Ａ，Ｃを有するノコギリ歯状でもよい。当然
のことながらθ０の角度（ＤＥＧ．）は小さい方が望ましいが、θ０（ＤＥＧ．）は以下
の条件を満足すれば実用上支障がない。
【０２２２】
【数２０】
０°≦θ０≦４５°
さらに好ましくは、以下の関係を満足するようにする。
【０２２３】
【数２１】
０°≦θ０≦２０°
また、Ｃの部分には光吸収部５２１を形成しておくことかが望ましい。
【０２２４】
その他、（図５３（ｂ））に示すようにＡ，Ｂ，Ｃの３つの面を有するものでもよい。ま
たサインカーブ状，三角すい状，円すい状等を変形したものでもよい。また、ストライプ
状あるいは、３次元状の凹凸状に形成したものでもよい。
【０２２５】
（図５２）は斜面を表面にしたものであるが、これに限定するものではなく、（図５４）
に示すように斜面を表示パネル側に向け、平面を表面側としても同様の機能を実現できる
。
【０２２６】
（図５４）の変形例として、（図５５（ａ））に示すように空間に充填材５２３を充填し
てもよいし、また（図５２（ｃ））と同様に（図５５（ｂ））に示すように、平面板５２
４とプリズム板４９１との間にプリズム板４９１の屈折率よりも屈折率が大きい充填材５
２３を充填してもよい。
【０２２７】
（図４９）（図５４）等の実施例は、表示パネルが反射型の場合である。表示パネル１１
が透過型の場合にも、プリズム板４９１を用いて表示画像が白黒反転することを防止でき
る。
【０２２８】
（図５６）は画素電極３５６がＩＴＯ等の透明電極で形成された場合である。プリズム板
４９１の裏面には誘電体カラーフィルタ３５７が形成もしくは配置されている。表示パネ
ル１１に入射した光２６３ａは、液晶層３５３を通過し、プリズム板４９１で屈折し誘電
体カラーフィルタ３５７に入射する。この際入射角度が所定範囲にない場合、あるいは所
定波長範囲内にない場合は誘電体カラーフィルタ３５７を透過する透過光２６３ｃとなる
。誘電体カラーフィルタ３５７で反射した光はプリズム板４９１で屈曲し、反射光２６３
ｂとなる。このようにして入射光２６３ａは角度θの反射光２６３ａに変換される。
【０２２９】
なお、プリズム板４９１の裏面に誘電体カラーフィルタ３５７を形成もしくは配置すると
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したが、これに限定するものではなく、金属反射ミラーであってもよい。
【０２３０】
（図５６）は表示装置を反射型として用いたものであったが、（図５７）に示すように表
示装置を透過型としてもよい。その実施例を（図５７）に示す。（図５７）では表示パネ
ル１１入射側にプリズム板４９１を光結合層４９１を介して取りつけている。そのため、
入射光２６３ａはプリズム板４９１により角度θの透過光２６３ｂとなり表示パネルを出
射する。
【０２３１】
（図５８）は透過型表示パネル１１の出射面にプリズム板４９１を取り付けた構成である
。プリズム板４９１の裏面にカラーフィルタ３５６を形成している。（図５８）の構成で
も入射光２６３ａは角度θの出射光２６３ｂとなる。
【０２３２】
（図５９）はプリズム板４９１を有する表示装置において、発光素子１４と表示パネルと
を一体として構成である。発光素子１４は支持部５９１に取り付けられている。プリズム
板４９１と表示パネルとが一体となるようにプリズム板４９１の周辺部をエポキシ樹脂等
からなる封止樹脂で封止している。
【０２３３】
（図６０）に示すように、発光素子１４からの光２６３ａは、プリズム板４９１のＣ面よ
り入射し、Ａ面での角度θ１は臨界角以上であるので、全反射して光２６３ｂとなり、反
射電極３５４に入射する。反射光２６３ｃはプリズム４９１のＡ面で屈折してθ２の角度
をなす出射光２６３ｃとなる。以上のようにして、発光素子１４からの光は効率より表示
パネル１１の反射電極を照明する。
【０２３４】
以上の実施例はプリズム板４９１で入射光の方向を屈曲させるものであった。（図６１）
は反射電極３５４で入射光の方向を変化させるものである。（図６１）は、断面図（説明
図）である。
【０２３５】
反射電極３５４は、円弧状あるいは凹面状に形成されており、反射電極３５４はＡｌ，Ａ
ｇ等の金属反射膜で形成される。また反射電極３５４の表面は図示していないが、反射電
極３５４の変質等を防止するために、ＳｉＯ２，ＳｉＮＸ等の無機材料で被覆されている
。ＴＦＴ等のスイッチング素子４１６はアクリル樹脂，ウレタン樹脂等の絶縁膜４５１で
被覆され、絶縁膜４５１上に反射電極３５４ａが形成されている。反射電極３５４ａとＴ
ＦＴ４１６のドレイン端子とは接続部６１１で接続されている。
【０２３６】
反射電極３５４ａの形状（図６２）に示すように円弧状にすることが好ましい。（図６２
（ａ））は１つの反射電極３５４ａの平面図であり（図６２（ｂ））は（図６２（ａ））
のＡＡ’線での断面図、（図６２（ｃ））は（図６２（ａ））のＢＢ’線での断面図。（
図６２（ｄ））は（図６２（ａ））のＣＣ’線の断面図、（図６２（ｅ））は（図６２（
ａ））のＤＤ’線での断面図である。
【０２３７】
なお、（図６２）では反射電極３５４ａは円弧状としたが、（図６３（ａ））のように凹
面状としてもよい。また、（図６３（ｂ））のようにノコギリ歯状でもよい。また、（図
６３（ｂ））は反射電極３５４上に透明樹脂６３１でノコギリ歯状の凸部を形成したもの
である。
【０２３８】
（図６４）はノコギリ歯状等の凸部を有する反射電極３５４の製造方法の説明図である。
まず、ＴＦＴ等が形成されたアレイ基板３５２にアクリル樹脂あるいはＳｉＯ２等の膜６
４１を形成する。この膜６４１上にレジスト塗布する（図６４（ａ））。次にレジスト６
４２を現象してパターニングする。パターニングは（図６４（ｂ））で示すように６４２
ａが最もほそく、６４２ｄが太くなるようにかつ、レジスト間の間隔が徐々に変化してい
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るようにする（図６４（ｂ））。レジスト６４２間の間隔を変化させているため、エッチ
ング箇所は（図６４（ｃ））に示すように６４４ａが最も深くかつ広く、６４４ｄが最も
浅くかつ狭くなる。次に（図６４（ｄ））に示すようにレジスト膜６４２を除去する。そ
の後さらに膜６４１のエッチング液に浸せば、適度に角がエッチングされ（図６４（ｅ）
）のなめらかな傾斜を作製できる。その後、膜６４１上に反射膜６４３を蒸着することに
より反射電極を形成することができる（図６４（ｆ））。なお、反射膜６４３は膜６４１
との密着性を良好にするためＴｉ，Ｃｒ，ＡｇあるいはＴｉ，Ｃｒ，Ａｇ等の金属膜の複
層構造とすることが好ましい。
【０２３９】
膜６３１は（図６５（ａ））に示すようにノコギリ歯状、（図６５（ｂ））に示すように
台形状でもよい。また、（図６５（ａ））のように１つの反射電極３５４に対し、複数の
凸部を形成しても、（図６５（ｃ））のように１つの反射電極３５４に対し、１つの凸部
を形成してもよい。
【０２４０】
しかし、（図６１）の構成では課題が発生する。それは（図６１）のＡの部分に電界が印
加されにくく、ＰＤ液晶層が反射電極３５４に電圧が印加されても、白濁状態のままとな
る点である。そのため、光反射率が低下する。
【０２４１】
この課題に対処するための構成が（図６６）の構成である。反射膜６４３上にアクリル樹
脂等の透明材料からなる平坦化膜６３１を形成し、前記平坦化膜６３１上にＩＴＯからな
る透明画素電極３４５を形成したものである。透明画素電極３４５は複数の反射膜６４３
に対して１つでもよく、また１つの反射膜の凸部に対し、１つの画素電極３４５を配置し
てもよい。
【０２４２】
（図６６）のように形成することにより、（図６１）のＡで示したように電圧が印加され
にくい部分がなくなり良好な光変調が行える。また、平坦化膜６３１を形成しているため
画素電極３５４が平滑化され、液晶層３５３のギャップむらも発生しない。
【０２４３】
（図６６）に示すように反射膜６４３の基板３５２の法線となす角度θ（ＤＥＧ．）は以
下の条件を満足することが好ましい。
【０２４４】
【数２２】
６０°≦θ≦８５°
さらには、θ（ＤＥＧ．）は以下の条件を満足することが好ましい。
【０２４５】
【数２３】
７０°≦θ≦８５°
反射膜６４３と、画素電極３５４の配置状態は（図６７）に図示する構成が考えられる。
（図６７（ａ））はスイッチング素子４１６としてのＴＦＴのドレイン端子と画素電極３
５４とが直接接続部６１１ａで接続された構成である。反射膜６４３はどの電極とも接続
されておらず、フローティング状態である。（図６７（ｂ））はＴＦＴのドレイン端子と
反射膜６４３とが接続部６１１ａで接続され、さらに、反射膜６４３と画素電極３５４と
が接続部６１１ｂで接続された構成である。ただし、反射膜６４３がＡｌの場合、ＩＴＯ
のＡｌとは電池反応するため、Ｃｒ，Ｔｉあるいはカーボン等の導電体物質を介在させ電
気的に接続する。（図６３（ｃ））は変形例であって、反射膜６４３上に直接ＩＴＯ等の
透明材料６７１を積層させ、かつ透明材料６７１で反射膜６４３を平滑化したものである
。なお、この場合もＩＴＯ６７１と反射膜６４３とが電池となることを防止するため、反
射膜６４３と透明導電体（ＩＴＯ）６７１間は絶縁膜等と分離しておく。
【０２４６】
なお、反射膜６４３は導電体材料からなる反射膜としたが、たとえば（図６７（ａ）ある



(37) JP 4386989 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

いは（図６７（ｃ））の場合等は反射膜６４３は導電性である必要ない。たとえば誘電体
多層膜からなる誘電体ミラーとしてもよい。
【０２４７】
（図６６）の構成は反射膜６４３上に画素電極３５４を形成することにより液晶層３５３
全域に均一に電界が印加されるようにしたものである。他の実施例として、（図６８）の
ように基板３５１と３５２の両方にノコギリ波状の電極を形成することによっても目的は
達することができる。（図６６）は対向基板３５１にカラーフィルタ３５６で凸部を形成
したものである。この凸部上に対向電極３５５を形成している。当然のことながら、他の
透明樹脂，無機材料等で凸部を形成し、この凸部上にカラーフィルタ３５６を形成しても
よい。（図６８）の実施例では反射膜を反射電極３５４としている。この（図６６）の構
成では液晶層３５３の膜厚は同一膜圧となるため液晶層に均一な電界が印加される。
【０２４８】
（図６１）（図６４）（図６８）のように周期的な反射膜６３４凹凸の形成すると、回折
現象が発生して光変調効率を低下させたり、回折像が発生して画像のにじみ等が発生する
ことがある。この課題に対応するため、画素２０１Ｒ，２０１Ｇとの凸部の周期を変化さ
せる。（図６９（ａ））のＡＡ’線での断面図を（図６９（ｂ））に示し、（図６９（ａ
））のＢＢ’線の断面図を（図６９（ｃ））に示す。つまり、隣接した画素間で反射膜６
３４のくりかえし同期が同相（周期が一致しない）とならないようにしている。このため
、回折が発生しにくくなっている。またモアレ等も発生しにくい。
【０２４９】
（図６９）の構成では凸部の周期が隣接した画素２０１間で９０度位相をずらしているが
、これに限定するものではなく、画素２０１Ｒ，２０１Ｇ，２０１Ｂで少しずつ（たとえ
ば１／３周期ずつ等）ずらせてもよい。また、ランダムにずらせてもよい。また、（図６
９）では縦長方向に凸部を形成しているが、（図７０ａｂ）のように横方向に凸部を形成
してもよい（図７０のＡＡ’断面参照）。この（図７０）の構成では、入射光は両面の左
右方向に反射する。
（実施の形態８）
以上のように（図６１）（図６４）（図６８）の実施例では反射膜６３４により強制的に
入射光の反射方向を変化させて、表示画像の白黒反転の現像を防止する構成であった。（
図７１）は所定角度の入射光のみを反射し、範囲外の入射光を透過させることにより表示
画像の白黒反転現象を防止するものである。
【０２５０】
（図７１）は本発明の表示パネルの断面図である。（図７１）において樹脂からなる光吸
収型のカラーフィルタ３５６が対向電極３５５に形成されている。一方、アレイ基板３５
２には誘電体多層膜からなるカラーフィルタ３５７（誘電体カラーフィルタ）から形成さ
れている。また誘電体カラーフィルタ３５７上にＩＴＯ等の透明電極からなる画素電極３
５４が形成されている。なお、以後、説明を容易にするためＧ光についてのみ説明する。
しかし、他の色光についても同様である。
【０２５１】
（図７２）に示すように入射光２６３ａは樹脂カラーフィルタ３５６Ｇに入射し、Ｇ光以
外の光は吸収されてＧ光の帯域の光のみが液晶層３５３および画素電極３５４にθ１の角
度に入射する。今、説明を容易にするためθ１の角度で入射したとき誘電体カラーフィル
タ３５７Ｇの分光反射率を（図７３）の実線で示す。入射光の角度により分光分布が異な
るのは、誘電体層に斜めに入射すると誘電体層中の光路長が長く、特性が長波長側にシフ
トするからである。逆に入射光が垂直に入射すると光路長が短くなり、特性が短波長側に
シフトするからである。つまり誘電体カラーフィルタ３５７は入射光の角度により分光反
射率分布が変化する。
【０２５２】
本発明は入射光２６３の入射角度により誘電体カラーフィルタの反射率（反射分布）が異
なることを利用したものである。一方、樹脂カラーフィルタ３５４は入射光により分光分
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布がシフトするということはない（透過率が異なる）。本発明はこの性質を利用し、樹脂
カラーフィルタ３５４で帯域制限をし、入射角が所定角度以内のときは誘電体カラーフィ
ルタ３５７Ｒ，３５７Ｇ，３５７Ｂの特性は各入射する光の波長に応じて形成されている
。
【０２５３】
入射光２６３ｃは画素電極３５４にθ２の角度で入射し、誘電体カラーフィルタ３５７Ｇ
の反射率は（図７３）の実線であるから良好にＧ帯域の光は反射されて反射光２６３ｄと
なる。入射光２６３ａはθ１の角度で入射し、その時の誘電体カラーフィルタ３５７Ｇは
点線で示されるから、Ｇ帯域の光のほとんどは透過してしまう。このようにして所定範囲
で入射する光は透過してしまうため表示画像の白黒が反転するという現象は制御される。
また誘電体カラーフィルタ３５７と樹脂カラーフィルタ３５４とで入射光の帯域制限をす
るため色純度が向上する。
【０２５４】
（図７４）はマイクロレンズ３６１を用いて所定角度以内に入射する光は遮光し、表示画
像の白黒反転を防止するものである。携帯型の表示装置（モバイル（携帯）機器）では、
外光で画像を表示する。この外光は非常に平行性が良い場合が多い。たとえば、太陽光は
虫メガネで集光できるように平行度が高い光線であり、また、室内光も天井の高い位置に
蛍光灯が取りつけられているため平行度が高い。そのためレンズ等を用いて蛍光灯の像を
結像させることができる。したがって、マイクロレンズ３６１は外光により焦点を結ばせ
ることができる。
【０２５５】
（図７４）においてマイクロレンズ３６１は外光を集光し、集光した光は反射電極３５４
で反射して、遮光膜７４１で焦点を結ぶように構成されている。遮光膜７４１は（図３６
）の光吸収膜３６３と同様の材料からなる膜あるいは板、あるいはＣｒ，Ａｌなどの金属
薄膜あるいは板もしくは光散乱性の物質等で構成される。
【０２５６】
（図７５（ａ））に示すように表示パネル１１に垂直に近い入射角度θ１で入射する光２
６３ａはマイクロレンズ３６１で集光され、その焦点は丁度、光吸収膜７４１に入射して
吸収される。そのため表示パネル１１から出射されることはない。一方、（図７５（ｂ）
）に示すように所定の角度θ２以上で入射する光２６３ａは反射電極３５４で反射し、そ
の焦点は光吸収膜７４１以外のところにある。そのため反射光２６３ｂは表示パネルから
出射する。また、ＰＤ液晶層が散乱状態のときは、マイクロレンズ３６１で集光されるこ
となくランダムに散乱される。そのため、一部は光吸収膜７４１で吸収されるがそのほと
んどは表示パネルから出射し、観察者の眼に到達する。
【０２５７】
なお、（図７５（ｂ））で明らかなようにマイクロレンズの中心位置Ｐ１と画素の中心位
置Ｐ２とは距離Ｌだけ偏差がある（図７６参照）。この距離Ｌはマイクロレンズの形成位
置から反射電極３５４までの距離ｔとの関係が、以下の範囲におさまるように定める必要
がある。
【０２５８】
【数２４】
２≦ｔ／Ｌ≦３０
さらに好ましくは以下の条件を満足する必要がある。
【０２５９】
【数２５】
５≦ｔ／Ｌ≦２０
ＮＷモードにおいて、ＰＤ液晶表示パネル等の散乱－透過状態の変化として光学像を形成
する表示パネルの場合が、液晶３５５が透明状態の時、黒表示にする必要がある。この黒
表示では反射電極３５４で正反射した光が観察者の眼に直接入射しないようにする必要が
ある。（図７５）に示す実施例では、直接眼に入射する光は遮光膜７４１で遮光するから
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、表示画像の白黒反転現象は生じない。
【０２６０】
遮光膜７４１は反射光２６３ｂ観察者の眼に直接入射しないようにするものであるから、
すりガラスあるいはオパールガラス、あるいはＴｉを分散させた膜等の光散乱性を有する
ものでもよいことは言うまでもない。また、遮光膜７４１はマイクロレンズ３６１の光集
光部を遮光するようにすればよいから、焦点位置に限定するものではなく、その近傍であ
ればどこでもよい。また遮光膜７４１はマイクロレンズ基板３６２に形成せずともよい。
たとえば別の基板に形成し、マイクロレンズ基板３６２あるいは対向基板３５１もしくは
、アレイ基板３５２と接着等してもよい。また、遮光膜７４１は液晶層３５３が変調する
光に対し、補色となる色素、染料を含むものでもよい。
【０２６１】
遮光膜７４１は（図７７（ａ）に示すようにマイクロレンズ３６１の一部を帯状に遮光す
る形成（もしくは配置）してもよく、また、（図７７（ｂ））に示すようにマイクロレン
ズ３６１の光入射領域以外に遮光膜７４１を形成（もしくは配置）してもよい。また、（
図７７（ｃ））に示すようにマイクロレンズ３６１の中心部を含む領域から遮光膜７４１
を形成（もしくは配置）してもよく、（図７７（ｄ））に示すようにマイクロレンズ３６
１の一部に形成（もしくは配置）してもよい。
【０２６２】
（図７４）の構成はマイクロレンズ３６１は凸レンズの場合であったが、（図７８）のよ
うに凹レンズ３６１ａとしてもよい。この場合は、マイクロレンズ３６１ａの周辺部に光
吸収膜７４１で吸収される。また、入射光２６３ａの角度が大きい場合は光吸収膜７４１
で吸収されず表示パネル１１から出射される。
【０２６３】
その他、（図７９）のように反射電極３５４上にＩＴＯ等の透明導電性材料からなる凸レ
ンズまたは凹レンズ３６１ｂを形成し、対向基板３５１の表面等に光吸収膜７４１を形成
する構成でもよい。なお、ＩＴＯ等でレンズ３６１ｂを形成する場合は、該レンズ３６１
ｂと反射電極３５４のＡｌ膜とは絶縁材料４５１で絶縁しておくことが好ましい。
【０２６４】
また、入射光２６３を拡散させる目的であれば、（図８０）に示すように反射電極３５４
上にＩＴＯからなる２次元もしくは３次元状の回折格子８０１ａを形成してもよい（図８
０（ａ））。もしくは、対向電極３５５上に回折格子８０１ｂを形成してもよい。（図８
０）に示す実施の形態の特性は、ＩＴＯ等の透明でかつ導電性材料で回折格子８０１を形
成することにより、液晶層３５３に均一に電界が印加されるようにし、かつ、回折格子８
０１で入射光もしくは反射光が遮光されることがなく、かつ良好に光拡散するようにした
ことである。回折格子８０１の材料、構成については（図１６７）と同様にすればよい。
【０２６５】
なお、以上の本発明の表示パネル、表示装置の実施例において主として対向基板３５１に
カラーフィルタ３５６，３５７を形成するとしたが、これに限定するものではなく、（図
８２）に示すように誘電体カラーフィルタ３５７もしくは、樹脂カラーフィルタ３５６上
にＩＴＯからなる画素電極３５４を形成してもよいことは言うまでもない。また、（図８
２）に示すように透明電極８２１となるＩＴＯとＳｉＯ２等の誘電体薄膜とを積層して反
射電極を構成するとともに、画素電極もしくは対向電極としてもよい。
【０２６６】
（図６６）などは画素電極の下層に反射膜６４３が配置または形成された構成であるが、
反射膜６４３部は（図１６７）に示すように回折格子８０１としてもよい。
【０２６７】
（図１６７）は本発明の液晶表示パネルの断面図である。ただし、図面はモデル的に描い
ている。アレイ基板３５２上回折格子８０１が形成され、前記回折格子８０１上に反射膜
６４３が形成されている。図１６７では回折格子８０１は矩形状に図示したがこれに限定
するものではなく、三角形状、サインカーブ状、台形状のいずれであってもよい。また、



(40) JP 4386989 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

一次元回折格子だけでなく、２次元回折格子でも良い。回折格子のピッチの一例として０
．５μｍ以上２０μｍ以下の範囲が好ましい。さらには１．５以上１０μｍ以下の範囲が
好ましい。また、高さは０．５μｍ以上８μｍ以下の範囲が好ましく、さらには１μｍ以
上５μｍ以下の範囲が好ましい。
【０２６８】
また、画素電極３５４は（図１６７（ｂ））で示すように微小な凹または凸もしくは凹凸
１６７２を形成しておくとよい。凹凸の高さは０．５μｍ以上２μｍ以下とする。さらに
好ましくは、０．８μｍ以上１．５μｍ以下とする。このように微細な凹凸１６７２を形
成することのより、入射した光の方向が適度に屈折され視野角が広くなる。なお、微小凹
凸３５４は（図１６７）の反射膜６４３に形成してよい。また、（図６６）などの表示パ
ネルの反射膜６４３に形成してもよいし、（図５４）などの反射電極３５４に形成しても
よい。また、微小凹凸１６７２を微小な拡散点とすることにより更に視野角などの改善効
果が得られる。
【０２６９】
回折格子の材料としてはＳｉＯｘ、ＳｉＮｘ、ＴａＯｘ、ガラス系物質などの無機物質、
レジストとして用いられる材料、ポリイミド、アクリル系樹脂などの有機物質などが例示
される。材料の選定としては透明膜６３１の屈折率に対応して決める。透明膜６３１の屈
折率は１．４５～１．５５、回折格子の屈折率は１．４５～１．５５のものがよく用いら
れる。
【０２７０】
回折格子８０１の形成材料としては、現状の無機材料としては、プロセス上形成・加工が
容易なＳｉＯ2が適している。ＳｉＯ2の屈折率は通常１．４５～１．５０程度である。ま
た、形成方法としてはＳｉＯ2を蒸着後、パターンマスクを形成しエッチングすればよい
。あるいはガラス基板３５２あるいは３５１をフォトリソグラフティとドライエッチング
の手法を用い直接に回折格子８０１を形成しても良い。また、有機材料としては液晶層３
５３に用いるものと同一の透明なポリマーを用いるのが最適である。また、通常の半導体
の製造に用いるレジスト材料なども用いることができる。上記のような材料を用いた回折
格子８０１の形成方法としては、ロールクォーターあるいはスピンナー等で基板上に塗布
し、パターンマスクを用いて必要な部分のみ重合するなどすればよい。また、ポリマー＋
ドーパントからからなる感光性樹脂を基板にスピンコートし、パターンマスクを介して露
光したのち、減圧加熱によりドーパントを昇華させる方式でドライ現像する方法もある。
【０２７１】
回折格子８０１のピッチ、高さは変調する光の波長、液晶層３５３の屈折率及び光学系の
光の指向性および必要とする回折効率などによりかなり異なる。従って、ピッチｐ・高さ
は光学系の光の指向性、回折角度、波長により決定すべきである。しかし回折格子８０１
形成上のプロセス条件などに左右されることも多い。およそピッチは１μｍ～１５μｍで
あり、中でも１μｍ～１０μｍが最適である。これは本発明の液晶表示パネルを液晶投写
型テレビに用いる際の投写レンズのＦ値を考慮して定めるべきである。およそＦ値が５．
０のときピッチは５μｍ以下、７．０のときピッチは８μｍ以下に設定する。なお、プロ
セス上、回折格子８０１の形状はサインカーブ状あるいは台形状となることが多い。
【０２７２】
高さは、回折効率に大きく依存する。高さは０次光を０にしようとすると１～４μｍ必要
である。しかし、通常、０次光を完全に０にする必要はなく、回折効率が４０～７０％で
よいから高さは２～３μｍでよい。
【０２７３】
なお、回折格子８０１は透過型であってもよい。また、回折格子８０１の下層あるいは基
板３５２が空気と接する面に反射膜を形成または配置してもよい。これらの回折格子８０
１に関する事項／内容は（図８０）の本発明の表示パネルあるいは表示装置についても同
様である。
【０２７４】
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光変調層３５３はＴＮ液晶、ＰＤ液晶あるいはＰＬＺＴなどのいずれの種類光変調材料で
形成してよいが、ここでは説明を容易にするため光変調層３５３はＰＤ液晶であるとして
（図１６８）を用いて説明する。（図１６８（ａ））は、ＰＤ液晶層３５３に電圧が印加
され、透明状態である場合である。この場合は液晶層３５３に入射した光２６３ａは液晶
層３５３、画素電極３５４を透過し、回折格子８０１で回折される。したがって、（図５
０）で説明したような、反射光が直接に観察者の眼３２２ｂに入射することはない。
【０２７５】
（図１６８（ａ））はＰＤ液晶層３５３が散乱状態の場合である。散乱状態の場合は入射
した光２６３ｂは液晶層３５３で散乱され、散乱光２６３ｂとなる。したがって、入射光
２６３ａは回折されることはない。散乱光２６３ｂはノーマリホワイトモードの場合、観
察者は白表示として認識する。
【０２７６】
以上のように、画素電極３５３の下層に回折格子８０１を形成することにより、反射光が
直接に観察者の眼に到達する割合は大幅に減少する。そのため、視野角の広い高コントラ
クト表示を実現できる。
（実施の形態９）
以上の実施例は、外光で画像表示を行う構成について説明をした。しかし、全く外光がな
い場合は発光体、発光素子をもちいて表示パネルを照明する必要がある。
【０２７７】
（図８３）はバックライト１２により液晶層３５３を照明する構成である。（図８３）の
特徴は反射型の表示パネルにおいて、反射電極３５４のすきまからバックライト１２の光
を液晶層３５３に入射させ照明することである。
【０２７８】
バックライト１２の表面にはストライプ状に反射膜３４３が形成されている。反射膜３４
３間には開口部４６２があり、この開口部４６２を焦点位置とするマイクロレンズ３６１
が配置されている。マイクロレンズ３６１はカマボコレンズ状（ストライプ状）である。
なお、マイクロレンズ３６１がドット状の場合は、当然のことながら反射膜３４３はドッ
ト状の開口部４６２を有する構成にする。この開口部４６２をドット状のマイクロレンズ
３６１の焦点位置とする。
【０２７９】
マイクロレンズアレイ３６２は反射電極３５４が形成された基板３５２に接着されている
。またマイクロレンズ３６２の焦点位置は反射電極３５４間の光入射部８３２より入射す
る。このように画像表示に無効な領域（反射電極間）からバックライト１２の光を入射さ
せることにより画素開口率は低下せず、かつ良好に反射電極３５４を照明できるようにな
る。
【０２８０】
光入射部８３２から入射した光は反射ブラックマトリックス（反射ＢＭ）８３１で反射さ
れ反射電極３５４を照明する。反射ＢＭ８３１はＡｇ，Ａｌ等の反射率の高い金属薄膜で
形成することが好ましい。反射ＢＭ８３１は反射電極３５４を照明するとともに、（図８
３）のＡ方向から見たとき、反射電極３５４間から光ぬけが発生することを防止する機能
を有する。
【０２８１】
このように光入射部８３２から光を入射させることにより、外光が全くない場合でも反射
電極を照明することができ、またバックライト１２の光利用効率も高くできる。なお、反
射ＢＭ８３１は光拡散材などの光を拡散させる材料で構成してもよい。あるいは誘電体ミ
ラーで構成してもよい。
【０２８２】
（図８３）に示す実施の形態の作用は、（図８４（ａ））に示すように、反射膜３４３間
の開口部４６２から入射光２６３ａが入射し、レンズ３６１で集光２６３ｂされて反射Ｂ
Ｍ８３１で反射されて、反射光２６３ｃとなり反射電極３５４を照明するものであった。
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しかし、（図８４（ｂ））に示すようにマイクロレンズ３６１がなくとも、バックライト
１２からの光２６３ｂを集光することなく、光吸収部８３２から入射させ、反射ＢＭ８３
１で反射させて反射光２６３ｃとしてもよい。（図８４（ｂ））の構成はバックライトの
光利用効率は低下する方向にあるが、マイクロレンズアレイ３６２が不要で低コスト化を
実現できる。
【０２８３】
マイクロレンズ３６１ａはカマボコ型のものを用いるとしたが、配置は（図８５）に示す
ように光入射部８３２下に形成（配置）すればよい。また、（図８５（ｂ））に示すよう
にカマボコ型のマイクロレンズ３６１ａ，３６２ｂを交差させて配置してもよい。
【０２８４】
また、反射ＢＭ８３１（図８６）に示すようにくさび状もしくは、三角すい状等の凸部６
３１上に形成してもよい。入射光２６３ａは反射ＢＭ８３１で反射され反射光２６３ｂと
なり反射電極３５４ａを効率よく照明する。また、（図８７）に示すように反射ＢＭ８３
１上に凸レンズもしくは凹レンズ８３１を形成し、入射光を屈曲させて反射電極３５４を
照明してもよい。また、（図８８）に示すように画素電極３５４上にカラーフィルタ３５
６を形成し、かつ、反射ＢＭ８３１上に平坦化膜４５１を形成してその上に対向電極を形
成してもよい。このように反射ＢＭ８３１と対向電極３５５とを平坦化膜４５１で絶縁す
るのは、対向電極３５５のＩＴＯと反射ＢＭ８３１のＡｌ薄膜とが接触して電池となるの
を防止するとともに、反射ＢＭ８３１の形成による凹凸を軽減するためである。
【０２８５】
その他の構成として、（図８９）のように反射電極３５４間８３２に光拡散層もしくは光
拡散膜８９１を形成もしくは配置してもよい。光拡散層８９１に入射した光２６３は散乱
することにより反射電極３５４を照明する。もちろんあわせて反射ＢＭ８３１を形成して
もよい。
【０２８６】
光拡散層８９１は、ＰＤ液晶を常散乱状態とすることにより、あるいはアクリル樹脂等に
酸化Ｔｉ等の金属微粒子を分散させることにより、あるいは異種の屈折率材料を混合させ
ることにより形成する。
【０２８７】
なお、これまでの実施例において液晶層３５３はＰＤ液晶層とすることが好ましいが、散
乱性の光変調層として動的散乱モード（ＤＳＭ）、強誘電液晶を厚く形成したもの、ＰＬ
ＺＴなどがある。その他ＳＴＮ，ＴＮ液晶などでもよい。
【０２８８】
（図８３）等の実施例では（図９０（ａ）に示すように反射電極３５４間からバックライ
トの光を入射させるとしたが、これに限定するものではなく、（図９０（ｂ））に示すよ
うに反射電極３５４の中央部等に透明電極等により光入射部８３２を形成し、この光入射
部８３２から光を入射させてもよい。また、（図９０（ｃ））に示すように中央部に円状
の透明部を形成し、この部分から入射光を入射してもよい。
【０２８９】
（図６１）（図６６）などの反射型表示パネルは、図の点線で示すように、裏面にバック
ライト（光発生手段／照明装置）１５（１２）を配置することにより、バックライトから
の光で画像を表示させることができる。この構成の場合は光吸収シート３６４は取り除く
。バックライト１５から放射された光２６３ａは反射膜６４３の裏面で反射し反射光２６
３ｂとなり、反射膜と反射膜との隙間より出射し、今度は反射膜６４３の表面で反射して
反射光２６３ｃとなる。反射膜６４３の両面は良好な反射面に形成されているからである
。反射光２６３ｃは、液晶層３５３が透明状態の時はそのまま対向基板３５１から出射し
、黒表示となる。液晶層３５３が散乱状態の時は散乱し、白表示となる。
【０２９０】
この構成では、それぞれ隣り合った反射膜６４３の隙間を利用して液晶層３５３に光を入
射させるために開口率を低下させることもなく、また、フロントライト方式を用いる必要
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がなくなる。なお、バックライトはキセノンランプなどを用いる照明光学系を採用しても
よい。したがって、投射型表示装置、ビューファインダにも用いることができる。また、
（図６６）に示す反射型画素の隙間を用いて照明する方式は（図６６）（図６８）（図７
１）（図１０２）の構成に用いてもよい。
【０２９１】
なお、反射膜６４３は完全に反射ではなく、半透過状態でもよい。例えば、反射膜６４３
の反射率が７０％で透過率を３０％とする構成が例示される。
【０２９２】
たとえば、（図９０（ｃ））の構成の断面図は（図９１（ａ））のようになる。透明電極
８２１上に反射電極３４３が形成されている。光入射部８３２上に反射ＢＭ８３２が形成
されている。（図９１（ｂ））は（図９０（ａ））の構成に加えて対向電極３５５にカラ
ーフィルタ３５６が形成された実施例である。
【０２９３】
また、（図８３）等の実施例ではバックライト１２からの光で照射するとしたが、バック
ライトとは光発生物と考えるべきである。一般的な面発光バックライトの他電球や、ＬＥ
Ｄバックライトまたは外光をミラーでおりまげて導入したもの等も含まれる。
【０２９４】
（図９２（ａ））のようにＲ画素が３５４Ｒ，３５４Ｇ，３５４Ｂのストライプ状の場合
も光入射部８３２から光を入射させればよいし、（図９２（ｂ））のように反射電極３５
４の中央部に透明部を形成して光入射部８３２を形成してもよい。また（図９２（ｃ））
のように縦方向に光入射部８３２ａを形成し、かつ横方向に光入射部８３２ｂを形成して
もよい。
【０２９５】
なお、（図９３）のように反射電極３４３上に凸部６３１を形成し、かつ凸部６３１上に
透明電極８２１を形成することにより、光変調効率を向上させることができる。
【０２９６】
反射電極３６３は、（図９４）に示すように透明画素電極８２１上に絶縁膜４５１を形成
し、その絶縁膜４５１上に形成してもよい。（図９４）に示す構成の等価回路は（図９５
）のようになる。反射電極３６３が形成された部分は、誘電体層として４５１と液晶層３
５３の２つが形成され、２つのコンデンサ９５１ａ，９５１ｂが形成される。一方透明電
極８２１上に液晶層３５３のみであるから１つのコンデンサ９５１ｃが形成される。した
がって、反射電極３６３が形成された部分は誘電体４５１と液晶層３５３で印加電圧が分
圧される。分圧された箇所の液晶層３５３には電圧が印加されにくくなる。
【０２９７】
この状態を図示すると（図９６）のようになる。図中の液晶層３５３において、透明電極
８２１上のＣの部分は最も強く電圧が印加される。反射電極３６３上のＡの部分は、前記
Ｃの部分よりも弱い電圧が印加される。Ｂの部分はＣとＡの中間程度の電圧が印加される
。したがって、ＣとＡの部分では液晶配向状態が異なるようになるから、視野角の拡大が
実現できる。
【０２９８】
また、反射電極３６３と透明電極８２１とはそれぞれ異なるスイッチング素子に接続して
もよい。なお、以下の実施例において反射電極３６３と透明電極８２１として説明するが
、これに限定するものではなく、２つの電極とも反射電極あるいは透明電極であってもよ
い。
【０２９９】
（図９７）に示すように透明電極８２１はＴＦＴ４１６ａに接続され、ＴＦＴ４１６ａの
ドレイン端子には、ＴＦＴ４１６ａのソース端子と接続されている。ＴＦＴ４１６ｂのド
レイン端子には反射電極３６３が接続されている。ＴＦＴ４１６ａはＴＦＴ４１６ｂより
もＷ／Ｌ（チャンネル幅／チャンネル長）が大きい。そのためＴＦＴ４１６ａのオフリー
ク量はＴＦＴ４１６ｂよりも大きい。またＴＦＴ４１６ｂはＴＦＴ４１６ａのドレイン端
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子に接続されているため（直列接続）ＴＦＴ４１６ｂはオフリーク量が少ない。したがっ
て、反射電極３６３上の液晶層３５３は１フィールドの間十分な電圧が印加される。透明
電極８２１上の液晶層８２１はＴＦＴ４１６ａがリークするため１フィールド間に印加さ
れる実効電圧が小さくなる。そのため、実効電圧が異なる２つの液晶層が生じるため視野
角が大きくすることができる。もちろんのことながら、ＴＦＴ４１６ａのＷ／ＬをＴＦＴ
４１６ｂのＷ／Ｌよりも小さくしてもよい。本方式は、複数のＴＦＴ４１６のリーク電流
の量を異ならせることにより、２つの画素電極に印加される実効電圧を変化させるもので
あればよいからである。
【０３００】
（図９７（ａ））は２つのＴＦＴ４１６ａ，４１６ｂのゲート端子を同一ゲート信号線４
１５に接続したものであるが、（図９７（ｂ））のように異なるゲート端子に接続しても
よい。また（図９７（ｃ））のようにＴＦＴ４１６ｂを形成せず、コンデンサ９５１によ
って電極３６３に電圧を印加できるように構成してもよい。
【０３０１】
（図９７（ａ）（ｂ））はＴＦＴを直列接続した構成であるが、（図９８（ａ））に示す
ようにＴＦＴ４１６を並列にしてそれぞれ別の電極（８２１，３６３）に接続してもよい
。また（図９８（ｂ））のように接続してもよい。
【０３０２】
なお、透明電極８２１と反射電極３６３とは（図９９（ａ））に示すようにくし型に組み
合わせてもよいし、また（図９９（ｂ））のように同心円状に組み合わせてもよい。反射
電極３６３と透明電極８２１とは重ねて形成する必要はなく、（図１００（ａ）（ｂ））
のように反射電極３６３と透明電極８２１が重さならないように形成してもよいし、また
、１つの画素に反射電極３６３、あるいは透明電極８２１を複数形成してもよい。
【０３０３】
なお、以上の実施例では反射電極３６３、透明電極８２１としたが、これに限定するもの
ではなく、両方が反射電極、両方が透明電極とおきかえてもよい。
【０３０４】
（図１０１）の実施例は対向基板３５１およびアレイ基板３５２の両方に反射電極（反射
膜）を形成し、Ａ方向からもＢ方向からも表示画像を見えるようにした構成である。
【０３０５】
対向基板３５１の対向電極３５５上に絶縁膜４５１を形成し、その上にＡｌからなる反射
膜３６３ｂを形成している。また、アレイ基板３５２には透明画素電極８２１上に絶縁膜
４５１を形成しその上に反射膜３６３ａを形成している。Ｂ方向から見たとき反射膜３６
３ｂが見えるようにＡ方向からみたとき反射膜３６３ａが見えるようにしている。そのた
め、反射型の表示パネルでありながら、Ａ方向からもＢ方向からも表示画像が見える。反
射膜３６３はドット状、あるいはストライプ状に形成される。
【０３０６】
（図１０２）は（図１０１）に加えて三角状あるいは円弧状の凸部６３１上に反射膜３６
３を形成したものである。このように形成すれば入射光の角度が曲げられ、より良好に表
示画像を見られる範囲が広がる。また、（図１０３（ａ））は（図１０２）の凸部６３１
の角度を変化させたものである。
【０３０７】
（図１０３（ｂ））はマイクロレンズ３６１の焦点位置に反射膜３６３を配置した実施例
である。マイクロレンズ３６１ａは入射光２６３ａを集光する。集光した光は反射膜３６
３ａで反射する。マイクロレンズ３６１ｂは入射光２６３ｂを集光し、集光した光は反射
膜３６３ｂで反射する。このように構成することにより入射光はすべて反射膜３６３では
反射されるようになるから、開口率が向上する。
【０３０８】
（図８３）（図８６）（図９４）（図１０１）（図１０３）などで説明した透過型あるい
は反射と透過の両方のモードで画像を表示する表示装置／表示パネルには（図１２４）の
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光路制御板１２４２あるいは（図２６）の反射鏡２６１の原理あるいは方式を応用してバ
ックライト部（パネルの照明部）を構成することにより良好な指向性の画像表示を行うこ
とができる。この説明図を（図１７６）に示す。（図１７６）のように光の方向を制御す
るのは（図４８）などで説明したように観察者の眼に直接入射する光を抑制するためであ
る。この現象は特にＰＤ液晶の場合に問題になることが多い。
【０３０９】
（図１７６）はバックライト１５の光出射側に光路制御板１２４２を配置した指向制御部
１２４３の構成例である。光路制御板１２４２またはミラー２６１は透明樹脂内に埋め込
まれている。これらの制御板などは画素行方向に配置されている。つまり、画面の上下に
指向性があるように構成されている。光路制御板１２４２は樹脂内に封止されている例を
例示しているが、これに限定するものではなく空洞中に配置されていてもよい。指向制御
部１２４３は表示パネル１１と光結合剤１２２でオプティカルカップリングされている。
【０３１０】
光路制御板１２４２は１ｍｍ以上１０ｍｍ以下の間隔で配置される。制御板１２４２はバ
ックライト１５などからの光を（図１７６）に示す光路２６３のように斜め方向の光を出
射する。そのため、表示パネル１１の液晶層３５３が光透過状態の時は、光２６３は光変
調層を通過し表示パネルを出射する。したがって、観察者の眼に直接入射することはない
。光変調層３５３が散乱状態の時は光２６３は散乱し、白表示となる。
【０３１１】
指向制御部１２４３の代わりに（図１７７）に示すようにプリズム板４９１を表示パネル
１１の裏面に配置してもよい。プリズム板４９１はバックライト１５とオプティカルカッ
プリングさせる。プリズム板４９１を用いても表示パネル１１に入射する光は斜め方向（
図１７７の光路２６３参照）に入射させることができる。
（実施の形態１０）
以上に説明した表示パネルは本発明の表示装置等にすべて用いることができる。以下図面
を参照しながら本発明の表示装置について順次説明をする。
【０３１２】
（図１０４）は本発明の映像装置としての液晶モニタ（液晶テレビ）の説明図である。本
発明の液晶モニタは２つの表示領域をつなぎあわせて、１つの、あるいは疑似的に１つの
表示領域として用いることを目的としたものである。
【０３１３】
（図１０４（ａ））は液晶モニタを正面から見た図であり、（図１０４（ｂ））は側面か
ら見た図である。（図１０４（ａ））に示すように、表示パネル１１は右側に寄せて取り
つけられたような構成となっている。つまり左側にはパネルカバー１０４９があるが、右
側は好ましくはその端部まで画像表示領域６１である。もちろんパネル１１の端部を保膜
する緩衝材を配置してもよい。
【０３１４】
表示パネルが取り付けられたパネルカバー１０４９は、保持台１０４１に取り付け部１０
４３を介して、取りつけネジ１０４４で取り付けられている。保持台１０４１には、電源
オンオフスイッチ，クロックの位相スイッチ等の制御ボタン１０４２が取り付けられてい
る。また、パネルカバー１０４９は取り付けネジ１０４４で容易に取りはずすことができ
、取りはずした表示パネル１１は、その上下の向きを逆にして保持台１０４１に取り付け
ることができる。また、逆むきに取り付けたとき、画面の走査方向は自動的に逆向きとす
るため、判別スイッチが別途設けられている。また、必要に応じて逆走査スイッチを制御
スイッチ１０４２として配置しておく。また、取りつけネジ１０４４を用いず、保持台１
０４１とパネルカバー１０４９をはめこみ式としてもよい。つまり容易に取りはずしがで
きる構造のものであれば何でもよい。
【０３１５】
パネルカバー１０４９を上下逆転させて取りつけることが容易なように、パネルカバー１
０４９からＬＶＤＳなどのパネルリンクコネクタ１０４５、バックライトなどに電源を供
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給するバックライトコネクタ１０４６が付加されており、これらのコネクタを保持台１０
４１に差しこめるようになっている。なお、パネルリンクコネクタ１０４５はＬＶＤＳ方
式の差動信号が伝送されるコネクタであり、このコネクタを介してデジタル化された映像
信号が表示パネル１１に供給される。またバックライトコネクタ１１１６は、バックライ
トを構成する蛍光管および表示パネル１１に電源を供給するコネクタである。
【０３１６】
保持台１０４１には、電源コネクタ１０４８とアナログ映像信号を入力するＶＧＡコネク
タ１０４７が配置されている。保持台１０４１内にアナログ映像信号をＡ／Ｄ変換してデ
ジタル信号とする回路および映像信号および定電圧電源回路が配置されている。
【０３１７】
表示パネル１１は、（図１０５）に示すようにパネルカバー１０４９ａ内に配置されてい
る。（図１０５）は、説明を容易にするために、本発明の液晶モニタを２台並列に並べた
ところを示している。表示パネル１１は表示領域の中央部Ｐがパネルカバー１０４９の中
央に位置するように配置されている。したがって、図示するように、それぞれ正方向と逆
方向とに取り付けた２つの表示パネル１１を並列に並べた時、２つの表示領域６１ａおよ
び６１ｂの画面中心Ｐ１とＰ２とを結ぶ直線が、該表示領域６１ａおよび６１ｂの長手方
向と平行になるように構成されている。
【０３１８】
表示パネル１１には、左右の一片部のみにゲートドライバ１０５１が低温ポリシリコン技
術で形成されているか、もしくはシリコンチップとしてＣＯＧ（チップオンガラス）技術
で接続されている。また、上下の一片部のみにソースドライバ１０５２が低温ポリシリコ
ン技術で形成されているか、もしくはシリコンチップとしてＣＯＧ技術で接続されている
。したがってＢで示すエッジ部は、そのぎりぎりまで画像を表示する表示領域に含まれる
。
【０３１９】
パネルカバー１０４９ｂを逆に取り付けてパネルカバー１０４９ａの横に配置すれば、（
図１１０）に示すように表示領域６１ａと６１ｂとから構成される１つの大きな横長の表
示モニタとなる。たとえば表示パネルが４：３の１０２４×７６８ドットのＸＧＡ表示パ
ネルであれば、１０２４×（７６８＋７６８）ドットの８：３の表示パネルを得ることが
できる。
【０３２０】
パネルカバー１０４９ａの走査方向が、図中ＸＹで示す実線の走査方向であれば、逆取り
付けしたパネルカバー１０４９ｂの走査方向は点線で示すように、逆走査にする必要があ
る。しかし、これは容易であってゲートドライバ１０５１およびソースドライバ１０５２
のシフトレジスタの走査方向を逆にすればよい。そのため、パネルカバー１０４９に取り
付け方向を自動的に検出するための自転検出スイッチを設けることあるいは逆走査スイッ
チを制御スイッチを制御ボタン１０４２として配置すればよい。
【０３２１】
（図１１０）に示すように、表示パネル１１ａはパーソナルコンピュータ１１０２内に配
置されたグラフィックボード１１０１ａから映像信号の供給を受け、表示パネル１１ｂは
グラフィックボード１１０１ｂから映像信号の供給をうける。グラフィックボード１１０
１ａがメインボードであり、グラフィックボード１１０１ｂがスレーブボード（従属ボー
ド）として動作する。このメインとスレーブボードの制御は、例えばウインドウズ９８の
ようなオペレーティングシステムによって制御される。そしてあたかも３：４の縦横比を
有する二つの表示領域を、３：８の縦横比を有する、一つの横長の表示領域のように取り
合うことができる。
【０３２２】
本発明の液晶モニタの効果は、パネルカバー１０４９の端部に表示領域を配置し、かつ、
上下逆転させて取り付けることができるように構成したことにより、１種類の同一液晶モ
ニタを製造しているにもかかわらず、ユーザが表示パネルを買い増すことにより容易に３
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：８の表示ディスプレイに変更できる点にある。また（図１１１）に示すようにユーザが
表示領域６１を見やすいように表示領域６１ａと６１ｂとを角度をつけて配置できること
である。
【０３２３】
（図１１２（ａ）（ｂ））は本発明の他の実施例における液晶モニタの構成を示す図であ
る。（図１１２（ｂ））は平面図であり、（図１１２（ａ））は断面図である。２つの表
示パネル１１ａと１１ｂは１つの保持台１０４１に取り付けられており、パネルカバー１
０４９ａと１０４９ｂとはおりたためるように構成されている。パネルカバー１０４９ａ
と１０４９ｂとは容易に平面状となるように支持部１１２２が設けられており、また、表
示パネル１１ａと１１ｂとがおりたたんだときに接触しないように、パネルカバー１０４
９の一部に緩衝部材１１２１が取り付けられている。緩衝部材とはスポンジ，バネ，ゴム
等が例示される。
【０３２４】
パネルカバー１０４９の裏面は、（図１１４）に示すように、保持台１０４１の取り付け
部１０４３を填め込むための取り付け溝１１４１が設けられている。この溝１１４１と取
り付け部１１４２によりパネルカバー１０４９は回転できるように構成されており、（図
１１３）に示すように、表示部は使用時に際して９０度回転し、かつ非使用時には折り畳
んで収納できるように構成されている。
【０３２５】
（図１１２）等は２つの表示パネル１１を用いて１つの表示領域６１を構成する構成であ
った。（図１１５）は１つの表示パネル１１に２つの表示領域６１ａ，６１ｂを形成した
構成である。
【０３２６】
ゲートドライバ１０５１ａ，１０５１ｂが接続されたゲート信号線Ｇｊ（ｊは正の整数）
は２つの表示領域６１ａ，６１ｂに共通である。また２つの表示領域６１ａと６１ｂ間に
輝度分布が発生することを防止するため、ゲートドライバ１０５１ａは奇数番目のゲート
信号線を駆動し、ゲートドライバ１０５１ｂは偶数番目のゲート信号線を駆動する。これ
はゲート信号線の信号供給例と供給されない側間の電位差による表示の差異をめだたない
ようにするためである。一方、ソースドライバ１０５２ａはグラフィックボード１１０１
ａから処理された映像信号を映像入力端子１１５１ａより供給され、表示領域６１ａに第
１の画像を表示する。同様にソースドライバ１０５２ｂはグラフィックボード１１０１ｂ
から処理された映像信号を映像入力端子１１５１ｂより供給され表示領域６１ｂに第２の
画像を表示する。この表示状態を（図１１６）に示す。
【０３２７】
（図１１６）の実施例では表示領域６１ａと６１ｂの継ぎ目は発生しない。また、表示領
域６１ａと６１ｂではゲートドライブ１０５１が共通であるので、ゲートドライブの使用
個数を低減でき低コスト化が望める。これらの構成、方法はＮＴＳＣ、ＨＤの動画を表示
するテレビにも採用できることは言うまでもない。
【０３２８】
本発明の表示装置にＮＴＳＣあるいは１０８０ｉなどのインタレース信号を表示するため
以下に説明する表示方法を採用している。（図１０６）（図１０７）は本発明の表示方法
の説明図である。まず、（図１０７）に示す静止を表示する方法について説明をする。
【０３２９】
（図１０６（ａ））は入力されたインタレース信号の第１フレームを表示パネル１１上に
そのまま表示したときの画像６１を示し、（図１０６（ｂ））は入力されたインタレース
信号の第２フレームを表示パネル１１上にそのまま表示した画像６１を示している。なお
、第１および第２のフレームは、時間的に連続したフレームである。また、第１のフレー
ムは奇数ラインを第２のクレームは偶数ラインを有するフレームである。
【０３３０】
まず、入力されたインタレース信号の第１フレームの第１ラインを表示パネル１１上の第
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１ラインに表示する（１－１で示す）。次に、第１フレームの第３ラインを表示パネル１
１上の第３ラインに表示する（１－３で示す）。
【０３３１】
以下、第５ライン（１－５），第７ライン（１－７）…というように、第１フレームの映
像信号を順次表示パネル上の奇数ラインに表示する。（図１０７（ａ））。
【０３３２】
一方、第２フレームの第２ラインを表示パネル１１上の第２インチに表示する（２－１で
示す）。次に第２フレームの第４ラインを表示する（２－４）。以下、順次繰り返すこと
により（図１０７（ｂ））の状態となる。したがって第１のフレームと第２のフレームで
奇数ラインと偶数ラインが表示され１つの表示領域が完成する。以上の操作を第３フレー
ム（奇数）、第４フレーム（偶数）にも同様に施し、以後繰り返す。以上の表示モードを
静止モード表示と呼ぶ。
【０３３３】
上記のように、入力されたインタレース信号の２フレーム期間で、第１のフレームの奇数
ラインと第２のフレームの偶数ラインとからなる１フレームを表示すれば良いため、映像
信号処理回路が簡略化され、かつ、高精細の表示画像を表示できる。
【０３３４】
次に、第２の表示方法について説明する。（図１０６（ａ））は入力されたインタレース
信号の第１フレームを表示パネル１１上に表示したときの画像状態を示し、（図１０６（
ｂ））は入力されたインタレース信号の第２フレームを表示パネル１１上に表示した画像
状態を示している。まず、入力されたインタレース信号の第１フレームの第１ラインを表
示パネル１１上の第１および第２のラインに同時に同じ表示をする。次に、第１フレーム
の第３ラインを表示パネル１１上の第３および第４のラインに同時に表示する。以後、第
５，第７ライン…というように、第１フレームのラインを順次表示パネル１１上の奇数ラ
インと隣接偶数ラインに同時に表示する。その結果、（図１０６（ｂ））に示す画像が得
られる。一方、第２フレームにおいては、偶数ラインだけを表示パネル１１上の偶数ライ
ンと隣接奇数ラインに同時に表示する。ただし、表示パネル１１の第１ラインには表示し
ない。つまり、第１のフレームと１ラインずれて画像を表示する。その結果、（図１０６
（ｂ））に示す画像が得られる。以上の操作を第３フレーム，第４フレームにも同様に施
し、以後繰り返す。以上の表示モードを動画モード表示と呼ぶ。動画モード表示では、表
示パネル１１の第１ラインは１－１のみ、第２ラインは１－１と２－２が平均された表示
、第３ラインは１－３と２－２が平均された表示となる。
【０３３５】
以上２つの表示方法について示したが、静止画の場合は（図１０７）の静止モード表示を
選択し、動画の場合は（図１０６）の動画モード表示を選択するのが好ましい。静止画は
画像が停止しているため、動画に比べて垂直方向の画像の不連続性が視認されやすい。そ
のため、静止画の場合は、動画モード表示でフレーム間での内挿（フレーム補間）を行う
ことにより、見かけ上の垂直解像度を確保することが好ましい。一方、動画は時間的な画
像の変化が激しいため、動画モード表示を適用すると、いわゆる動画ボケ（ジャーキネス
妨害等）が発生する。そのため、動画の場合は、動画モード表示でフレーム内での内挿（
ライン補間）を行うことにより、動画ボケの発生を防止することが好ましい。
【０３３６】
通常、ＮＴＳＣ等のインタレース信号の表示画像を見る場合は動画モード表示で使用する
。写真あるいは文字資料，文献等が連続して表示される場合（表示される場合）は静止モ
ード表示に切りかえて使用する。
【０３３７】
静止モードと動画モードとの切り換えは表示装置に取り付けられた制御スイッチあるいは
（図１０９）に示すリモートコントローラ（以後、リモコンと呼ぶ）を用いて行う。なお
、インタレース信号から動画検出を行って、その結果により動画モード表示と静止モード
表示とを切り換えてもよい。たとえば動画検出により画像のほとんどが動画であれば動画
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モード表示（図１０６）とし、ほとんどが静止画であれば静止モード表示（図１０７）に
自動的に切り換える。
【０３３８】
リモートコントローラ１０９２は、“静止モード”，“チャンネル”，“タイマー”，“
音量”などの状態を表示する表示パネル１１を具備する。また、静止モード表示と動画モ
ード表示とを切り換える静止モード切り換えスイッチを具備する。静止モード切り換えス
イッチは一度押されると一定の期間、表示モードは静止モード表示となり、所定の期間が
経過すると自動的に復帰して動画モード表示となるように構成されている。所定の期間は
メモリに記憶され、デフォルト設定と、ユーザで変更設定とがある。これらの設定はリモ
コン１０９２のメニューキーと決定キーおよびカーソルキーを用いて行う。
【０３３９】
動画モード表示では、同時に２本のゲート信号線が選択（オン）される。また、静止モー
ド表示では１本とばしにゲート信号線が選択されて走査される。この静止モード表示と動
画モード表示とを容易に切り換えるため、本発明の表示パネル１１のゲートドライブ回路
１０５１は（図１０８）に示す構成となっている。
【０３４０】
ゲートドライブ回路１０５１は２つのシフトレジスタ回路１０８１ａ，１０８１ｂとラッ
チ回路１０８３、ドライブ回路１０８４および、ゲート信号線と接続される出力端子１０
８５から構成される。シフトレジスタ回路１０８１ａの出力は結果的に奇数番目の出力端
子１０８５に接続されている。また、シフトレジスタ回路１０８１ｂの出力は結果的に偶
数番目の出力端子１０８５に接続されている。シフトレジスタ回路は走査方向切り換え端
子のロジックにより走査方法が反転する。また、データ端子からの入力データをクロック
端子に同期させて順次シフトさせる。
【０３４１】
ラッチ回路１０８３はクロックに同期シフトレジスタからの出力結果をラッチして安定し
て保持する。なお、シフトレジスタ回路１０８１が安定したラッチ機能等をもつのであれ
ばラッチ回路１０８３は必要がない。また、ドライブ回路１０８４はＴＦＴのオン電圧あ
るいはオフ電圧に適合するようにラッチ回路１０８３の出力をレベルシフト等する機能お
よび低インピーダンス化する機能を有している。
【０３４２】
（図１０７）に示す静止モード表示において、第１のフレーム（奇数フレーム）ではシフ
トレジスタ回路１０８１ａが動作する。シフトレジスタ回路１０８１ｂは非動作状態もし
くはデータ端子２にデータが入力されない。そのため、出力端子１０８１の奇数番目にオ
ン電圧が出力され、このオン電圧を印加されたゲート信号線に接続されたＴＦＴがオンし
、このオン電圧出力位置はシフトレジスタ回路１０８１ａの動作にあわせてシフトする。
また、第２のフレーム（偶数フレーム）ではシフトレジスタ回路１０８１ｂが動作する。
シフトレジスタ回路１０８１ａは実質的に非動作状態にされる。そのため、出力端子１０
８１の偶数番目にオン電圧が出力され、このオン電圧出力位置はシフトレジスタ回路１０
８１ｂの動作にあわせてシフトする。以上のように、シフトレジスタ回路１０８１ａと１
０８１ｂとを交互に動作させることにより、（図１０７）の表示が実現される。
【０３４３】
（図１０６）に示す動画モード表示では、シフトレジスタ回路１０８１ａと１０８１ｂの
データ端子に同時にデータが印加される。入力されたデータはクロックに周期してデータ
位置はシフトし、出力端子１０８５からは隣接した２本の出力端子からオン電圧が出力さ
れる。つまり２本のゲート信号線にオン電圧が印加され、このオン電圧位置はシフトする
。この動作により（図１０６）の表示が実現される。
【０３４４】
以上のように、本発明の表示装置は（図１０８）に示すゲートドライブ回路１０５１を具
備するため容易に動画モード表示と静止モード表示とを実現できる。
【０３４５】
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次に、本発明の表示装置（表示パネル）のソースドライバ回路１０５２についても説明し
ておく。（図１１８）は本発明の表示装置のソースドライブ回路１０５２の配置状態を示
している。ただし、説明を容易にするため、ソースドライバ回路１０５２ａと１０５２ｂ
が配置されているとして説明する。なお、ソースドライバ回路１０５２ａと１０５２ｂと
は１つのＩＣで構成することができる。
【０３４６】
（図１１８）で明らかなように、ソース信号線Ｓ１ａ，Ｓ１ｂ，Ｓ１ｃにソースドライバ
回路１０５２ａが接続され、次の３本のソース信号線Ｓ２ａ，Ｓ２ｂ，Ｓ２ｃはソースド
ライバ回路１０５２ａ接続されている。以後、同様にソース信号線Ｓ３ａ，Ｓ３ｂ，Ｓ３
ｃはソースドライバ回路１０５２ａに、ソース信号線Ｓ４ａ，Ｓ４ｂ，Ｓ４ｃはソースド
ライバ回路１０５２ｂというように、３本ごとに異なるソースドライバ回路１０５２に接
続されている。３本としているのは、表示カラーフィルタがＲ，Ｇ，Ｂの３種類だからで
ある。したがって、表示カラーフィルタが４種類の場合は４本ごとにする。
【０３４７】
隣接したソース信号線には、極性の異なる映像信号を印加する。ここで映像信号が対向電
極３５５の電位よりも正方向の場合は“＋”と示し、負方向の場合は“－”とする。たと
えばソース信号線Ｓ１ａが“＋”であれば、Ｓ１ｂは“－”、Ｓ１ｃは“＋”、Ｓ２ａは
“－”とする。
【０３４８】
このように隣接したソース信号線間に逆極性の信号を印加するのは画素電極３５４の電位
がソース信号線４１４の電位によって影響されないようにするためである。（図１１７）
に示すように、画素電極３５４とソース信号線４１４間には寄生容量１１７１がある。そ
のため（図１１７（ａ））に示すように、ソース信号線４１４ａと４１４ｂに同一極性の
映像信号が印加されると、画素電極３５４の電位Ａ（Ｖ）がソース信号線４１４が＋極性
となると正方向に移動し、－極性となると負方向に移動する。（図１１７（ｂ））のよう
にソース信号線４１４ａと４１４ｂに逆極性の映像信号が印加されると、画素電極の電位
Ａ（Ｖ）寄生容量１１７１ａと１１７１ｂが互いにキャンセルするため移動しない。その
ため、良好な画像表示を実現できる。また本発明の表示装置では画素行ごとにも画素に印
加する電圧極性を異ならせている。
【０３４９】
（図１１９）は本発明の表示方法の説明図である。（図１１９）において、まる印はソー
スドライバ回路１０５２ａに接続された画素電極３５４（ＴＦＴを介してであるが）を示
し、四角印はソースドライバ回路１０５２ｂに接続された画素電極３５４を示している。
また、“Ｒ”，“Ｇ”，“Ｂ”はカラーフィルタの色を示し、“＋”，“－”は画素電極
３５４に印加された電圧を極性を示している。（図１１９（ａ））を第１のフレーム（フ
ィールド）とすると、（図１１９（ｂ））は第１のフレーム（フィールド）の次のフレー
ム（フィールド）の状態を示している。
【０３５０】
ソースドライバ回路１０５２はＲ，Ｇ，Ｂの３つの映像信号入力端子があり、この入力端
子に印加された映像信号をサンプルホールドすることにより、各ソース信号線に映像信号
が印加される。なお、（図１１９（ａ））と（図１１９（ｂ））で明らかなように各画素
電極３５４には、フレーム（フィールド）ごとに印加される電圧の極性は変化させている
。
【０３５１】
（図１１９（ａ））の点線Ａに示すように、ソースドライバ回路１０５２ａが駆動するＲ
の画素は３画素行連続して、＋極性の電圧が印加され、点線Ｂに示すようにソースドライ
バ回路１０５２ｂが駆動するＲの画素は３画素行連続して－極性の電圧が印加される。ま
た、点線Ｃで示すようにソースドライバ回路１０５２ａが駆動するＢの画素は一画素行（
１水平走査）期間の間、＋極性の電圧が印加され、点線Ｄで示すようにソースドライバ回
路１０５２ｂが駆動するＢの画素は一画素行（１水平走査）期間の間、＋極性の電圧が印
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加されている。
【０３５２】
以上のことから、ソースドライバ回路１０５２の各映像信号入力端子に印加される映像信
号の極性は、３水平走査期間内の間変化しないことがわかる。映像信号の極性が変化しな
いことにより、映像信号処理回路の構成を簡単にすることができるとともに、ソース信号
線の充電性能が向上し、画素電極３５４に理想的な形で電圧が印加できる。
【０３５３】
（図１１９（ａ））でもわかるように、本発明の表示方法では、隣接した画素には異なる
極性の電極が印加されている。そのため画素電位が安定化し、良好な画素表示を行える。
また（図１１９（ｂ））でもわかるように、各画素は１フレーム（１フィールド）ごとに
異なる極性を印加する交流駆動が行われており、フリッカの発生が全くない。
（実施の形態１１）
近年の液晶表示は１７インチから２０インチ、さらに２６インチと大型化の傾向にある。
そのため表示パネルの自重が重たくなり、表示パネルが歪曲し、この歪曲に伴い、液晶層
３５３のギャップが変化し、表示画像にムラができる。歪曲を防止するため表示パネルを
ネジ等を用いてメカニカルに取り付け台に固定するとさらに歪曲がひどくなる。
【０３５４】
この課題に対応するため、本発明の表示装置は（図１２０）の断面図に示すように表示パ
ネル１１とバックライト１２間にゲルもしくは、液体１２０３を（以後、１２０３を取り
付けゲルと呼ぶ）配置している。ゲル，液体としてエチレングリコール，シリコン樹脂，
軟化エポキシ樹脂，フェノール樹脂，ゼラチン樹脂が例示される。またこのゲル中に光拡
散材を分散される。光拡散剤とはゲル，液体自身が異種の屈折率を有する液体、ゲル等を
混合させたもの（この場合は拡散材というよりはゲル，液体自身が光拡散材である）、酸
化チタン，オパールガラス等の微粉末が例示される。この光拡散材によりバックライトの
輝度ムラがなくなる。
【０３５５】
取り付けゲル１２０１は、バックライト１２の表面と表面パネル１１の裏面とを接着し、
かつ緩衝層として機能する。接着剤１２０１は表示パネル１１の全面に塗布することが好
ましいが、一部を点状にあるいはストライプ状に塗布してもよい。この取り付けゲル１２
０１は表示パネルを保持するが、不要な歪曲を発生させない。
【０３５６】
また表示パネル１１を保持するため、（図１２０）に示すようにパネルホルダー１０４９
ａと表示パネル１１間に緩衝材１１２１ａ，表示パネル１１とパネルホルダー１０４９ｂ
間に緩衝材１１２１ｂを配置し、表示パネルの位置ずれを防止している。緩衝材としてウ
レタン樹脂等のスポンジ，シリコンゴム，発泡スチロール，バネ等が例示される。
【０３５７】
また、表示パネル１１の上端の裏面には取り付け板１２０２が接着剤あるいは粘着剤１２
０３により張り付けられている。この取り付け板１２０１はパネルホルダー１０４９ａの
保持部にひっかけられている。つまり、表示パネル１１は取り付け板１２０２より吊り下
げられた状態になっている。
【０３５８】
このように、緩衝剤１１２１、取り付けゲル１２０１、取り付け板１２０２により表示パ
ネル１１に無理な応力がかからないように、表示パネル１１は取りつけられている。その
ため表示パネルが大きくなっても、液晶層３５３の不均一が生じることはない。
【０３５９】
（図１２１）に示すように、表示パネル１１の光出射面には透明板１２１１が配置されて
いる。この透明板は表示パネル１１に直接、外力が加わって破損することを防止する。ま
た、手で表示領域に触れて、表示領域が汚れることを防止している。
【０３６０】
透明板１２１１の表面には硬度３Ｈ以上、さらに好ましくは４Ｈ以上の紫外線硬化（ＵＶ
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）樹脂が塗布されている。ＵＶ樹脂はＡＩＲ反射防止膜として機能するとともに透明１２
１１が傷つくことを防止している。ＵＶ樹脂のかわりに２５００オングストローム以上７
５００オングストローム以下のフッ化マグネシウム膜を形成してもよい。
【０３６１】
透明板１２１１の裏面には位相板３４６等を配置する。位相板３４６はポリビニールアル
コール（ＰＶＡ），フッ化ビニリデン，トリアセテート，ジアセテート，セロハン，ポリ
エーテルサルホン（ＰＥＳ），ポリエーテルエーテルサルホン（ＰＥＥＳ），ポリサルホ
ン，ポリカーボネート，ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ），サラン，ポリアリレー
トなどの透明樹脂フィルムを延伸したもの、あるいはツイストネマティック液晶表示パネ
ル、水晶等の光学結晶が例示される。位相板３４６としては、フィルム状もしくは板状の
ものが用いられる。また、加工容易性，寿命，特性の均一性およびコストからポリカーボ
ネート，ＰＥＳ，ＰＶＡが最適である。また、上記材料を用いた延伸加工透明樹脂フィル
ムを複数枚を組み合わせたもの（はりあわせたもの）を用いることもできる。位相板３４
６の位相差は波長λ（λ＝５００（ｎｍ））として、λ／２のものを用いる。つまり、表
示パネル１１の偏光板３４９ｂを出射した偏光を９０度回転させるものを位相板３４６と
して採用する。なお、構成等によっては位相板３４９の位相差はλ／４のものを用い、偏
光をだ円偏光としてもよい。またλ／２の位相差のフィルムの位相軸と偏光軸とを所定の
角度で配置することにより、偏光を円偏光もしくはだ円偏光とすることもできる。
【０３６２】
本発明の表示装置は（図１２３（ａ））に示すように表示パネル１１の側面に偏光板３４
９ｃを配置している。偏光板３４９ｃは透明板１２１１ｂに張り付けられている。また、
透明板１２１１ｂは表示パネルに対して角度をつけるようにしており、また（図１２３（
ｂ））に示すように折り畳むこともできる。
【０３６３】
透明板１２１１ｂにはりつけられた偏光板３４９ｃの偏光軸方向１２２１ｂは（図１２２
）に示すように左右方向にする。また、表示パネル１１の偏光板３４９ｂの偏光軸方向１
２２ａも左右方向にする。つまり、透明板１２１１ｂに取りつけられた偏光板３４９ｃの
偏光軸の方向と、表示パネル１１の出射側偏光板３４９ｂの偏光軸の方向を一致させるよ
うにする。
【０３６４】
（図１２３（ａ））に示すように、側面の偏光板３４９ｃに入射した光２６３ａは、偏光
２６３ｂとなり透明板１２１１ａに入射する。入射した偏光２６３ｂは位相板３４６によ
り偏光方向が９０度回転する。そのため、偏光２６３ｂは表示パネル１１の偏光板３４９
ｂに吸収されてしまう。したがって、表示パネル１１の表示画像６１は、側面等から入射
する光により表示コントラストが低下することがない。
【０３６５】
液晶モニターの表示パネルに入射する光の指向性を狭くすることにより、表示パネル１１
の表示画像のコントラストは向上する。しかし、視野角が狭くなる。一方、表示パネル１
２４に入射する光の指向性を広くすれば表示パネル１１の表示画像６１のコントラストは
低下するが、視野角は広くなる。したがって、表示装置を多人数の人が見るときは視野角
を広くすることを優先し、１人で見るときは表示画像のコントラストを優先する。
【０３６６】
この視野角等を変化させるには、（図１２４（ａ））の構成を採用する。バックライト１
２および表示パネル１１は筐体１２４１に取り付けられている。バックライト１２と表示
パネル１１間には指向制御部１２４３が配置され、指向制御部１２４３は（図１２４（ａ
））のＡ，Ｂ方向に自由に自動的にあるいは手動で移動させることができる。指向制御部
１２４３をＡ方向に移動させると表示パネル１１に入射する光の指向性に狭くなり、Ｂ方
向に移動させると表示パネル１１に入射する光の指向性は広くなる（また、表示画像は明
るくなる）。
【０３６７】
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指向性制御部１２４３には光路制御板１２４２が配置されており、光路制御板１２４２は
（図１２４（ｂ））（図１２４（ｃ））に示すように角度を可変できようにしている。丁
度、ブラインドの板が光路制御板１２４２に該当する。この光路制御板１２４２の方向（
角度）をかえることにより表示モニタの観察者は最も表示領域を見やすいように調整でき
る。
【０３６８】
（図１２５（ａ））は指向制御部１２４３をＢ方向（バックライト１２の方向）に移動さ
せた場合であり、（図１２５（ｂ））は指向制御部１２４３をＡ方向（表示パネル１１の
方向）に移動させた場合である。
【０３６９】
（図１２５（ａ））の場合、バックライト１２から放射された光２６３ｃは光路制御板１
２４２で遮光されるが、光２６３ａ，２６３ｂは表示パネル１１に入射する。そのため視
野角は広くかつ表示画像も明るくなる。一方（図１２５（ｂ））はバックライト１２から
放射された光２６３ｃ，２６３ｂは光路制御板１２４２で遮光され、光２６３ａしか表示
パネル１１に入射しない。そのため、視野角は狭くなり、かつ表示画像は暗くなるが、表
示コントラストは高くなる。
【０３７０】
（図１０４）等は１つの表示パネルを有する場合であったが、本発明の表示装置はこれに
限定するものではなく、（図１２６（ａ））に示すように中央の表示パネル１１ａの他に
側面に表示パネル１１ｂ，１１ｃを配置してもよい。またこの表示パネル１１ｂ，１１ｃ
は（図１２６（ｂ））に示すように表示パネル１１ａの前面におりたためるようにしても
よい。また、（図１２６（ｃ））に示すように光路制御板１２４２ａをバックライト１２
ａの前面に、光路制御板１２４２ｂをバックライト１２ｂの前面に、光路制御板１２４２
ｃをバックライト１２ｃの前面に配置してもよい。さらに、（図１２７）に示すように文
字放送、映画の字幕など表示するテロップ画面に対応する表示パネル１２７１ｂを表示領
域６１の下端あるいは、側面に配置してもよい。このテロップ画面１２７１は自由に表示
領域１１の各辺に取りつけられるように構成しておくと好ましい。
（実施の形態１２）
表示パネル１１が大型になるとコストが高くなる。この課題に対応するためアレイ基板１
３２にアモルファスシリコン薄膜を蒸着し、この薄膜をエキシマレーザー等を用いてアニ
ールすることによりポリシリコン膜を形成する、低温ポリシリコン技術の開発が盛んであ
る。エキシマレーザ装置は住友重機械工業等が開発している。これらのエキシマレーザ装
置はスリット状にレーザビームを引き延ばし、この引き延ばしたレーザビームを基板上に
移動させて、レーザアニールを行うものである。課題はこのスリット状にしたスリットの
長さである。通常は２０～３０（ｃｍ）程度である。そのため、このスリット長さにより
作成できる表示パネル１１のサイズが決定されてしまう。スリットの継ぎ目部の半導体特
性が悪くなり、素子として機能しないためである。
【０３７１】
エキシマレーザアニールによる半導体膜形成は低コストにできるメリットがあるが、画素
のＴＦＴ等、特性が悪くともよい部分まで、周辺ドライバと同時に形成してしまう必要が
あるという課題がある。この課題のため、製造スループットが向上できない。
【０３７２】
本発明の表示パネルの製造方法はこの課題に対処するため、周辺ドライバ回路を分割して
形成し、また画素のＴＦＴ等の半導体膜は必要な箇所のみスポット状にアニールするもの
である。
【０３７３】
（図１２８）は本発明の表示パネルおよびその製造方法と製造装置を説明するための説明
図である。（図１２８）では説明を容易にするため１枚のガラス基板１２８１に４つの表
示パネル１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄを作製する場合について説明する。
【０３７４】
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斜線部はエキシマレーザヘッド１２８２を示している。説明に必要なものはレーザヘッド
ではなく、スリット状ビーム幅Ｌ１である。今、説明を容易にするため表示領域６１ａの
縦幅がビーム幅Ｌ１、であるとして説明する。また表示領域の横幅はＬ１よりも大きく、
かつ必要なソースドライバ１０５２の全長はＬ１よりも大きいＬ２であるとして説明する
。
【０３７５】
１枚のガラス基板１２８１をレーザアニールしようとすると１２８２ｃ，１２８２ｄ，１
２８２ｄに示すように、少なくとも３回レーザヘッドを走査しなければ全表示領域をアニ
ールできない。しかし、レーザヘッド１２８２を走査するとその継ぎ目、たとえばレーザ
ヘッド１２８２ｃと１２８２ｄ間の半導体は特性が悪くなる。この課題に対処するため、
本発明はレーザヘッド１２８２のつき目箇所にトランジスタ素子を形成せず、ソースドラ
イバ１０５２ａと１０５２ｂ，１０５２ｃと１０５２ｄというように分割している。
【０３７６】
分割した状態を（図１２９）に示す。（図１２９）において点線で囲った範囲がシフトレ
ジスタ，ドライバ回路，インバータ，アナログスイッチ，トランスファゲートなどの半導
体素子トランジスタ素子が形成された領域である。表示パネル１１ａは、２つのソースド
ライバ回路からなるソースドライバ回路群１０５２ａと１０５２ｂから構成されている。
（図１２９）からも明らかなように、継ぎ目となるＡの範囲には半導体素子は形成されて
いない。形成されているのはＡｌ等のメタル配線のみである。つまり、Ａの範囲には（図
１２９）に示すように電源配線１２９１，制御信号線１２９２等を形成し、スイッチング
素子等の半導体素子を形成しない。このＡの範囲はレーザヘッド１２８２（つまり、１ス
キャンする幅）の間に該当し、半導体の特性が悪いから良好な半導体素子を形成できない
ためである。Ａの範囲（幅）はエキシマレーザ等のアニール手段の特性によるが、通常２
０μｍから１００μｍ程度である。
【０３７７】
以上のように、本発明の表示パネルでは、あらかじめレーザヘッドの間に位置する箇所に
、ドライバ素子となる半導体素子を形成しないことを特徴としている。
【０３７８】
Ａの範囲には半導体素子を形成しないので、この範囲に本来形成
（構成）すべき半導体素子はＳ１の部分に形成する。そのためＡの近傍のドライバ回路は
点線に示すように幅が広い範囲にわたっている。Ａの範囲間にある画素電極３５４にはソ
ース信号線４１４（４１４ｅ，４１４ｆ，４１４ｇ，４１４ｈ等）を配線する必要がある
。そのため、ソース信号線４１４は図に示すように放射状に形成している。
【０３７９】
（図１２８）に示すようにレーザレッドはまず１２８２ａの位置に位置決めされ、ゲート
ドライバ１０５１ａのアモルファスシリコン膜にレーザ光を照射し、レーザアニールする
ことによりポリシリコン膜を形成する。次にゲートドライバ１０５１ｂを形成する箇所に
移動し、アモルファスシリコン膜にレーザ光を照射し、レーザアニールする。その後、レ
ーザヘッドは１２８２ｂの位置に移動し、ゲートドライバ１０５１ｃ位置にレーザ光を照
射しレーザアニールを行い、またゲートドライバ１０５１ｄ位置にレーザー光を照射しレ
ーザアニールを行う。
【０３８０】
ソースドライバの箇所も同様にレーザヘッドを１２８２ｃの位置に移動し、ソースドライ
バ１０５２ａの形成位置にレーザ光を照射し、その後、１０５２ｅ位置、１０５２ｂおよ
び１０５２ｃ位置、１０５２ｆおよび１０５２ｇ位置、１０５２ｄ位置、１０５２ｈ位置
に移動してレーザアニールを行い、ポリシリコン膜を形成する。
【０３８１】
なお、本発明はソースドライバ回路もしくはゲートドライバ回路等の従来、連続して形成
していた半導体素子を、レーザヘッドの幅等の装置の規制により分割することを特徴とす
るものである。したがって、レーザヘッドを１２８２ｃ位置から移動し、１０５２ａ位置
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、表示領域６１ａの半導体膜を完成した後、連続して１０５２ｅ位置に半導体膜を形成し
てもよいことは言うまでもない。次のスキャンは１２８２ｄ位置から開始する。
【０３８２】
表示領域６１は（図１３０）に示すようにスイッチング素子１３０２および画素電極３４
５が形成されている。このうち半導体膜の形成が必要な箇所はゲート端子１３０２部のみ
である。つまり、画素コンタクトホール１３０１，ドレイン端子１３０３，ソース端子１
３０４，ソース信号線４１４，ゲート信号線４１５の箇所にはレーザアニールする必要が
ない。
【０３８３】
そこでＴＦＴ等のスイッチング素子５７２を形成する位置にのみ、（図１３１）に示すよ
うにレーザ光をスポット状に照射してレーザアニールを行う。レーザスポット１３１１は
５（μｍ）～３０（μｍ）づつ少しずらしながら、さらに好ましくは５（μｍ）～１５（
μｍ）づつレーザスポットを重ねることにより良好な半導体膜が形成される。このレーザ
スポット１３１１位置上にＴＦＴ５７２等を形成する。
【０３８４】
スポット状のレーザ光は（図１３３）に示すように、レーザ光１３３１をポリゴンミラー
１３３２に照射し、第１レンズ１３３３および第２レンズ１３３４を用いてガラス基板１
２８１に照射する。一度の位置決めで照射できる範囲Ｗは３０（ｃｍ）程度である。この
範囲外の箇所はレーザヘッドを移動し、位置決めを再度行い、照射する。
【０３８５】
スリット状のレーザ光を照射する装置の概要は（図１３４）に示す。レーザ光１３３１を
レーザミラー１３４１ａ，１３４１ｂ，１３４１ｃで反射しながら結像光学系１３４３に
導く。結像光学系１３４３は（図１３４）に示すようにスリット状ビーム１３４２を形成
し、このビーム１３４２をガラス基板１２８１に照射してレーザアニールを行う。なお、
この光学系においてホモジナイザを用いるとよい。
【０３８６】
（図１３５）に示すように（図１３４）の光学系にスリット１３５１を配置してもよい。
スリット１３５１は画素ピッチにあわせて形成されたレーザ光出射穴１３５２が形成され
ている。このスリットを表示領域６１に順次移動させることにより、（図１３３）に示す
ようなポリゴンミラー１３３２を用いずとも一度に一画素行に該当する範囲の画素ＴＦＴ
の箇所にレーザ光を照射できる。したがって、高速にレーザアニールを行うことができる
。
【０３８７】
（図１３２）に示すように第１ステージ（第１工程）で、まずガラス基板１２８１のマー
カ１３２１を画像処理することにより位置検出を行い、ガラス基板１２８１の位置決めを
行う。マーカ１３２１はアレイ形成プロセスでの使用するアライメントマーカである。位
置決め行レーザヘッド１２８２ａ，１２８２ｃを操作し、必要箇所をレーザアニールする
。なお、レーザヘッド１２８２は１つで行っても、また複数用いてもよい。
【０３８８】
次に第２ステージ（第２工程）でもマーカ１３２１により位置決めを行い、今度はポリゴ
ンミラー１３３２を用いた光学系により、ＴＦＴを形成する箇所のレーザアニールを行う
。なお、第１工程と第２工程とをいれかえてもよく、また第１工程と第２工程とを同時で
（同一工程で）行ってもよい。
【０３８９】
（図１３６）は本発明の表示装置を５つ用いた立体表示装置である。（図１３７）は表示
パネル１１ｅを取りはずして上から見た場合の説明を行うための図である。表示パネル１
１ｅは物体等を上面から見たところを表示し、１１ａは物体等を前面から、１１ｂは右側
から、１１ｄは左側から１１ｃは後側からみたところを表示する。その後、表示パネル１
１ｅの反対面に、下側から見たところを表示する表示パネルを配置してもよい。
【０３９０】
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（図１３６）に示す立体表示装置を用いることにより製図図面，コンピュータグラフィッ
ク，模型等を立体的に表示することが容易になる。
【０３９１】
表示パネル１１は四角筐体１３６１に取り付けられている。また、１つの側面に電源コネ
クタ１０４８およびＶＧＡコネクタ１０４７が取りつけられている。各表示パネル１１は
（図１４２）に示すようにパーソナルコンピュータ１１０２に接続されたグラフィックボ
ード１１０１に接続されている。グラフィックボード１１０１ａがメインボードであり、
他のグラフィックボード１１０１ｂ，１１０１ｃ，１１０１ｄ，１１０１ｅはスレーブボ
ードである。このように接続することにより表示パネル１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄ
，１１ｅに画像を容易に表示することができる。
【０３９２】
（図１３７）に示すように四角筐体１３６１の中央部に白色光を発生する蛍光ランプ１３
８１が配置されている。この蛍光ランプ１３８１を用いず、各表示パネル１１の裏面にそ
れぞれバックライト１２を配置してもよい。ここでは説明を容易にするため蛍光ランプ１
３８１を用いるとして説明する。表示パネル１１は（図１１８）の構成にしたり（図１２
０）（図１２１）（図１２４）などの構成を採用することが好ましい。このように本明細
書に説明している事項はすべて記載していなくとも相互に組み合わせて用いてもよい。
【０３９３】
（図１３８）は断面図である。回路基板１３８４には表示パネル１１の映像信号処理回路
、ランプ１３８１の駆動回路が形成されている。ランプ１３８１は白色光を発光するが、
場合によっては赤色光などの単色光等を発生するものでもよく、その他、白色ＬＥＤ，単
色ＬＥＤ，ＥＬ発光体，蛍光管等でもよい。
【０３９４】
蛍光ランプ１３８１はソケット１３８２に取りつけられ、またこのソケット１３８３は高
さが調整できるランプ台１３８３に積載されている。ランプ台１３８３はネジ式あるいは
スプリング式により高さがすべての表示パネル１１を均一に照明できる位置に設定できる
ようにしている。
【０３９５】
各表示パネル１１とランプ１３８１との間には、光制御部１３８５が配置されている。光
制御部１３８５はランプ１３８１からの光を表示パネル１１の全域にわたり均一に照明す
るために用いる。具体的には（図１３９）の構成である。ランプ１３８１から放射された
光はスモーク板１３９１に入射する。そのスモーク板１３９１の光出射側には凸フレネル
レンズ３２１が配置されている。フレネルレンズ３２１は、正弦条件を良好にするため平
面部と光源１３８１側に向けている。このフレネルレンズ３２１は発光源１３８１から放
射される光を平行光に変換して表示パネル１１を照明するためのものである。フレネルレ
ンズ３２１の出射側には、プリズム板３２およびプリズム板３２あるいはフレネルレンズ
３２１の溝の影響を軽減するため拡散シート３１が配置されている。
【０３９６】
（図１４０）に示すようにアンプ１３８１から放射される光において、光制御部１３８５
のＡ領域に入射する光２６３ａは垂直となり、かつ光路長も短い、しかし、Ｂ領域に入射
する光２６３ｂは斜め方向となりかつ光路長も長くなる。そのため矢印方向からＡ部を見
る（つまり表示パネル１１の中央部を見る）とランプ１３８１の像がみえてしまう。
【０３９７】
この対策のため、本発明では（図１４１）に示すように、スモーク板１３９１に中央部に
大きな光拡散部１７１ａをその周辺にいくにしたがって小さくなる拡散部１７１を配置し
ている。光拡散部としては（図１６）に示すものを用いればよい。このように構成するこ
とによりＡ領域に入射する光は適度に拡散もしくは遮光されて矢印方向からみてもランプ
１３８１像を見えなくすることができる。
【０３９８】
なお、（図１３８）の空間１３８６内はファン（図示せず）により空気を循環させること
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により、表示パネル１１の温度を一定に保っている。またランプ１３８１は蛍光ランプの
他、蛍光管，ハロゲンランプ，超高圧水銀灯，メタルハライドランプ，タングステンラン
プ，クリプトンランプ等でもよい。
（実施の形態１３）
本発明の表示パネルおよび表示装置は、液晶モニタだけでなく（図１４３）に示すような
ポケットテレビにも用いることができる。ポケットテレビには音量を可変できるスライド
キー１４３３，選局するチューナキー１４３２が設けられている。またワンタッチで２０
分，３０分，６０分というようにタイマーをセットする時間とセットするスイッチ（タイ
マーセットスイッチ）１４３１が設けられている。また、本発明のポケットテレビは浴室
でも使用できるように、（図１４４）に示すように表示パネル１１の表面に透明電極１４
４１が形成されている。この透明電極１４４１にリード線１４４２を介して電流を流す。
すると透明電極１４４１は発熱し、表示パネル１１の表面についた水滴を除去する。また
、表示パネル１１の表面を保護および水滴がつきにくいようにエンボス加工したシート１
４４４が配置もしくは形成もしくは接着剤１４４３で取りつけられている。リード線１４
４２は接着剤１４４５で固定される。なお、エンボス加工シート１４４４の裏面に透明電
極１４４１を形成しておいてもよい。
【０３９９】
表示画像のコントラストを最も良好に見えるように調整するには工夫がいる。なぜならば
表示画像を表示した状態では映像の内容によって、良好に見える角度が異なるからである
。たとえば黒っぽいシーンの画面ではどうしても黒を中心に表示パネルの角度を調整して
しまうし、白ぽいシーンの画面では白表示を中心に表示パネルの角度を調整してしまう。
しかし、映像がビデオ画像（動画）である場合、表示されるシーンは次々と変わっていく
ため、最適な調整を行うことは困難であった。
【０４００】
本発明はこの課題を解決するためモニター表示部を設けたものである。（図１４３）は黒
表示のモニター表示部１４３４ａと白表示のモニター表示部１４３４ｂとを設けた一実施
例である。ただし、必ず両方のモニター表示部１４３４，１４３４ｂが必要ではなく、必
要に応じて一方だけでもよい。
【０４０１】
モニター表示部１４３４ａは映像の黒表示を示す。モニター表示部１４３４ｂは映像の白
表示を示す。観察者は、モニター表示部１４３４の黒表示と白表示とが最良となるように
調整して、表示領域１１を見る角度を調整する。一般的に室内では照明光が表示領域に入
射する方向は固定されているため、一度、表示領域の角度を調整すればよい。
【０４０２】
モニター表示部１４３４は液晶層３５３の光変調状態を示すものである。つまり、表示パ
ネル１１の周辺部かつ液晶が充填された箇所にモニター表示部１４３４が形成されている
。
【０４０３】
黒表示のモニター表示部１４３４ａには、モニター電極（図示せず）が形成されており、
たえず、対向電極３５５とモニター電極間の液晶層には交流電圧が印加されている。この
交流電圧とは最も画像の黒表示となる電圧である。また、液晶層３５３の部分には電極は
形成されておらず、常時散乱状態である（白表示）。
【０４０４】
以上の構成により常時黒表示部と常時白表示部を作製できる。観察者はこの常時黒表示部
（モニター表示部１４３４ａ）と常時白表示部部（モニター表示部１４３４ｂ）とを見な
がら（白表示と黒表示とがベストになるように調整しながら）、表示領域の角度を調整す
る。したがって、表示領域を見ずとも容易に最良に見えるように角度調整を行うことがで
きる。
【０４０５】
（図１４３）において、モニター表示部１４３４は液晶層３５３を利用して構成あるいは
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形成するとしたが、これに限定するものではない。たとえばモニター１４３４ａは透明基
板の裏面に反射膜（反射板等）を形成または配置したものでもよい。つまり疑似的に透明
の液晶層３５３を作製するのである。これが黒表示を示すことになる。また、モニター１
４３４ｂは拡散板（拡散シート）の裏面に反射膜（反射板等）を形成または配置したもの
でもよい。拡散板の散乱特性は液晶層３５３の特性と同等にする。これが白表示を示すこ
とになる。また、単に反射板あるいは拡散板（シート）で代用することもできる。以上の
ような疑似的に液晶層３５３と近似させたものを形成または配置することにより、モニタ
ー表示部を構成できる。
【０４０６】
なお、モニター表示部１４３４は表示部と別個にモニター表示部専用のパネルを製造し、
これに黒表示１４３４ａ，白表示１４３４ｂのうち少なくとも一方を形成したものを取り
つけてもよい。また、表示パネル１１が透過型表示パネルの場合は、この表示パネルの液
晶層、もしくは疑似的に作製等したものを用いればよいことは言うまでもない。また、モ
ニター表示部１４３４は表示領域の周辺部を取り囲むようにして形成または配置してもよ
い。
【０４０７】
（図１４３）に示すような、モニター表示部１４３４は、表示パネル１１がＰＤ表示パネ
ルである場合を主として説明したが、これに限定するものではなく、他の表示パネルの場
合（ＳＴＮ液晶表示パネル、ＥＣＢ表示パネル、ＤＡＰ表示パネル、ＴＮ液晶表示パネル
、強誘電液晶パネル、ＤＳＭ（動的散乱モード）パネル、垂直配向モード表示パネル、ゲ
ストホスト表示パネルなど）にも適用することができる。
【０４０８】
たとえばＴＮ液晶表示パネルでは、白表示と黒表示のうち少なくとも一方の表示モニター
１４３４を、実際にモニター用の液晶層を形成して、もしくは疑似的に液晶層と等価の表
示モニター部１４３４を形成する。反射電極が鏡面の場合も微小な凹凸が形成された場合
も同様である。
【０４０９】
モニター表示部１４３４を配置する技術的思想は、表示パネル１１が反射型の表示パネル
を用いた映像表示装置に限定されるものではなく、透過型の表示パネルを用いた映像表示
装置にも適用することができる。白黒の表示状態をモニターするという概念では表示パネ
ルが反射型であろうと透過型であろうと差異はないからである。また、この技術的思想は
表示パネルの表示画像を直接観察する表示装置だけでなく、ビューファインダ、投射型表
示装置（プロジェクター）、携帯電話のモニター、携帯情報端末、ヘッドマウントディス
プレイなどにも適用できることは言うまでもない。
（実施の形態１４）
また、（図１４５）に示すように、本発明の表示パネルおよび表示装置はオシロスコープ
用のデジタルカメラにも用いることができる。（図１４５）においてオシロスコープの画
面をカバーするカバー１４５３がカメラ本体１４５１に取り付けられている。また、カメ
ラ本体１４５１には撮影モード，編集モード，文字入力モード等を切り換えるモード切り
換えスイッチ１４５５、表示状態（画像入力状態）を切り換える表示切り換えスイッチ１
４５４、およびシャッタ１４５２が設けられている。
【０４１０】
本発明のデジタルカメラは波形を取り込むことと、注釈を手書き入力することができる。
また、（図１４６）に示すように入力した波形データはパソコンで処理することによりウ
インドウ表示領域１４６１ａとして表示され、手書き入力されたデータは同様にウィンド
ウ表示領域１４６１ｂとして表示される。手書き入力されたデータは同様にウィンドウ表
示領域１４６１ｂとして表示される。この表示領域はデータ処理（手続き文字は文字認識
処理すること）によりウインドウ表示領域１４６１ｃと一体化される。
【０４１１】
手書き文字を入力するため、本発明の表示パネルは（図１４７）に示す構造となっている
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液晶層３５３として、ＰＤ液晶を用いている。ＰＤ液晶は固体であるため、液晶層３５３
を押圧しても変形しないし、また、表示状態が変化することもない。液晶層３５３に接し
て（図１４８）に示すようにストライプ状の対向電極３５５が形成されている。ストライ
プ状対向電極３５５は液晶層３５３の対向電極となるとともに、ペン１４７２の位置検出
手段としても用いる。透明シート１４７１の裏面にもストライプ状電極１４７３が形成さ
れており、対向電極３５５とストライプ状電極１４７３とはビーズ１４７５を介して対面
されている。ビーズ１４７５とは通常（ペンで押圧（圧力を印加）されていない）状態で
ストライプ状電極１４７３と対向電極３５５とを非接触にするためのものである。好まし
くは樹脂ビーズを用いる、また、ゴム，スポンジ等の緩衝物を用いてもよい。
【０４１２】
ストライプ状電極１４７３と対向電極３５５との間ｔは５０（μｍ）以上３００（μｍ）
以下とする。またストライプ状電極１４７３と対向電極３５５とは直交状態に配置されて
いる。ペン１４７３により透明シート１４７１が押圧されるとしたと言えば（図１４８）
のＰ点）、ストライプ状電極１４７３ｃと対向電極３５５ｃ間に電流が流れる。この電流
の大きさ等を測定することによりそのため座標検出を行うことができる。したがって、ペ
ン入力座標位置を計測することができ、この座標位置からビットマップとしての文字入力
を行うことができる。
【０４１３】
（図１４７）の表示パネルは対向基板３５１を有さないため軽量化を実現できる。また、
界面が少なく表面反射がなく光利用効率が高い。好ましくは透明シートの表面に反射防止
膜４８１を形成しておく、また透明シートの上に保護シートを添付して用いることが好ま
しい。
【０４１４】
（図１４５）において手書き文字入力は、導電体膜の接点位置により行うとしたがこれに
限定するものではなく、圧電方式、電磁方式、導電シート方式、静電あるいは静電誘導方
式、メカニカルな接点を用いた方式、光学的に位置を検出する方式等であっても良い。
（実施の形態１５）
本発明の表示パネル、表示装置はビデオカメラ等のビューファインダにも用いることがで
きる。以下、まず従来のビューファインダについて説明を行う。
【０４１５】
なお、本明細書では少なくとも発光素子などの光源（光発生手段）と、液晶表示パネルな
どの自己発光形でない画像表示装置（光変調手段）を具備し、両者が一体となって構成さ
れたものをビューファインダと呼ぶ。
【０４１６】
また、ビデオカメラとはビデオテープを用いるカメラの他に、ＦＤ、ＭＯ、ＭＤなどのデ
ィスクに映像を記録するカメラ、電子スチルカメラ、デジタルカメラ、固体メモリに記録
する電子カメラも該当する。
【０４１７】
ビューファインダの外観形状の一例を（図１４９）に示す。また、従来のビューファイン
ダの断面の構成を（図１５０）に示す。１４９１はボデー、１４９２は接眼カバー、１５
０２は接眼リングである。ボデー１４９１には液晶表示パネル１１、光源としてのバック
ライトなどの光源が格納されている。接眼リング１５０２の内部には、拡大レンズ１５０
３が配置されている。接眼リング１５０２の挿入度合いの調整により観察者の視力に合わ
せてピント調整ができる。
【０４１８】
表示パネル１１は、液晶層の膜厚が４～５μｍ程度であり、モザイク状の樹脂からなるカ
ラーフィルタを有する。また、ＴＮ液晶表示パネルの両側にそれぞれ偏光子３４９ａ、検
光子３４９ｂとして機能する偏光板が配置されている。ビューファインダは取り付け金具
１４９３によりビデオカメラ本体に装着される。
【０４１９】
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（図１５１）に主要要素の斜視図を示す。光源は、内部に蛍光管が配置された蛍光管ボッ
クス１５０１と、その全面に配置される拡散板３１とで構成されている。拡散板３１は、
蛍光管ボックス１５０１からの出射光を拡散し輝度が均一な面光源にするために用いる。
【０４２０】
従来のビューファインダの光発生手段としては、棒状の蛍光管を用いる。蛍光管は液晶表
示パネルの表示領域の対角長が１インチ程度と小型の場合は直径が２～５ｍｍのものを用
いる。液晶表示パネルの表示領域の対角長が１インチ以上の場合は前記蛍光管を複数本用
いる場合が多い。蛍光管からは前方及び後方に光が放射される。蛍光管とＴＮ液晶表示パ
ネル１１の間には拡散板３１を配置する。拡散板３１は蛍光管からの光を拡散させ、面光
源化するために用いられる。前記拡散板３１により面光源が形成され、前記面光源からの
光が液晶表示パネル１１に入射する。面光源の光発散面積は液晶表示パネル１１の画像表
示領域（有効表示領域）と同一もしくはそれ以上である。なお、蛍光管と拡散板３１を用
いずに面発光源を形成する発光素子もある。通常、平面蛍光ランプと呼ばれるものであり
、ウシオ電機（株）等が製造、販売している（たとえば品名、ＵＦＵ０７Ｆ８５２等）。
【０４２１】
以上のようにして、発光素子からの光は拡散板３１により散乱され、面光源が形成される
。前記面光源からの光は偏光板３４９ａにより直線偏光に変換される。ＴＮ液晶表示パネ
ル１１は、前記直線偏光の光を、印加された映像信号にもとづき変調する。偏光板３４９
ｂは変調度合いに応じて光を遮光もしくは透過させる。以上のようにして画像が表示され
る。表示画像は偏光板３４９ｂと観察者間に配置された拡大レンズ１５０３により拡大し
て見ることができる。
【０４２２】
ビデオカメラは携帯性、操作性の点からコンパクト・軽量であることが要求される。その
ため、ビューファインダ用ディスプレイとして、液晶表示パネルが導入されつつある。と
ころが、現状では液晶表示パネルを用いたビューファインダの消費電力はかなり大きい。
【０４２３】
例えば、有効表示領域が０．５インチＴＮ液晶表示パネルを用いたビューファインダの消
費電力は、ＴＮ液晶表示パネル１１とその駆動回路が０．３Ｗ、光源が約０．４Ｗを消費
し、計０．７Ｗという例がある。ビデオカメラは、コンパクト性および軽量性を確保する
ために、バッテリー（電池）の容量が限られている。ビューファインダの消費電力が大き
い場合には、連続使用時間が短くなるので大きな問題となる。近年、特にビデオカメラの
小型化が要望され、それにつれ、積載できるバッテリー容量も限られてきており、ますま
すビューファインダの低消費電力化の実現は不可欠となりつつある。
【０４２４】
また、蛍光管および反射板からなる螢光板ボックス１５０１は、輝度むらの少ない面光源
にする必要がある。そこで、ＴＮ液晶表示パネル１１と蛍光管間に拡散板３１を配置する
。光拡散度の低い拡散板３１を用いると、蛍光管の発光パターンが現れ、それが液晶表示
パネル１１の表示領域を通して見え、表示品位を低下させる。そのため、拡散板３１は拡
散度の高いものを用いるが、一般に拡散度を高くすると拡散板３１の光透過率が低下する
。また、拡散板を出射する光のうち観察者の眼に到達する光束量が低下し、光利用率が低
下する。
【０４２５】
発光素子の大きさも課題である。面光源を得るためには少なくとも発光面積は液晶表示パ
ネル１１の有効表示領域の面積よりも大きい必要がある。したがって、当然のことながら
大きいものとなる。また、蛍光ランプの入力電圧が高いことも課題である。通常５Ｖ程度
の直流電圧をインバータおよび昇圧コイルを用いて１００～２００Ｖの交流電圧にして用
いる必要がある。前記インバータ、昇圧コイルの総合電力効率は８０％程度しかなく、こ
こでも電力損失が発生する。もちろん、昇圧コイルも大きく、相当の体積を必要とする。
一例として、ウシオ電機（株）の０．７インチ液晶表示パネル用平面蛍光ランプと昇圧コ
イルとを組み合わせたモジュールサイズ（品名ＵＦＵ０７Ｆ８５２）では幅２２．７ｍｍ
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、高さ２２．８ｍｍ、奥行き１１．３ｍｍもあり、また、ガラス製であるため重量も重い
。また高い交流電圧を用いるため不要ふく射も大きく、液晶表示パネルにビート障害をひ
きおこす。さらに蛍光管（冷陰極方式のもの）は暗黒状態では点灯しない、気温が低いと
点灯しないという課題もある。
【０４２６】
本発明の目的は従来の例陰極方式の蛍光管の課題を解決する発光素子、低消費電力、小型
、軽量のビューファインダおよびそれを用いたビデオカメラなどを提供することである。
【０４２７】
（図１５６）は本発明のビューファインダの断面図である。（図１５６）のビューファイ
ンダは本発明の反射型の表示パネル１１を用いている。特にＰＤ液晶表示パネルを用いる
ことが好ましい。表示パネル１１の出射面には凸レンズ１５２１が光結合層１２２を介し
て接着されている。光結合層１２２は凸レンズ１５２１と表示パネル１１間の界面を低減
し、光利用効率を向上させかつ、不要なハレーションの発生を防止する。
【０４２８】
凸レンズの斜め上方には蛍光管あるいは白色ＬＥＤ１２１等の発光素子が配置されている
。発光素子１２１から放射された光２６３ａは（図１５４）に示すように凸レンズ１５２
１により狭指向性の光２６３ｂとなり、表示パネル１１の反射電極にθの角度となり入射
する。液晶層３５３が透明状態の時は反射し反射光２６３ｃとなり、また、液晶層３５３
の光変調状態により入射光２６３ｂを散乱させる。散乱した光は拡大レンズ１５０３に入
射する。
【０４２９】
凸レンズ１５２１は液晶層３５３で変調された光を集光する機能も有する（図１５４の２
６３ｄを参照）。そのため表示パネル１１の有効径に対して拡大レンズ１５０３の有効径
が小さくてすむ。したがって拡大レンズ１５０３を小さくすることができビューファイン
ダを低コスト化、および軽量化できる。
【０４３０】
なお、（図１５４）において表示パネル１１はＰＤ液晶表示パネルとして説明したがこれ
に限定するものではなく、ＴＮ液晶表示パネルのように偏光方式の表示パネルを用いても
よい。
【０４３１】
また（図１５４）において、凸レンズを表示パネル１１に取りつけるとしたが、これに限
定するものではなく、（図１５５（ａ））に示すように、表示パネル１１の入射型の両凸
レンズを配置してもよく、（図１５５（ｂ））に示すように平凸レンズの平面部を光源１
２１側に向けて配置してもよい。また（図１５５（ｃ））のようにフレネルレンズでもよ
く、また（図１５５（ｄ））のように凸レンズの一部を用いてもよい。その他、回折現象
を用いて表示パネル１１に光を入射させてもよい。
【０４３２】
本発明のビューファインダは（図１５７）に示すように拡大レンズ１５０３と表示パネル
１１間の距離を短くすることができる。つまりビューファインダを使用しない時は（図１
５７）の状態にしてコンパクトにすることができる。また（図１５６）のように使用状態
にすると筐体１４９１に取りつけられたセンサにより自動的に表示パネル１１に電源が印
加されるように構成されている。
【０４３３】
このような構成を実現するには、筐体を１４９１ａと１４９１ｂの２つの分離し、筐体１
４９１ａに拡大レンズ１５０３等を配置し、筐体１４９１ｂに表示パネル１１を配置すれ
ばよい。
【０４３４】
（図１５２）も本発明の反射型の表示パネルを使用したビューファインダの構成図である
。（図１５２）では凸レンズ１５２１（以後、フロントレンズと呼ぶ）の側面には白色Ｌ
ＥＤ等の発光素子１２１が取り付けられている。フロントレンズ１５２１は（図１５４）
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に説明したように集光機能（光線２６３ｄを参照）を有する。また、フロントライトとし
ての機能を有する。フロントレンズ１５２１は（図１５２（ｂ））に示すように表示パネ
ル１１の前面に配置され、レンズ１５２１の側面に発光素子１２１ａと１２１ｂが取りつ
けられている。発光素子１２１は画像表示に有効な光が通過しない領域（無効領域）に配
置する。
【０４３５】
（図１５３）で示すように発光素子１２１から放射された光２６３ａは凸レンズ１５２１
の界面で反射し反射光２６３ｂとなり、表示パネル１１の液晶層３５３に入射する。また
、光２６３ｃは直接表示パネル１１の液晶層３５３に入射する。フロントレンズ１５２１
は凸面となっているため光２６３ａが凸面に入射する角度θは大きくなる。そのためほと
んどの光が臨界角以上となる全反射して効率より表示パネル１１を照明できる。したがっ
て、フロントレンズ１５２１は照明光学系として機能するとともに集光レンズとして機能
する。
【０４３６】
発光素子１２１は複数配置せずとも１つでもよい。また、点減されることにより容易に表
示パネル１１の照明輝度を変更できる。点減は白色ＬＥＤを用い、流す電流のデューティ
比（オンオフ比）を変化させて行う。デューティ比の同期は６０Ｈｚ以上にすることが好
ましい。また、白色ＬＥＤの裏面には放熱板を取り付けることが好ましい。また、フロン
トレンズ１５２１はＡＩＲコート処理をほどこしておく。
【０４３７】
（図１５９）は放物面鏡が形成された透明ブロック１５９２で０点に配置された点光減１
２１からの光を略平行光に変換し、表示パネル１１を照明するものである。表示パネル１
１は本発明等の透過型のものを使用する。
【０４３８】
放物面鏡は（図１６０）に示すように焦点０を中心とする凹面鏡であり、焦点０から放射
された光を反射面１５８３で反射させることにより平行光に変換するものである。ただし
、本発明の使用するものは完全な放物面鏡に限定するものではなく、だ円面鏡等でもよい
、つまり発光源から放射される光を略平行光に変換するものであれば何でもよい。また、
発光素子は点光源に限定するものではなく、たとえば細い蛍光管のように線状の光源でも
よい。この場合は放物面は２次元状の放物面でもよい。
【０４３９】
（図１６０）に示すように発光素子が点光源の場合、使用部分１６０１は斜線部であるこ
の使用部１６０１に裏面にＡｌなどの膜を蒸着して反射面１５９２を形成する。反射面は
Ａｌ，Ａｇの金属材料の他、誘電体ミラーあるいは回折効果を用いたものでもよい。また
、他の部材に反射面１５９２を形成して取りつけてもよい。
【０４４０】
（図１５９）に示すように焦点は０点にあるが、このように配置するとビューファインダ
の大きさが大きくなる。そのため放物面を形成した透明ブロック１５９２（Ａ）に透明板
１５９１（Ｂ）を接続した構成をしている。ＡとＢの部分は一体化成型してもまた分離し
て形成し、その後、接着してもよい。
【０４４１】
白色ＬＥＤ１２１から放射された光は透明板１５９１内を全反射し（反射光２６３ａ，２
６３ｂ，２６３ｃ，２６３ｄ）放物面鏡（凹面鏡）１５８３に入射する。入射した光２６
３ｄ狭い指向性の光２６３ｅに変換され、表示パネルに入射し、フィールドレンズ１５８
１で集光された拡大レンズ１５０３に入射する。フィールドレンズ１５８１はフロントレ
ンズ１５２１等と同様にポリカーボネート，ゼオネックス，アクリル樹脂、ポリスチレン
樹脂等で形成する。透明ブロック１５９２も同様の材料で形成する。中でも透明ブロック
１５９２はポリカーボネートで形成する。ポリカーボネートは波長分散が大きい。しかし
、照明系に用いるのであれば色ずれの影響は全く問題がない。したがって、屈折率が高い
という特性を生かせるポリカーボネート樹脂で形成すべきである。屈折率が高いため、放
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物面の曲率をゆるくでき、小型化が可能になる。
【０４４２】
なお、反射面１５８３をＡｌ等の金属薄膜で形成した場合は、酸化を防止するため、表面
をＵＶ樹脂等でコートするか、もしくはＳｉＯ２，フッ化マグネシウム等でコーティング
しておく。
【０４４３】
白色ＬＥＤ１２１の裏面には放熱板１５９３を配置している。ＬＥＤ１４の発光効率が悪
いため、投入電力の大部分は熱となる。この熱は放物板１５９３に伝達され、効率よく空
気中に放熱される。
【０４４４】
白色ＬＥＤ１２１から出射する光には色むら／輝度ムラがあるため、（図１５９）に示す
ように出射側に拡散シート（拡散板）３１を配置または形成するとよい。拡散板３１はフ
ロスト加工したガラス板，チタンなどの拡散粒子を含有する樹脂板あるいはオパールガラ
スが該当する。また、キモト（株）が発売している拡散シート（ライトアップシリーズ）
を用いてもよい。拡散板３１により色むらがなくなり、また、拡散板３１の面積が発光領
域となるため、拡散板３１の大きさを変更することにより発光面積を自由に設定すること
ができる。
【０４４５】
拡散板３１は板状のものの他、樹脂中に拡散剤を添加した接着剤であってもよく、その他
、蛍光体を厚く積層したものでもよい。蛍光体は光散乱性が高いからである。拡散部は３
１に半球状に形成することにより指向性が広がり、また表示領域の周辺部まで均一に照明
できるので好ましい。この拡散板（拡散シート）３１がないと、表示画像に色むらが生じ
るので配置することは重要である。また白色ＬＥＤの色温度は６５００ケルビン（Ｋ）以
上と９０００（Ｋ）とのものを用いることが好ましい。
【０４４６】
また、白色ＬＥＤ１２１の光出射側に色フィルタ（図示せず）を配置または形成すること
により発光色の色温度を改善することができる。特に発光素子１２１が白色ＬＥＤの場合
、青色に強いピークの光がでる帯域があり、また、このピークはＬＥＤのバラツキが大き
い。そのため、表示パネル１１の表示画像の色温度バラツキが大きくなる。色フィルタを
配置することにより、表示画像の色温度のバラツキを少なくすることができる。特に発光
素子１２１として白色ＬＥＤを用いる場合、青色光の割合が多いので表示パネル１１のカ
ラーフィルタの色にあわせて、重点的に対策する。
【０４４７】
なお、色フィルタに添加する色素等を拡散板３１中に添加すれば、色フィルタは必要でな
くなることは言うまでもない。つまり、色素，染料を拡散板に添加したものを拡散板３１
とすればよい。また、色フィルタと誘電体多層膜からなるとして干渉膜フィルタを用いて
もよい。
【０４４８】
発光素子の光出射に凸レンズ（図示せず）を取り付けてもよい。このように凸レンズを取
り付けることにより狭指向性の発光素子１２１を得ることができる。凸レンズは樹脂レン
ズ，ガラスレンズのいずれであってもよい。また、凸レンズ形状が凸のみに限定されるも
のではなく、フレネルレンズ等の板状であっても凸レンズである。つまり集光機能を有す
るものを凸レンズと呼ぶ。
【０４４９】
（図１５９）はチップ形のＬＥＤであるが、（図１５８）等に示すように樹脂モールドし
たＬＥＤを発光素子１２１として用いてもよい。（図１５８）等において発光チップは樹
脂モールドされており、光出射側は樹脂レンズとなっている。底面は反射板が形成または
配置され、側面にも反射板が形成もしくは配置されている。そのためチップからの光はす
べて前面に出力され、樹脂レンズで集光される。その他発光素子としてオプトニクス社の
ルナシリーズ等の発光管を用いてもよい。
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【０４５０】
白色ＬＥＤ１２１がチップタイプの場合、発光領域の直径は１（ｍｍ）程度である。放物
面が大きい場合、表示パネルの有効表示領域の対角長が長い場合、直径１（ｍｍ）の対角
長では小さい場合がある。つまり表示パネル１１に入射する光の指向性が狭くなりすぎる
。拡大レンズ１５０３の画角設計にもよるが、発光素子１４の発光領域が小さいと、接眼
カバー１４９２から少し眼の位置をはなすと表示画像がみえなくなる。したがって、（図
１５９）に示すように光出射側に拡散板３１を配置して、発光面積を大きくするとよい。
【０４５１】
白色ＬＥＤ１２１は定電流駆動を行う。定電流駆動を行うことにより温度依存による発光
輝度変化が小さくなる。また、ＬＥＤ１２１はパルス駆動を行うことにより発光輝度を高
くしたまま、消費電力を低減することができる。パルスのデューティ比は１／２～１／４
とし、周期は５０Ｈｚ以上にする。周期が３０Ｈｚとか低いとフリッカが発生する。
【０４５２】
ＬＥＤ１２１の発光領域の対角長ｄ（ｍｍ）は、表示パネル１１の有効表示領域の対角長
（観察者が見る画像表示に有効な領域の対角長）をｍ（ｍｍ）としたとき以下の関係を満
足させることが好ましい。
【０４５３】
【数２６】
（ｍ／２）≦ｄ≦（ｍ／１５）
さらには、以下の関係を満足させることが好ましい。
【０４５４】
【数２７】
（ｍ／３）≦ｄ≦（ｍ／１０）
ｄが小さすぎると、表示パネル１１を照明する光の指向性が狭くなりすぎ、観察者が見る
表示画像は暗くなりすぎる。一方、ｄが大きすぎると、表示パネル１１を照明する光の指
向性が広くなりすぎ表示画像がコントラストが低下する。一例として表示パネル１１の有
効表示領域の対角長が０．５（インチ）（１３（ｍｍ））の場合、ＬＥＤの発光領域は対
角長もしくは、直径は２～３（ｍｍ）が適正である。発光領域の大きさはＬＥＤチップの
光出射面に拡散シート３１をはりつけるもしくは配置することにより、容易に目標にあっ
た大きさを実現できる。
【０４５５】
略平行光とは指向性の狭い光という意味であり、完全な平行光を意味するものではなく、
光軸に対し絞りこむ光線であっても広がる光線であってもよい。つまり面光源のように拡
散光源でない光という意味で用いている。
【０４５６】
表示パネル１１としては、本発明の表示パネルを用いる。表示パネル１１はＮＢモードの
ＰＤ液晶表示パネルである。したがって、画素が黒表示の場合は液晶層３５３は透明状態
であり、照明２６３ｅ光はそのまま画素電極３５４を透過する。一方、画素が白表示の場
合は、液晶層３５３は散乱状態であり、画素に入射した照明光２６３ｅは散乱光となる。
【０４５７】
ＰＤ液晶表示パネルの場合、入射光の波長依存性と思われるが、Ｒ，Ｇ，Ｂの各画素に印
加するバイアス電位が異なるという問題がある。つまり、対向電極の電位に対し、３原色
の映像信号の電位を個別に調整する必要がある。特に赤色など長波長の光に対してこの程
度が大きい。個別のバイアス調整を行わなければ、良好な黒表示を行うことができない。
この現象は従来からよく用いられているＴＮ液晶では生じない。
【０４５８】
そのため、３原色の映像信号のうち１つを基準としてバイアス電圧の調整をする必要があ
る。たとえば、Ｒの映像信号に対し、Ｖ１なるバイアス電圧と印加し、Ｂの映像信号に対
してＶ２なるバイアス電圧を印加する。このことは３原色がシアン、イエロー、マゼンダ
の場合も同様である。つまり、映像信号の中心値をＲ，Ｇ，Ｂごとにと変化させる。
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【０４５９】
液晶層３５３で散乱した光を吸収するため、ボデー１４９１の内面を黒色あるいは暗色に
しておく。ボデー１４９１で散乱光を吸収するためである。表示パネル１１の無効領域（
画像表示に有効な光が通過しない領域部分）に黒塗料を塗布しておくことは有効である。
【０４６０】
液晶層３５３は画素電極３５４に印加された電圧の強弱にもとづいて入射光を散乱もしく
は透過させる。透過した光は拡大レンズを通過して観察者の眼２１に到達する。
【０４６１】
ビューファインダでは観察者がみる範囲は接眼ゴム等により固定されているため、ごく狭
い範囲である。したがって狭指向性の光で表示パネル１１を照明しても十分な視野角（視
野範囲）を実現できる。そのため光源１４の消費電力を大幅に削減できる。一例として０
．５（インチ）の表示パネル１１を用いたビューファインダにおいて、面光源方式では光
源の消費電力は０．３～０．３５（Ｗ）必要であったが、本発明のビューファインダでは
０．０２～０．０４（Ｗ）で同一の表示画像の明るさを実現することができた。
【０４６２】
観察者は眼２１を接眼ゴム１４９２で固定して表示画像をみる。ヒントの調整は接眼リン
グ１５０２を移動させて行う。また、（図１５６）に示すような収縮機構を採用してもよ
い。
【０４６３】
さらにビューファインダの奥ゆきを短くするには、（図１６１）に示すように透明板１５
９１を薄くして、透明板１５９１内で多重全反射させればよい。この場合は透明ブロック
１５９２は凹面とするよりも（図１６１）に示すように平面状とした方が良好な結果が得
られる場合が多い、なお、フィールドレンズ１５８１は必ず必要なものではない。しかし
、ないと拡大レンズ１５０３の直径が大きくなる。
【０４６４】
また（図１６２）に示すように表示パネル１１の出射側に透明ブロック１６２１を配置し
てもよい。反射面１５８３ｂ部が（図１５９）のフィールドレンズ１５８１として機能す
る。表示パネル１１を出射した光は２６３ｂはミラー１５８２で反射し、この反射光２６
３ｃは反射面１５８３ｂに入射し、集光光２６３ｄとなって拡大レンズ１５０３に入射す
る。
【０４６５】
（図１５８）は透明光学系を透明ブロック１５９２とせず、凹面１５８３とした実施例で
ある。また、透明板１５９１を採用せず、ミラー１５８２ａで反射させてビューファイン
ダの全長を短くしている。他の動作、構成等は（図１５９）と同様であるので説明を省略
する。
【０４６６】
なお、発光素子１２１は１つに限定するものではなく、（図１６３）に示すように複数で
あってもよい。発光素子１２１ａから出射した光２６３ａミラー１５８２ａで反射し、反
射した光２６３ｂは放物面１５８３ａに入射して略平行光の光２６３ｃに変換されて表示
パネル１１を照明する。一方、発光素子１２１ｂから出射された光２６３ｄはミラー１５
８２ｂで反射し、反射した光２６３ｅは放物面１５８３ｂに入射してた略平行光の光２６
３ｆに変換されて表示パネル１１を照明する。このように、２つ以上の発光素子を用いる
ことによりビューファインダの視野角は拡大する。
【０４６７】
また、（図１６４）に示すように、凸レンズ１６５１の代わりに凹面鏡を用いてもよい。
バックライト１５０１等から放射された光２６３ａは表示パネル１１を透過し、凹面鏡１
６４１ｂで集光される。凹面鏡１６４１ｂを反射した光２５６ｂは凹面鏡１６４１ａで方
向を曲げられ反射光２６３ｃとなる。凹面鏡１６４１ａの位置を変化させることによりピ
ント調整を行うことができる。
【０４６８】
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凹面鏡１６４１は画像拡大機能を持つ。凹面鏡のかわりに凸面鏡を用いてもよい。もしく
は凹面鏡と凸面鏡を組み合わせて光学系を構成してもよい。
【０４６９】
表示パネル１１が反射型の場合、あるいは（図１００）のように半透過型の場合は、（図
１６５）に示すように、表示パネル１１の全面からランプ１２１の光で照明してよい。ラ
ンプ１２１からの光は照明レンズ１６５１で略平行光にし、この略平行光により表示パネ
ル１１を証明する。（図１６５）の構成を採用することにより表示画像を明るくすること
ができる。
【０４７０】
（図１６６）は本発明のビューファインダをビデオカメラ本体１６６２内に組みこんだビ
デオカメラの斜視図である。ビデオカメラ本体１６６２には撮影レンズ１６６１が取りつ
けられている。また、直視モニターとして本発明の表示パネル１１が取りつけられている
。表示パネル１１は格納部１６６３に格納される。
【０４７１】
（図１０４）（図１６６）などに示す本願発明の表示装置などは、情報化時代にマッチす
るようにネットワークに対応するように構成されている。（図１６９）はその説明図であ
る。ネットワークは電力ケーブル１６９６に情報ケーブル１６９７を併設した構成となっ
ている。電力ケーブル１６９６には変圧器１６９８、電力計１６９６を介して機器用の電
力が供給される。一方、情報ケーブル１６９７には電話１９６１外部との情報接続手段を
介してデータ接続できるように構成されている。
【０４７２】
ネットワークは宅内を張り巡らされており、各部屋にはコンセントパネル１６９４がネッ
トワークへの入出力部として配置されている。このコンセントパネル１６９４にアンテナ
から入力したテレビ信号をデジタル化して出力するデジタルチューナ１６９３、テレビ／
モニターなどの本発明の表示装置１６９２が接続される。各機器は情報ケーブル１６９７
を介してデジタルデータあるいはアナログデータ、制御データを入出力する。信号が映像
信号などの場合はＨＤブランキング、ＶＤブランキング時間に表示パネルの画素数、種類
、特殊制御コードなどを伝送するように制御される。また、送受信する映像データはＪＰ
ＥＧあるいはＭＰＥＧ２のエンコード、デコード処理をして伝送することが好ましい。ま
たデータは誤差分散方式を用いることが好ましい。
【０４７３】
（図１７１）は本発明の表示パネル、装置あるいはシステムのコンセント１７１１の説明
図である。コンセント１７１１は電源コンセントと情報コンセントとを一体化している。
一体化とはモールドすること、ねじなどを用いて一つの部材に取り付けること、接着剤な
どを用いて一つにすること、機械的にかしめて一つにすることなどが例示される。（図１
７１（ａ））は１００Ｖあるいは２００Ｖ電源の電力ピン１７１２とステレオピンジャッ
クのような形状に構成された情報ピン１７１４を一体化した構成であり、（図１７１（ｂ
））は（図１７１（ａ））の構成に加えて接地ピン（アースピン）１７１７を配置したも
のである。
【０４７４】
コンセント１７１１の無理なコンセントの引き抜き、無理な挿入により、情報ピン１７１
４が破損することを防止するため、コンセントには２つの保持ピン１７１３が取り付けら
れている。また、情報ピン１７１４の長さは電力ピン１７１２よりも短く形成されている
（図１７１（ｃ））参照。このように構成することによりコンセントが傾いても、あるい
は無理な圧力が印加されても、コードを引っ張られて引き抜かれても破損などすることが
ない。
【０４７５】
また、（図１７１）に示すようにコンセントに段差部１７１９を形成し、この段差部１７
１９をソケット（メス）１７５３に形成した穴（図示せず）の丁度挿入できるようにして
おけば保持ピン１７１３を形成しなくともよい。また、保持ピン１７１３などの保持部（
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固定部）はパネル１６９４に形成してもよい。また、ＤＩＮコネクタ状に構成してもよい
。その他、ミニＭＤＲコネクタ状、あるいはアンフェノールコネクタ状に構成してもよい
。
【０４７６】
情報ピン１７１４は同軸ケーブルとの接続を想定して２端子（２接点）としているが、こ
れに限定するものではなく、３端子（３接点）以上に構成してもよい。また、同軸ケーブ
ルに限定するものではなく、ツイストペア線でもよく、その他ＩＥＥＥ１３９４の端子と
してもよい。また、光ファイバーケーブルでもよい。その他、ＲＳ２３２Ｃ、セントロニ
クス仕様、ＵＳＢ仕様であってもよい。また、電話回線、パネルリンクなどのＴＭＤＳ仕
様、ＬＶＤＳ仕様の差動信号線、ＩＳＤＮ回線、モデムにより信号多重された信号線であ
ってもよい。各仕様に合わせたコンセント１７１１形状にする。電線は亜鉛メッキ鋼線、
アルミ覆鋼より線、鋼心アルミ合金より線などでもよい。また、必要に応じて、バリスタ
、ＺＮＲ、サージアブソーバ、避雷器を付加しておくと良い。
【０４７７】
情報ピン１７１４を用いない構成も考えられる。例えば、（図１７５）に示すようにコン
セント１７１１に赤外線ＬＥＤ１７５１を埋め込んだ構成である。パネル１６９４のソケ
ット（メス）１７５３には受光部としてのＰＩＮホトダイオード１７５６を取り付ける。
もちろんコンセント１７１１にＰＩＮホトダイオードを取り付け、ソケット（メス）１７
５３にＬＥＤを取り付ける構成でもよい。情報ケーブル１６９７と機器とのデータの入出
力は、ＬＥＤ１７５１とＰＩＮホトダイオード１７５６などの光発光／受光素子を介して
行う。以上のように光発光受光素子を用いれば物理的なピンは必要でない。したがって、
情報ピンとはコンセントと一体化されたデータ送信あるいは受信部の意味に解釈するべき
である。また、ＰＩＮホトダイオードはホトトランジスタ、アバランシュホトダイオード
などの他のホトセンサでもよい。データの入出力をするためにはコンセント１７１１に受
光素子と発光素子とを具備させ、またパネルに１６９４に発光素子と受光素子とを具備さ
せればよい。
【０４７８】
その他、データの送受信はホトセンサに限定するものではなく、リレーなどメカニカルに
データを送受信するもの、あるいは電磁結合によりデータを送受信するもの、モデムなど
を使用して音響で送受信するものでもよい。したがって、情報ケーブル１６９７は電気を
伝達する配線の他、光ファイバーケーブル、マイクロ波などを伝達する導波管、音響伝達
管でもよい。
【０４７９】
なお、ＬＥＤは半導体レーザーでもよい。また、半導体レーザーで直接に、情報ケーブル
１６９７としての光ファイバーケーブルに光を入力する構成も考えられる。また、パネル
１６９４のソケット１７５３には電力ＰＩＮを挿入する穴１７６４および保持ピンを挿入
する穴１７５５が設けられていることは言うまでもない。パネル１６９４は取り付け穴１
７５２で建築部材にねじで取り付けられている。
【０４８０】
また、情報ピン１７１４を使用しない場合は、（図１７１（ｄ））に示すように変換プラ
グ１７１６を電力ピン１７１２に接続して使用する。変換プラグ１７１６には延長電力ピ
ン１７１５が取り付けられており、変換プラグ１７１６を接続することにより、電力ピン
１７１２と延長電力ピン１７１５が接続される。
【０４８１】
情報ケーブル１６９７と電力ケーブル１６９６が一体化される場合は（図１７０）のよう
に構成される。このように一体化されたケーブルをネットケーブル１７０３と呼ぶ。ネッ
トケーブル１７０３の一端は被覆が剥がされ、銅線１７０２は電力ピン１７１２と接続さ
れ、情報ケーブル１６９７には情報ソケット１７０１が接続されている。
【０４８２】
（図１７２）はネットケーブル１７０３の断面構造を図示している。（図１７２（ａ））
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は情報ケーブル１６９７と電力ケーブル１６９６とを一体化被覆１７２５で一体化したも
のである。情報ケーブル１６９７は、芯線１７２２のポリエチレン、ポリエステルなどの
絶縁線１７２１で取り囲まれており、絶縁線１７２３の周りを網線からなる外皮線１７２
３が配置されている。外皮線１７２３の外側はポリエステル、ビニールなどの合成樹脂か
らなる保護被覆１７２６で保護されている。これらの形状は架橋ポリエチレン絶縁ビニル
シースケーブル状にするとよい。また、電力ケーブル１６９６と情報ケーブル１６９７と
は、ブチルゴムなの耐熱性の良好な材料を、キャブタイヤケーブル状に一体化被覆１７２
５で一体化されている。また、ケーブル全体として架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケ
ーブル状としてもよい。情報ケーブルまたはケーブル全体として、このような構成を取る
ことにより耐熱性が高くなり、誘電正接が小さくなり、誘電体層が小さくなり、可動性が
良好となる。また、ケーブルの絶縁体は酸素指数の高い材料あるいは低ハロゲン材料を用
いると良い。難燃性を高くすることができる。
【０４８３】
なお、接地線が必要な場合は接地線も一体化被覆１７２５で一体化される。また、一体化
被覆１７２５の周囲を網線などで被覆し、シールド効果を発揮させる構造を採用すること
により不要輻射が抑制されることは言うまでもない。また、鉄管内に前記一体化被覆１７
２５を配置し、前記鉄管を接地してもよい。
【０４８４】
（図１７２（ｂ））は情報ケーブル１６９７と電力ケーブル１６９６を住友３Ｍ社などが
商品化している熱収縮性の一体化被覆１７２５（スミチューブ）で一体化に構成した例で
ある。このように構成すれば、情報ケーブル１６９７と電力ケーブル１６９６とを別々に
製造できるため製造歩留まりが向上する。
【０４８５】
（図１７３）は情報ソケット１７０１とコンセント１７１１とを接続した状態を示す断面
図である。情報ピン１７１４は前端部１７１４ａと後端部１７１４ｂとからなる。また、
先端部１７１４ａと後端部１７１４ｂとは絶縁部１７３５で絶縁されている。前端部は接
続線１７３２ａと接続され、後端部１７３２ｂは接続線１７３２ｂと接続されている。接
続線は各機器のデータ入出力部と接続されている。情報ピン１７１４はリン青銅を錫メッ
キあるいはニッケルメッキしたものを採用し、おれることがないように直径を１ｍｍ以上
４ｍｍ以下にする。
【０４８６】
先端部１７１４ａは情報ソケット１７０１の内部接続金具１７３３と電気的に接続が取ら
れる。先端部１７１４ａは内部接続金具１７３３内の凸部１７３６で密接できるように構
成されており、また、容易に抜けないように凸部１７３６の形状が設計されている。内部
接続金具１７３４は情報ケーブルの芯線１７２２と接続されている。
【０４８７】
後端部１７３２ｂは情報ソケット１７０１の外部接続金具１７３４と接触することにより
電気的な接続が取られている。また、外部接続金具１７３４は情報ケーブルの外皮線１７
２３と接続が取られている。内部接続金具１７３３と外部接続金具１７３４とはテフロン
樹脂、ポリエチレン樹脂などの誘電率が低くかつ絶縁性の高い絶縁部１７３５で絶縁され
ている。情報ケーブルと情報ソケット１７０１間はスミチューブなどの固定収縮チューブ
１７３１で固定されている。
【０４８８】
なお、（図１６９）において、情報ケーブル１６９７と電力ケーブル１６９６とを並列さ
せてネットワーク化するとしたがこれに限定するものではなく、電力ケーブルに多重させ
てデータを伝送してもよい。この場合は情報ケーブル１６９７を電力ケーブル１６９６に
併設する必要はない。例えば（図１７４）に示すように情報ケーブル１６９７のデータを
結合装置１７４１で電力ケーブル１６９６に多重（もしくは重畳）させればよい。このよ
うな装置としては１９９６年にビジコン（株）が販売したＬＡＮ用モデムがある。
【０４８９】
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本発明の表示パネル，表示装置等において対向基板３５１、アレイ基板３５２はガラス基
板、透明セラミック基板、樹脂基板、単結晶シリコン基板、金属基板などの基板を用いる
ように主として説明してきた。しかし、対向基板３５１、アレイ基板３５２は樹脂フィル
ムなどのフィルムあるいはシートを用いてもよい。たとえば、ポリイミド、ＰＶＡ、架橋
ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステルシートなどが例示される。また、ＰＤ液晶
の場合は、液晶層に直接対向電極あるいはＴＦＴを形成してもよい（特開平２－３１７２
２２号公報を参照）。つまり、アレイ基板または対向基板は構成上必要がない。また、日
立製作所が開発しているＩＰＳモード（櫛電極方式）の場合は、対向基板には対向電極は
必要がない。
【０４９０】
光変調層３５３は液晶だけに限定するものではなく、厚み約１００ミクロンの９／６５／
３５ＰＬＺＴあるいは６／６５／３５ＰＬＺＴでもよい。また、光変調層３５３に蛍光体
を添加したもの、液晶中にポリマーボール、金属ボールなどを添加したものなどでもよい
。
【０４９１】
なお、３５５、３５４などの透明電極はＩＴＯとして説明したが、これに限定するもので
はなく、例えばＳｎＯ2、インジウム、酸化インジウムなどの透明電極でもよい。また、
金などの金属薄膜を薄く蒸着したものを採用することもできる。また、有機導電膜、超微
粒子分散インキあるいはＴＯＲＡＹが商品化している透明導電性コーティング剤「シント
ロン」などを用いてもよい。これらは、塗布などすることにより使用する。
【０４９２】
光吸収膜３６３は、アクリル樹脂などにカーボンなどを添加したものの他、六価クロムな
どの黒色の金属、塗料、表面に微細な凹凸を形成した薄膜あるいは厚膜もしくは部材、酸
化チタン、酸化アルミニウム、酸化マグネシウム、オパールガラスなどの光拡散物でもよ
い。また、黒色でなくとも光変調層３５３が変調する光に対して補色の関係のある染料、
顔料などで着色されたものでもよい。また、ホログラムあるいは回折格子８０１でもよい
。
【０４９３】
本発明の実施例では画素電極ごとにＴＦＴ、ＭＩＭ、薄膜ダイオード（ＴＦＤ）などのス
イッチング素子を配置したアクティブマトリックス型として説明してきた。このアクティ
ブマトリックス型もしくはドットマトリックス型とは液晶表示パネルの他、微小ミラーも
角度の変化により画像を表示するＴＩ社が開発しているＤＭＤ（ＤＬＰ）も含まれる。
【０４９４】
本発明の各実施例の技術的思想は、液晶表示パネル他、ＥＬ表示パネル、ＬＥＤ表示パネ
ル、ＦＥＤ（フィールドエミッションディスプレイ）表示パネルにも適用することができ
る。また、アクティブマトリックス型に限定するものではなく、単純マトリックス型でも
よい。単純マトリックス型でもその交点が画素（電極）がありドットマトリックス型表示
パネルと見なすことができる。もちろん、単純マトリックスパネルの反射型も本発明の技
術的範疇である。その他、８セグメントなどの単純な記号、キャラクタ、シンボルなどを
表示する表示パネルにも適用することができることはいうまでもない。これらセグメント
電極も画素電極の１つである。
【０４９５】
プラズマアドレス型表示パネルにも本発明の技術的思想は適用できることはいうまでもな
い。その他、具体的に画素がない光書き込み型表示パネル、熱書き込み型表示パネル、レ
ーザ書き込み型表示パネルにも本発明の技術的思想は適用できる。また、これらを用いた
投射型表示装置も構成できるであろう。
【０４９６】
画素の構造も共通電極方式、前段ゲート電極方式のいずれでもよい。その他、画素行（横
方向）に沿ってアレイ基板３５２にＩＴＯからなるストライプ状の電極を形成し、画素電
極３５４と前記ストライプ状電極間に蓄積容量を形成してもよい。このように蓄積容量を
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形成することにより結果的に液晶層３５３に並列のコンデンサを形成することになり、画
素の電圧保持率を向上することができる。低温ポリシリコン、高温ポリシリコンなどで形
成したＴＦＴ４１６はオフ電流が大きい。したがって、このストライプ状電極を形成する
ことは極めて有効である。
【０４９７】
また、表示パネルのモード（モードと方式などを区別せずに記載）は、ＰＤモードの他、
ＳＴＮモード、ＥＣＢモード、ＤＡＰモード、ＴＮモード、強誘電液晶モード、ＤＳＭ（
動的散乱モード）、垂直配向モード、ゲストホストモード、ホメオトロピックモード、ス
メクチックモード、コレステリックモードなどにも適用することができる。
【０４９８】
本発明の表示パネル／表示装置は、ＰＤ液晶表示パネル／ＰＤ液晶表示装置に限定するの
もではなく、ＴＮ液晶、コレステリック液晶、強誘電液晶、反強誘電、ＯＣＢなどの他の
液晶でもよい。その他、ＰＬＺＴ、エレクトロクロミズム、エレクトロルミネッセンス、
ＬＥＤディスプレイ、ＥＬディスプレイ、プラズマディスプレイ、プラズマアドレッシン
グのような方式でも良い。
【０４９９】
また、本発明の技術的思想はビデオカメラ、液晶プロジェクター、立体テレビ、プロジェ
クションテレビ、ビューファインダ、携帯電話のモニター、携帯情報端末およびそのモニ
ター、デジタルカメラおよびそのモニター、ヘッドマウントディスプレイ、直視モニター
ディスプレイ、ノートパーソナルコンピュータ、ビデオカメラのモニター、電子スチルカ
メラのモニター、現金自動引き出し機のモニター、公衆電話のモニター、テレビ電話のモ
ニター、パーソナルコンピュータモニター、液晶腕時計およびその表示部、家庭電器機器
の液晶表示モニター、据え置き時計の時刻表示部、ポケットゲーム機器およびそのモニタ
ー、表示パネル用バックライトなどにも適用あるいは応用展開できることは言うまでもな
い。
【０５００】
本明細書において各図面は理解を容易にまたは／および作図を容易にするため、省略また
は／および拡大縮小した箇所がある。たとえば（図１５４）のビューファインダの断面図
では接眼カバー１４９２等を省略している。以上のことは以下の図面に対しても同様であ
る。また、同一番号または、記号等を付した箇所は同一もしくは類似の形態あるいは機能
または動作を有する。
【０５０１】
なお、各図面等で説明した内容は特に断りがなくとも、他の実施例等と組みあわせること
ができる。たとえば、（図３５）の光吸収膜１６を（図３６），（図３８）等の他の表示
パネルに適用することができるし、（図３６）の光吸収膜３６３を（図４６）の表示パネ
ルに適用することができる。また、（図４６）のマイクロレンズ３６１を有する構成を（
図４５）のストライプ状画素電極を有する表示パネルに適用することができるし、また、
（図６１）の反射膜３５４を有する表示パネルに適用することができる。つまり、本発明
書の表示パネルについて各図面および明細書で説明した事項は、個別に説明することなく
相互に組み合わせた実施形態の表示パネルを構成できる。
【０５０２】
また、表示パネル１１として（図２４），（図３５），（図３６），（図３８），（図４
０），（図４１），（図４９），（図９４），（図１１５），（図１１８），（図９７）
，（図８６）などの本発明書で説明した表示パネルはいずれも用いることができる。
【０５０３】
また、（図１）の表示装置と（図１４）表示装置の組み合わせ、（図１），（図１３６）
，（図１４７）の表示装置と（図３２）の表示装置との組み合わせ、（図１），（図１５
８）の表示装置と（図１４３）の表示装置の組み合わせ、あるいはさらに（図１４５）と
の組み合わせなど、相互に組みあわせた実施形態の表示装置を構成できる。（図６），（
図２２）の駆動回路と（図３２）などの表示装置との組み合わせも構成できる。また（図
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１７）の表示装置の構成を（図１８）に適用することも考えられる。
【０５０４】
また、（図２７）に示す投射型表示装置、（図１５７），（図１６２），（図１６４）な
どで説明するビューファインダのライトバルブとして本発明のいずれの表示パネルでも採
用できることは言うまでもない。
【０５０５】
当然のことながら、本明細書で記載した事項は、相互に適用することができる。例えば一
例としてあげれば、（図１４７）の透明シート１４７１、（図１４４）のエンボス加工シ
ート１４４３の構造は（図１）、（図８６）などの他の本発明の表示装置、表示パネルな
どにも適用できる。また、（図１４１）の光拡散部１７１の構造、（図１２４）の光路制
御板１２４２の構成、（図１２１）の透明板の構成、（図１２０）の保持部１２０４光拡
散ゲル１２０１の構成は（図１）などの蛍光管を用いる直視表示装置、ビューファインダ
、（図１６６）のビデオカメラなどにも適用できる。また、（図１１９）（図１１６）（
図６）（図７）（図８）（図１０６）（図１０７）（図２５）（図１９）の駆動装置、駆
動方法は、（図１５６）のビューファインダ、その他の表示装置にも適用できる。また、
（図１６９）のネットワークシステム、（図１７１）（図１７２）（図１７３）の情報ソ
ケットに関する事項は、（図１０）（図３２）（図１５９）などの表示装置、表示パネル
、投射型表示装置などにも適用することができる。
【０５０６】
また、（図１０８）（図９７）（図９９）（図９４）（図９３）（図８３）の構造は当然
のように（図１０３）などの表示パネルなどにも適用できる。（図１０１）（図１０３）
の反射部３６３の構造、（図７１）（図６８）（図６７）（図６８）（図６１）（図４５
）（図４６）（図４３）（図４１）（図３８）の構造、（図１４３）のモニター表示部は
、（図１４５）（図１６７）（図１２３）（図１６１）（図１６２）（図１６６）などの
表示パネル、表示装置、ビューファインダにも適用できる。（図７４）のマイクロレンズ
に関する事項、（図２０）等のカラーフィルタに関する事項は（図１３）の表示装置、（
図８６）の表示パネル、（図１６４）のビューファインダなどの表示装置にも適用できる
ことは言うまでもない。
【０５０７】
（図４９）（図５４）（図５６）のプリズム板に関する事項、（図３４）（図２９）のバ
ックライトの構成は（図１２６）（図３２）（図２７）の表示装置、（図１５６）のビュ
ーファインダなどの表示パネル、表示装置にも適用できる。（図１７）の光拡散ドット、
（図１４）の発光素子の接続方法などに関する構成は（図１８）の表示装置にも適用でき
る。また、（図３４）に示す偏光変換板３４５と、（図３５）のバックライト部１２およ
び（図１７６）の指向制御部１２４３、（図８６）の反射膜８３１、（図３８）（図４１
）の液晶モード、（図４９）のプリズム板に関する事項、（図９８）の２ＴＦＴ構成とを
すべて採用したあるいは選択して採用した表示装置も構成できることは言うまでもない。
つまり、個々の構成を組み合わせたものでもよい。
【０５０８】
また、同一符号、番号あるいは同一名称を記載したものは特にことわりがない場合は同一
仕様、内容、事項あるいは類似仕様、内容、事項もしくは同一または類似の動作を行うも
のである。
【０５０９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の表示パネルおよび表示装置は、それぞれの構成に応じて、
動画ボケの改善，低コスト化および高輝度化等の効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の表示装置の断面図である。
【図２】　本発明の表示装置の動作の説明図である。
【図３】　本発明の表示装置の断面図である。
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【図４】　本発明の表示装置の動作の説明図である。
【図５】　本発明の表示装置の動作の説明図である。
【図６】　本発明の表示装置の駆動方法の説明図である。
【図７】　本発明の表示装置の駆動回路の説明図である。
【図８】　本発明の表示装置の駆動方法の説明図である。
【図９】　本発明の表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１０】　本発明の表示装置の断面図である。
【図１１】　本発明の表示装置の動作の説明図である。
【図１２】　本発明の表示装置の動作の説明図である。
【図１３】　本発明の表示装置の一部断面図である。
【図１４】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１５】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１６】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１７】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１８】　本発明の表示装置の動作の説明図である。
【図１９】　本発明の表示装置の動作の説明図である。
【図２０】　本発明の表示パネルの画素構造の説明図である。
【図２１】　本発明の表示パネルの画素構造の説明図である。
【図２２】　本発明の表示装置の駆動回路ブロック図である。
【図２３】　本発明の駆動回路の説明図である。
【図２４】　本発明の表示パネルの画素構造の説明図である。
【図２５】　本発明の表示装置の駆動回路ブロック図である。
【図２６】　本発明の表示装置の説明図である。
【図２７】　本発明の投射型表示装置の構成図である。
【図２８】　本発明の表示装置の斜視図である。
【図２９】　本発明の表示装置の説明図である。
【図３０】　本発明の表示装置の説明図である。
【図３１】　本発明の表示装置の説明図である。
【図３２】　本発明の表示装置の説明図である。
【図３３】　本発明の表示装置の説明図である。
【図３４】　本発明の表示装置の構成図である。
【図３５】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図３６】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図３７】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図３８】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図３９】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図４０】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図４１】　本発明の表示パネルの断面図および平面図である。
【図４２】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図４３】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図４４】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図４５】　本発明の表示パネルの一画素の平面図である。
【図４６】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図４７】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図４８】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図４９】　本発明の表示装置の断面図である。
【図５０】　本発明の表示装置の説明図である。
【図５１】　本発明の表示装置の説明図である。
【図５２】　本発明の表示装置の説明図である。
【図５３】　本発明の表示装置の説明図である。
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【図５４】　本発明の表示装置の断面図である。
【図５５】　本発明の表示装置の説明図である。
【図５６】　本発明の表示装置の断面図である。
【図５７】　本発明の表示装置の説明図である。
【図５８】　本発明の表示装置の説明図である。
【図５９】　本発明の表示装置の説明図である。
【図６０】　本発明の表示装置の説明図である。
【図６１】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図６２】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図６３】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図６４】　本発明の表示パネルの製造方法の説明図である。
【図６５】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図６６】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図６７】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図６８】　本発明の表示装置の断面図である。
【図６９】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図７０】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図７１】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図７２】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図７３】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図７４】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図７５】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図７６】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図７７】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図７８】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図７９】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図８０】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図８１】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図８２】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図８３】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図８４】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図８５】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図８６】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図８７】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図８８】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図８９】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図９０】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図９１】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図９２】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図９３】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図９４】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図９５】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図９６】　本発明の表示パネルの画素の等価回路図である。
【図９７】　本発明の表示パネルの画素の等価回路図である。
【図９８】　本発明の表示パネルの画素の等価回路図である。
【図９９】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１００】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１０１】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図１０２】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図１０３】　本発明の表示パネルの断面図である。
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【図１０４】　本発明の表示装置の外観図である。
【図１０５】　本発明の表示パネルの平面図である。
【図１０６】　本発明の表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１０７】　本発明の表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１０８】　本発明の表示装置のドライブ回路尾のブロック図である。
【図１０９】　本発明の表示装置のリモート制御装置の説明図である。
【図１１０】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１１１】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１１２】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１１３】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１１４】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１１５】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１１６】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１１７】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１１８】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１１９】　本発明の表示パネルの駆動方法の説明図である。
【図１２０】　本発明の表示装置の一部断面図である。
【図１２１】　本発明の表示装置の一部断面図である。
【図１２２】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１２３】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１２４】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１２５】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１２６】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１２７】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１２８】　本発明の表示パネルの製造方法の説明図である。
【図１２９】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１３０】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１３１】　本発明の表示パネルの製造方法の説明図である。
【図１３２】　本発明の表示パネルの製造装置の説明図である。
【図１３３】　本発明の表示パネルの製造装置の説明図である。
【図１３４】　本発明の表示パネルの製造装置の説明図である。
【図１３５】　本発明の表示パネルの製造装置の説明図である。
【図１３６】　本発明の表示装置の外観図である。
【図１３７】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１３８】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１３９】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１４０】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１４１】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１４２】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１４３】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１４４】　本発明の表示装置の断面図である。
【図１４５】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１４６】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１４７】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１４８】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１４９】　ビューファインダの外観図である。
【図１５０】　従来のビューファインダの構成図である。
【図１５１】　従来のビューファインダの構成図である。
【図１５２】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１５３】　本発明のビューファインダの説明図である。
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【図１５４】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１５５】　本発明のビューファインダの説明図である。
【図１５６】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１５７】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１５８】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１５９】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１６０】　本発明のビューファインダの説明図である。
【図１６１】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１６２】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１６３】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１６４】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１６５】　本発明のビューファインダの構成図である。
【図１６６】　本発明のビデオカメラの外観図である。
【図１６７】　本発明の表示パネルの断面図である。
【図１６８】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１６９】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１７０】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１７１】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１７２】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１７３】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１７４】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１７５】　本発明の表示装置の説明図である。
【図１７６】　本発明の表示パネルの説明図である。
【図１７７】　本発明の表示パネルの説明図である。
【符号の説明】
１１　液晶表示パネル
１２　バックライト
１３　穴
１４　蛍光管（発光素子）
１５　導光板
１６　反射シート（反射板）
３１　拡散シート（拡散板）
３２　プリズムシート（プリズム板）
６１　表示領域
６２　メモリ
６３　演算処理回路（ＭＰＵ）
６４　乗算器
７１　ホトセンサ
７２　光検出部
７３　オペアンプ
７４　発振回路
７５　増幅器
７６　アノード
７７　フィラメント（カソード）
１０１　反射シート（反射板）
１２１　ＬＥＤ
１２２　光結合層
１２３　反射シート（反射膜）
１４１　ＬＥＤアレイ
１５１　ファイバー
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１６１　光拡散部（スモーク板）
１７１　光拡散ドット
２０１　画素
２２１　ＲＧＢ信号変換ブロック
２２２　Ｙ（イエロー）データ作成ブロック
２２３　ガンマ処理ブロック
２２４　オフセット処理ブロック
２２５　反転処理ブロック
２２６　制御ブロック
２２７　Ｐ（紫）データ処理ブロック
２６１　ミラー
２６２　反射鏡
２６３　光線（光路）
２７１　投射レンズ
２７２　フィールドレンズ
２８１　本体
２８２　反射フレネルレンズ（反射型放物面鏡）
２８３　突起（凸部）
２８４　留め部（引っかけ手段）
２８５　ふた
２８６　回転部
２８７　切り替えスイッチ（ターボスイッチ）
２８８　ガンマ切り替えスイッチ（ボタン）
２９１　放物面鏡
３２１　フレネルレンズ
３４１　空間
３４２　バックライトケース
３４３　反射膜（反射ミラー）
３４５　偏光変換板
３４６　位相フィルム
３４７　偏光分離膜
３４８　ミラー
３４９　偏光板（偏光フィルム）
３５１　対向基板
３５２　アレイ基板
３５３　液晶層（光変調層）
３５４　画素電極（画素）
３５５　対向電極
３５６　（樹脂）カラーフィルタ
３５７　誘電体カラーフィルタ
３６１　マイクロレンズ
３６２　マイクロレンズアレイ
３６３　光吸収膜（遮光膜）
３６４　光吸収シート（光吸収板）
３８１　凸部（樹脂凹凸膜）
３８２　ブラックマトリックス（ＢＭ）
３９１　液晶分子
４１１　ストライプ状画素電極
４１２　ストライプ状対向電極
４１３　低誘電体膜（樹脂ブラックマトリックス）
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４１４　ソース信号線
４１５　ゲート信号線
４１７　電気力線
４５１　絶縁膜
４６１　光吸収膜
４６２　開口部
４６３　薄膜トランジスタ（スイッチング素子）
４７１　ガラス基板（透明基板）
４８１　反射防止膜
４９１　プリズム板（プリズムシート）
５２１　光吸収部
５２２　はりあわせ板
５２３　樹脂（透明剤）
５２４　平面板
５９１　支持部
５９２　封止樹脂
５９３　ビーズ
６１１　接続部
６３１　透明樹脂
６４１　膜
６４２　レジスト
６４３　反射膜
６７１　透明導電体（ＩＴＯ）
７４１　遮光膜（光吸収膜）
８０１　回折格子
８３１　反射ＢＭ
８３２　光入射部
３６１　カマボコ型マイクロレンズ
１０４１　保持台
１０４２　制御ボタン
１０４３　取り付け部
１０４４　取り付けねじ（取り付けジグ）
１０４５　パネルリンクコネクタ
１０４６　バックライトコネクタ
１０４７　ＶＧＡコネクタ
１０４８　電源コネクタ
１０４９　パネルカバー
１０５１　ゲートドライバ回路
１０５２　ソースドライバ回路
１０８１　シフトレジスタ回路
１０８３　ラッチ回路
１０８４　ドライブ回路
１０８５　出力端子
１０９１　静止切り替えスイッチ
１０９２　リモートコントローラ
１１０１　グラフィックボード
１１０２　パーソナルコンピュータ
１１２１　緩衝部材
１１２２　支持部
１１４１　取り付け溝
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１１４２　取り付け部
１１５１　映像入力端子
１１７１　寄生容量
１２０１　光拡散ゲル
１２０２　取り付け部
１２０３　接着剤
１２０４　保持部
１２１１　透明板
１２１１　ＵＶコート
１２２１　偏光方向
１２４１　筐体
１２４２　光路制御板
１２４３　指向制御部
１２７１　テロップ画面
１２８１　ガラス基板
１２８２　エキシマレーザヘッド
１２９１　電源配線
１２９２　信号線
１３０１　画素コンタクトホール
１３０２　ゲート端子
１３０３　ドレイン端子
１３０４　ソース端子
１３１１　レーザスポット
１３３１　レーザ光
１３３２　ポリゴンミラー
１３３３　第１レンズ
１３３４　第２レンズ
１３４１　ミラー
１３４２　スリット状ビーム
１３５１　スリット
１３５２　出射穴
１３６１　四角筐体
１３８１　蛍光ランプ
１３８２　ランプソケット
１３８３　ランプ台
１３８４　回路基板
１３８５　光制御部
１３９１　スモーク板
１４３１　タイマースイッチ
１４３２　チューナスイッチ
１４３３　音量スイッチ
１４３４　モニター表示部
１４４１　透明電極
１４４２　リード線
１４４３　封止樹脂
１４４４　エンボス加工シート（板）
１４４５　接着剤
１４５１　カメラ本体
１４５２　シャッタスイッチ
１４５３　カバー
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１４５４　表示切り替えスイッチ
１４５５　モード切り替えスイッチ
１４６１　ウィンドウ表示領域
１４７１　透明シート
１４７２　入力ペン
１４７３　ストライプ電極
１４７４　ビーズ
１４９１　ボデー
１４９２　接眼カバー
１４９３　取り付け金具
１５０１　蛍光管ボックス
１５０２　接眼リング
１５０３　拡大レンズ
１５２１　フロントレンズ
１５８１　フィールドレンズ
１５８２　ミラー
１５８３　放物面鏡
１５９２　透明板
１６０１　放物面形成領域（使用部）
１６２１　透明ブロック
１６６１　撮影レンズ
１６６２　ビデオカメラ本体
１６６３　格納部
１６９１　電話（情報装置）
１６９２　表示装置（テレビ／モニタ）
１６９３　デジタルチューナ
１６９４　コンセントパネル
１６９５　電力計
１６９６　電力ケーブル
１６９７　情報ケーブル
１７０１　情報ソケット
１７０２　銅線
１７０３　ネットケーブル
１７１１　コンセント
１７１２　電力ピン
１７１３　保持ピン
１７１４　情報ピン
１７１５　延長電力ピン
１７１６　変換プラグ
１７１７　接地ピン
１７１９　段差部
１７２１　絶縁線
１７２２　芯線
１７２３　外皮線
１７２４　保護線
１７２５　一体化被覆
１７２５　保護被覆
１７３１　固定収縮チューブ
１７３２　接続線
１７３３　内部接続金具
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１７３４　外部接続金具
１７３５　絶縁部
１７４１　結合装置
１７５１　赤外線ＬＥＤ
１７５２　取り付け穴
１７５３　ソケット（メス）
１７５４　電力ピン穴
１７５５　保持ピン穴
１７５６　ＰＩＮホトダイオード
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